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　こ
の
た
び
、
本
年
よ
り
高
知
市
立
高

知
商
業
高
等
学
校
校
友
会
会
長
を
務
め

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
会
員
の
皆
さ
ま
か
ら
の
温
か
い
ご

支
援
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

私
自
身
、
高
商
で
過
ご
し
た
日
々
が
、

そ
の
後
の
人
生
の
礎
を
築
い
て
く
れ
た

こ
と
を
改
め
て
思
い
返
し
、
母
校
と
そ

の
同
窓
の
絆
を
守
り
、
さ
ら
に
発
展
さ

せ
る
使
命
を
強
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。 

　校
友
会
は
、
長
年
に
わ
た
り
、
世
代

を
超
え
て
母
校
へ
の
愛
情
を
培
い
、
互

い
の
交
流
を
深
め
る
場
と
し
て
活
動
し

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
時
代
は
大
き
く

変
化
し
、
社
会
の
形
や
人
々
の
価
値

観
、
そ
し
て
交
流
の
方
法
も
大
き
く
様

変
わ
り
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た

新
し
い
時
代
に
対
応
す
る
た
め
、
校
友

会
も
柔
軟
に
変
革
を
行
い
、
次
世
代
の

校
友
が
参
加
し
や
す
い
環
境
を
整
え
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　特
に
、
若
い
世
代
の
参
加
促
進
は
今

後
の
重
要
課
題
で
す
。
卒
業
し
て
間
も

な
い
年
代
の
皆
さ
ん
が
気
軽
に
校
友
会

の
活
動
に
加
わ
り
、
互
い
に
学
び
合

い
、
刺
激
し
合
え
る
場
と
す
る
た
め
、

情
報
発
信
の
方
法
や
活
動
の
形
を
見
直

し
ま
す
。
S
N
S
や
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流

会
の
活
用
、
年
齢
層
に
応
じ
た
イ
ベ
ン

ト
企
画
な
ど
、
時
代
に
即
し
た
手
段
を

積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
現
役
生
と
の
交
流
機
会
も
広
げ
、

在
学
時
か
ら
校
友
会
の
存
在
を
身
近
に

感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
工
夫
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　組
織
づ
く
り
に
お
い
て
は
、
会
員
の

皆
さ
ま
一
人
ひ
と
り
が
力
を
発
揮
で
き

る
体
制
を
整
え
、
会
の
運
営
が
透
明
で

わ
か
り
や
す
い
も
の
と
な
る
よ
う
努
め

ま
す
。
地
域
を
拠
点
と
し
た
支
部
活
動

や
、
特
定
分
野
で
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

ー
ム
の
設
立
も
検
討
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

強
み
を
生
か
し
な
が
ら
母
校
と
社
会
に

貢
献
で
き
る
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　母
校
は
私
た
ち
全
員
の
心
の
故
郷
で

す
。
変
わ
ら
ぬ
絆
を
守
り
つ
つ
、
新
し

い
風
を
取
り
込
み
、
次
の
時
代
に
ふ
さ

わ
し
い
校
友
会
へ
と
成
長
さ
せ
て
い
く

た
め
、
引
き
続
き
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
共

に
手
を
携
え
、
母
校
と
校
友
会
の
未
来

を
築
い
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。
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令
和
七
年
度
「
校
友
会
定
期
総
会
」
が
盛
大
に

開
催
さ
れ
ま
す
こ
と
を
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。
皆
様
に
は
、
平
素
よ
り
在
校
生
へ
の
温

か
い
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と

に
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
五
月
一
日
に
は
、
創
立
百
二
十
七
周
年
を
記
念

す
る
創
立
記
念
日
交
流
会
を
開
催
し
、
会
社
経
営

者
で
あ
り
、
地
球
環
境
保
護
に
取
り
組
む
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
「
地
球
こ
ど
も
ク
ラ
ブ
」
事
務
局
長
で
い
ら
っ

し
ゃ
る
新
制
三
十
回
生
の
貞
弘
晃
男
先
輩
を
お
招

き
し
ま
し
た
。
「
人
生
を
1
0
0
倍
楽
し
む
方
法
」

と
題
し
た
ご
講
演
は
、
市
商
愛
あ
ふ
れ
る
貴
重
な

お
話
で
あ
り
、
生
徒
た
ち
に
と
っ
て
心
に
残
る
ひ

と
と
き
と
な
り
ま
し
た
。

　
本
年
三
月
に
は
、
新
制
七
十
七
回
卒
業
生
二
百

七
十
六
名
が
母
校
を
巣
立
ち
、
校
友
会
の
仲
間
入

り
を
い
た
し
ま
し
た
。
進
路
状
況
は
、
進
学
が
八

四
％
、
就
職
が
一
六
％
と
な
っ
て
お
り
、
進
学
で

は
国
公
立
大
学
に
過
去
最
高
と
な
る
五
十
四
名
が

合
格
し
、
全
国
の
商
業
高
校
の
中
で
も
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
と
い
え
る
実
績
を
あ
げ
ま
し
た
。
ま
た
、
公

務
員
試
験
で
は
の
べ
二
十
四
名
が
合
格
し
、
そ
の

う
ち
十
七
名
が
就
職
し
、
県
内
公
立
高
校
で
最
多

と
な
り
ま
し
た
。

　
四
月
の
入
学
式
で
は
、
新
入
生
二
百
八
十
名
を

迎
え
、
全
校
生
徒
八
百
名
を
超
え
る
な
か
で
令
和

七
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
今
年
度
の
高
校

入
試
で
は
、
県
下
で
唯
一
全
学
科
が
定
員
を
満
た

し
、
中
学
生
か
ら
選
ば
れ
る
高
校
と
し
て
高
い
人

気
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
部
活
動
に
お
き
ま
し
て
も
、
運
動
部
・
文
化
部

と
も
に
大
き
な
成
果
を
収
め
ま
し
た
。
運
動
部
で

は
、
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
、
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
部
、
男
子
弓
道
部
、
女
子
弓
道
部
、
水
泳
部
が

県
体
や
四
国
大
会
を
勝
ち
抜
き
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

へ
出
場
し
ま
し
た
。
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
は
一

回
戦
を
突
破
し
、
男
子
弓
道
部
は
ベ
ス
ト
８
に
輝

き
ま
し
た
。
文
化
部
で
は
、
コ
ミ
ッ
ク
ア
ー
ト
部

が
八
年
連
続
で
ま
ん
が
甲
子
園
本
戦
に
出
場
し
、

本
年
度
は
「
三
菱
電
機
賞
」
を
受
賞
す
る
な
ど
、

高
い
評
価
を
受
け
ま
し
た
。

　
生
徒
会
活
動
と
し
て
は
、
全
校
生
徒
が
参
加
す

る
「
ラ
オ
ス
学
校
建
設
活
動
」
が
三
十
二
年
目
を

迎
え
、
こ
の
夏
に
は
十
名
の
生
徒
と
三
名
の
教
員

が
現
地
を
訪
れ
ま
し
た
。
十
校
目
の
建
設
に
挑
む

か
、
あ
る
い
は
既
存
校
の
修
繕
に
取
り
組
む
か

を
、
現
地
調
査
を
通
し
て
検
討
す
る
活
動
を
行
い

ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
本
校
の
大
谷
校
舎
・
体
育
館
等
に
つ

い
て
は
、
今
後
十
年
間
を
か
け
た
長
寿
命
化
改
修

工
事
に
着
手
す
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
第
一
歩
と

し
て
令
和
七
年
度
に
校
舎
の
ト
イ
レ
洋
式
化
の
設

計
を
行
い
、
令
和
八
年
度
か
ら
改
修
工
事
を
行
う

計
画
で
進
ん
で
お
り
ま
す
。
ま
た
、
教
育
環
境
の

充
実
を
図
る
た
め
、
本
年
度
か
ら
「
企
業
版
ふ
る

さ
と
納
税
」
を
活
用
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち

上
げ
、
寄
付
を
募
っ
て
お
り
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
本
県
に
お
い
て
も
少
子
化
・

人
口
減
少
の
影
響
は
避
け
ら
れ
ず
、
県
立
高
校
は

令
和
八
年
度
か
ら
七
年
間
で
入
学
定
員
を
一
二
〇

〇
名
減
ら
す
こ
と
が
決
定
し
て
お
り
ま
す
。
本
校

に
と
っ
て
も
、
将
来
を
見
据
え
た
取
り
組
み
が
ま

す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
校
友
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま

で
も
在
校
生
の
活
動
に
物
心
両
面
で
ご
支
援
を
い

た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
、
改
め
て
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
今
後
と
も
母
校
「
市
商
」
の
さ
ら

な
る
発
展
の
た
め
に
力
強
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
校
友
会
の
ま

す
ま
す
の
ご
発
展
と
皆
様
方
の
ご
健
勝
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

ご
挨
拶

ご
挨
拶

校
長　

成

　瀬

　孝

　治
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高
知
商
業
高
等
学
校

高
知
商
業
高
等
学
校

1.　前年度繰越金
2.　寄付金収入
3.　校友会会計繰入金
4.　預金利息

前期繰越金
個人・総会実行委寄付金
校友会一般会計操出金
預金利子

4,923,186
115,000
100,000
253

5,138,439

区　　　分 金額（円） 備　　　　考

合　　　計

〇収入の部

〇支出の部

〇基金残高　収入＝5,138,439円 - 支出＝575,420円・残額＝4,563,019円
〇資金管理　①普通預金 259,781円　②定期預金 4,303,238円）

高知商業高等学校教育振興基金運営委員会からの報告
令和６年度基金決算報告（令和６年４月１日～令和７年３月31日）

1.　創立記念事業費
2.　部活動助成
3.　新入学生対策費
4.　在校生褒賞費
5.　教員旅費助成金

126周年創立記念経費助成金
音楽部楽器補修経費助成金
オープンスクール経費助成金
新77回卒業褒賞助成金
関西・東海総会旅費助成金

50,000
300,000
50,000
118,000
57,420
575,420

区　　　分

合　　　計

金額（円） 備　　　　考

議案第１号

□一般会計の部

【収入の部】

科　　　目 予算額 決算額
内　　訳

校友会 高知分
説　　　　　　　明

１ 前期繰越金

２ 入会金

３ 寄付金

４ 受取利息

５ 雑収入

６ 名簿還元金

前期繰越金（寄付金会計除く）

新80回生280名入会金

Ｒ06総会実行委・新16回同窓会寄付金 

定期・普通預金利子収入 

会員名簿頒布・寄付金会計繰入金 

7,568,976

1,400,000

500,000

24

45,000

0

9,514,000

7,568,976

1,400,000

843,482

3,082

187,224

0

10,002,764

3,634,041

1,400,000

0

437

187,224

0

5,221,702

3,934,935

0

843,482

2,645

0

0

4,781,062合　計（A）

（単位：円）

　令和７年度事業・決算及び監査報告の承認について

①令和６年度定期総会（第１回＝設立総会）の開催

　〇開催日時：令和６年12月７日（土）午後６時　

　〇開催場所：高知市「三翠園」

　〇総会議事及び表決結果：

　　議案第１号　会則の制定について･･･原案承認

　　議案第２号　役員選出について･･･末尾名簿のとおり選任

　　議案第３号　令和７年度予算案･･･原案承認

　　議案第４号　同　　事業計画案･･･原案承認

②校友会報「報本反始」第44号発行

　〇発行期日：令和６年12月１日付け　　

　〇発行部数：2,100部

　〇配布先：在校生及び教職員・次年度入学生、各地校友会等

③その他

　〇学校関係：新理事を囲む会開催、卒業式・卒業祝賀会・127周年創立記念日交流会等参加

　〇校友会関係：役員会（書面）・各地校友会・支部総会参加交流

　〇高知校友会関係：合同理事会・役員会の開催

④決算報告
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友
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菱
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ど
、

高
い
評
価
を
受
け
ま
し
た
。

　
生
徒
会
活
動
と
し
て
は
、
全
校
生
徒
が
参
加
す

る
「
ラ
オ
ス
学
校
建
設
活
動
」
が
三
十
二
年
目
を

迎
え
、
こ
の
夏
に
は
十
名
の
生
徒
と
三
名
の
教
員

が
現
地
を
訪
れ
ま
し
た
。
十
校
目
の
建
設
に
挑
む

か
、
あ
る
い
は
既
存
校
の
修
繕
に
取
り
組
む
か

を
、
現
地
調
査
を
通
し
て
検
討
す
る
活
動
を
行
い

ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
本
校
の
大
谷
校
舎
・
体
育
館
等
に
つ

い
て
は
、
今
後
十
年
間
を
か
け
た
長
寿
命
化
改
修

工
事
に
着
手
す
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
第
一
歩
と

し
て
令
和
七
年
度
に
校
舎
の
ト
イ
レ
洋
式
化
の
設

計
を
行
い
、
令
和
八
年
度
か
ら
改
修
工
事
を
行
う

計
画
で
進
ん
で
お
り
ま
す
。
ま
た
、
教
育
環
境
の

充
実
を
図
る
た
め
、
本
年
度
か
ら
「
企
業
版
ふ
る

さ
と
納
税
」
を
活
用
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち

上
げ
、
寄
付
を
募
っ
て
お
り
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
本
県
に
お
い
て
も
少
子
化
・

人
口
減
少
の
影
響
は
避
け
ら
れ
ず
、
県
立
高
校
は

令
和
八
年
度
か
ら
七
年
間
で
入
学
定
員
を
一
二
〇

〇
名
減
ら
す
こ
と
が
決
定
し
て
お
り
ま
す
。
本
校

に
と
っ
て
も
、
将
来
を
見
据
え
た
取
り
組
み
が
ま

す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
校
友
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま

で
も
在
校
生
の
活
動
に
物
心
両
面
で
ご
支
援
を
い

た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
、
改
め
て
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
今
後
と
も
母
校
「
市
商
」
の
さ
ら

な
る
発
展
の
た
め
に
力
強
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
校
友
会
の
ま

す
ま
す
の
ご
発
展
と
皆
様
方
の
ご
健
勝
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

ご
挨
拶

ご
挨
拶

校
長　

成

　瀬

　孝

　治

校 　 友 　 会 　 報（ 3 ） 令和７年12月１日第　45　号

高
知
商
業
高
等
学
校

高
知
商
業
高
等
学
校

1.　前年度繰越金
2.　寄付金収入
3.　校友会会計繰入金
4.　預金利息

前期繰越金
個人・総会実行委寄付金
校友会一般会計操出金
預金利子

4,923,186
115,000
100,000
253

5,138,439

区　　　分 金額（円） 備　　　　考

合　　　計

〇収入の部

〇支出の部

〇基金残高　収入＝5,138,439円 - 支出＝575,420円・残額＝4,563,019円
〇資金管理　①普通預金 259,781円　②定期預金 4,303,238円）

高知商業高等学校教育振興基金運営委員会からの報告
令和６年度基金決算報告（令和６年４月１日～令和７年３月31日）

1.　創立記念事業費
2.　部活動助成
3.　新入学生対策費
4.　在校生褒賞費
5.　教員旅費助成金

126周年創立記念経費助成金
音楽部楽器補修経費助成金
オープンスクール経費助成金
新77回卒業褒賞助成金
関西・東海総会旅費助成金

50,000
300,000
50,000
118,000
57,420
575,420

区　　　分

合　　　計

金額（円） 備　　　　考

議案第１号

□一般会計の部

【収入の部】

科　　　目 予算額 決算額
内　　訳

校友会 高知分
説　　　　　　　明

１ 前期繰越金

２ 入会金

３ 寄付金

４ 受取利息

５ 雑収入

６ 名簿還元金

前期繰越金（寄付金会計除く）

新80回生280名入会金

Ｒ06総会実行委・新16回同窓会寄付金 

定期・普通預金利子収入 

会員名簿頒布・寄付金会計繰入金 

7,568,976

1,400,000

500,000

24

45,000

0

9,514,000

7,568,976

1,400,000

843,482

3,082

187,224

0

10,002,764

3,634,041

1,400,000

0

437

187,224

0

5,221,702

3,934,935

0

843,482

2,645

0

0

4,781,062合　計（A）

（単位：円）

　令和７年度事業・決算及び監査報告の承認について

①令和６年度定期総会（第１回＝設立総会）の開催

　〇開催日時：令和６年12月７日（土）午後６時　

　〇開催場所：高知市「三翠園」

　〇総会議事及び表決結果：

　　議案第１号　会則の制定について･･･原案承認

　　議案第２号　役員選出について･･･末尾名簿のとおり選任

　　議案第３号　令和７年度予算案･･･原案承認

　　議案第４号　同　　事業計画案･･･原案承認

②校友会報「報本反始」第44号発行

　〇発行期日：令和６年12月１日付け　　

　〇発行部数：2,100部

　〇配布先：在校生及び教職員・次年度入学生、各地校友会等

③その他

　〇学校関係：新理事を囲む会開催、卒業式・卒業祝賀会・127周年創立記念日交流会等参加

　〇校友会関係：役員会（書面）・各地校友会・支部総会参加交流

　〇高知校友会関係：合同理事会・役員会の開催

④決算報告



校 　 友 　 会 　 報 （ 4 ）令和７年12月１日 第　45　号校 　 友 　 会 　 報（ 5 ） 令和７年12月１日第　45　号

□特別寄付金会計

【支出の部】 （単位：円）

（単位：円）

（単位：円）

（単位：円）

１ 会報印刷費

２ 総会費

３ 会議費

４ 旅費交通費

５ 普及活動費

６ 通信費

７ 消耗品費

８ 事務局費

９ 慶弔費

10 什器備品費

11 支払手数料

12 雑費

13 操出金

14 予備費

370,000

188,000

260,000

782,000

365,000

107,000

40,000

0

1,000

1,000

12,000

10,000

100,000

300,000

2,536,000

6,978,000

0

0

8,000

92,000

0

0

15,000

5,000

5,000

0

0

10,000

0

-135,000

0

254,100

163,940

267,924

872,150

343,000

64,402

52,940

4525

5,390

0

7,920

18,824

100,000

0

2,155,115

7,847,649

0

156,680

118,724

237,000

3,000

12,617

23,527

3,525

0

0

550

12,268

0

0

567,891

4,213,171

254,100

7,260

149,200

635,150

340,000

51,785

29,413

1,000

5,390

0

7,370

6,556

100,000

0

1,587,224

3,634,478

会報印刷製本費

総会経費

各組織総会参加費等

各組織総会参加旅費等

各構成組織交付金等

電話料金等

事務局用消耗品費

印刷費

役員等慶弔費

振込手数料等

学校謝礼　駐車料等

振興基金繰出金

予備費

合計（B）

繰越金(A)-(B)

科　　目 予算額 補充増減 決算額
校友会 高知分

内　　訳
説　　　　　　　明

議案第２号

　令和８年度事業計画・会計予算（案）の承認について

① 会報「報本反始」第45号の発行

　ア．発行予定日：令和７年12月１日　　

　イ．発行部数：2,100部

② 令和８年度定期総会の開催（予定）

　ア．日時：令和８年12月５日（土）午後３時～新校友会・午後６時～高知校友会　　

　イ．場所：高知校友会総会会場

③ その他、会則に規定する目的達成のための事業及び母校支援事業等の実施

　〇支出の部

１ 前期繰越金
２ 寄付金

１ 一般会計繰出金
２ 寄付金振替手数料

一般会計予算不足分繰出金

特別寄付金ゆうちょ銀行振替手数料

科　　目 決算額 説　　明

合　　計

科　　目 決算額 説　　明

合　　計

前期繰越金

本年度寄付金６件

655,765

32,000

687,765

182,724

1,065

183,789

連
結
決
算

資
金
管
理
状
況
（
円
）

区分

合計

区　　　　分 期首額（円） 期末額（円） 校友会 差引高知

収入額 支出額 収支残額

一般会計の部

特別寄付金会計の部

１普通預金①

２普通預金②

３小口現金

４定期預金①

５定期預金②

６定期預金③

７定期預金④

８ゆうちょ銀行

10,002,764

687,765

10,690,529

3,434,935

500,000

0

1,010,511

818,795

694,154

1,110,581

7,568,976

655,765

655,765

8,224,741

3,713,171

500,000

0

1,010,528

818,968

694,166

1,110,816

7,847,649

503,976

503,976

8,351,625

0

0

0

1,010,528

818,968

694,166

1,110,816

3,634,478

503,976

503,976

4,138,454

3,713,171

500,000

0

0

0

0

0

4,213,171

0

0

4,213,171

2,155,115

183,789

2,338,904

7,847,649

503,976

8,351,625

一般会計合計

特別寄付金会計合計

校友会会計合計

□監査報告書

上記を監査の結果、正確・適正なることを認めます。
　　令和７年11月５日
高知商業高等学校校友会　監事　小原弘和　㊞　　監事　濱本健太朗　㊞

〇収入の部



校 　 友 　 会 　 報 （ 4 ）令和７年12月１日 第　45　号校 　 友 　 会 　 報（ 5 ） 令和７年12月１日第　45　号

□特別寄付金会計

【支出の部】 （単位：円）

（単位：円）

（単位：円）

（単位：円）

１ 会報印刷費

２ 総会費

３ 会議費

４ 旅費交通費

５ 普及活動費

６ 通信費

７ 消耗品費

８ 事務局費

９ 慶弔費

10 什器備品費

11 支払手数料

12 雑費

13 操出金

14 予備費

370,000

188,000

260,000

782,000

365,000

107,000

40,000

0

1,000

1,000

12,000

10,000

100,000

300,000

2,536,000

6,978,000

0

0

8,000

92,000

0

0

15,000

5,000

5,000

0

0

10,000

0

-135,000

0

254,100

163,940

267,924

872,150

343,000

64,402

52,940

4525

5,390

0

7,920

18,824

100,000

0

2,155,115

7,847,649

0

156,680

118,724

237,000

3,000

12,617

23,527

3,525

0

0

550

12,268

0

0

567,891

4,213,171

254,100

7,260

149,200

635,150

340,000

51,785

29,413

1,000

5,390

0

7,370

6,556

100,000

0

1,587,224

3,634,478

会報印刷製本費

総会経費

各組織総会参加費等

各組織総会参加旅費等

各構成組織交付金等

電話料金等

事務局用消耗品費

印刷費

役員等慶弔費

振込手数料等

学校謝礼　駐車料等

振興基金繰出金

予備費

合計（B）

繰越金(A)-(B)

科　　目 予算額 補充増減 決算額
校友会 高知分

内　　訳
説　　　　　　　明

議案第２号

　令和８年度事業計画・会計予算（案）の承認について

① 会報「報本反始」第45号の発行

　ア．発行予定日：令和７年12月１日　　

　イ．発行部数：2,100部

② 令和８年度定期総会の開催（予定）

　ア．日時：令和８年12月５日（土）午後３時～新校友会・午後６時～高知校友会　　

　イ．場所：高知校友会総会会場

③ その他、会則に規定する目的達成のための事業及び母校支援事業等の実施

　〇支出の部

１ 前期繰越金
２ 寄付金

１ 一般会計繰出金
２ 寄付金振替手数料

一般会計予算不足分繰出金

特別寄付金ゆうちょ銀行振替手数料

科　　目 決算額 説　　明

合　　計

科　　目 決算額 説　　明

合　　計

前期繰越金

本年度寄付金６件

655,765

32,000

687,765

182,724

1,065

183,789

連
結
決
算

資
金
管
理
状
況
（
円
）

区分

合計

区　　　　分 期首額（円） 期末額（円） 校友会 差引高知

収入額 支出額 収支残額

一般会計の部

特別寄付金会計の部

１普通預金①

２普通預金②

３小口現金

４定期預金①

５定期預金②

６定期預金③

７定期預金④

８ゆうちょ銀行

10,002,764

687,765

10,690,529

3,434,935

500,000

0

1,010,511

818,795

694,154

1,110,581

7,568,976

655,765

655,765

8,224,741

3,713,171

500,000

0

1,010,528

818,968

694,166

1,110,816

7,847,649

503,976

503,976

8,351,625

0

0

0

1,010,528

818,968

694,166

1,110,816

3,634,478

503,976

503,976

4,138,454

3,713,171

500,000

0

0

0

0

0

4,213,171

0

0

4,213,171

2,155,115

183,789

2,338,904

7,847,649

503,976

8,351,625

一般会計合計

特別寄付金会計合計

校友会会計合計

□監査報告書

上記を監査の結果、正確・適正なることを認めます。
　　令和７年11月５日
高知商業高等学校校友会　監事　小原弘和　㊞　　監事　濱本健太朗　㊞

〇収入の部
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制
定
　
令
和
６
年
12
月
７
日
施
行

　
　
　
　
（
令
和
６
年
会
則
第
１
号)

　
　
　
　
　

(

名
称
及
び
組
織
並
び
に
目
的)

第
１
条
　
こ
の
会
は
、
高
知
商
業
高
等
学
校

　
　
　
　
校
友
会
と
称
す
る
。

２
　
こ
の
会
は
、
次
に
掲
げ
る
各
校
友
会
を

　
　
も
っ
て
組
織
し
、
各
校
友
会
間
の
連
携

　
　
と
円
滑
な
連
絡
調
整
に
よ
り
、
会
員
の

　
　
交
誼
の
場
を
確
保
・
拡
大
し
、
も
っ
て

　
　
母
校
の
興
隆
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的

　
　
と
す
る
。

(

1)

　
高
知
商
業
高
等
学
校
高
知
校
友
会
　

　
　
　(

以
下
「
高
知
校
友
会
」
と
い
う
。)

(

2)

　
高
知
商
業
高
等
学
校
関
東
校
友
会

　
　
　(

以
下
「
関
東
校
友
会
」
と
い
う
。)

(

3)

　
高
知
商
業
高
等
学
校
東
海
校
友
会

　
　
　(

以
下
「
東
海
校
友
会
」
と
い
う
。)

(

4)

　
高
知
商
業
高
等
学
校
関
西
校
友
会

　
　
　(

以
下
「
関
西
校
友
会
」
と
い
う
。)

(

事
業)

第
２
条
　
こ
の
会
の
目
的
達
成
の
た
め
、
会

　
　
　
　
議
を
開
き
、
会
報
並
び
に
名
簿
の

　
　
　
　
発
行
そ
の
他
の
事
業
を
行
う
。

(

役
員)

第
３
条
　
こ
の
会
に
次
の
役
員
を
置
く

(

1)

　
名
誉
会
長
　
１
名
　
現
職
校
長
に
委

　
　
　
嘱
す
る
。

(

2)

　
会
長
１
名  

会
長
は
、
高
知
校
友
会

　
　
　
会
長
に
委
嘱
す
る
。

(

3)

　
副
会
長
　
若
干
名
　
副
会
長
は
、
関

　
　
　
東
校
友
会
会
長
、
東
海
校
友
会
会
長
、

　
　
　
関
西
校
友
会
会
長
の
ほ
か
、
高
知
校

　
　
　
友
会
副
会
長
か
ら
若
干
名
が
就
任
す

　
　
　
る
。

(

4)

　
監
事
　
若
干
名  

高
知
校
友
会
監
事

　
　
　
に
委
嘱
す
る
。

(

5)

　
顧
問
　
会
長
退
任
者
の
う
ち
第
８
条

　
　
　
に
定
め
る
会
議
に
よ
る
議
を
得
て
会

　
　
　
長
が
委
嘱
す
る
。

(

6)

　
相
談
役
　
本
会
に
特
に
功
労
の
者
の

　
　
　
う
ち
第
８
条
に
定
め
る
会
議
に
よ
る

　
　
　
議
を
得
て
会
長
が
委
嘱
す
る
。

(

事
務
局)

第
４
条
　
こ
の
会
の
事
務
局
は
、
高
知
校
友

　
　
　
　
会
事
務
局
に
委
嘱
す
る
。
　
　
　

(

役
員
及
び
事
務
局
の
任
務)

第
５
条
　
役
員
及
び
事
務
局
員
の
任
務
は
次

　
　
　
　
の
と
お
り
と
す
る
。

(

1)

　
名
誉
会
長
　
会
長
の
諮
問
に
応
じ
会

　
　
　
長
に
協
力
す
る
と
と
も
に
、
母
校
と

　
　
　
の
意
見
等
の
調
整
を
図
る
。

(

2)

　
会
長  

こ
の
会
を
代
表
し
て
会
務
を

　
　
　
総
理
す
る
。

(

3)

　
副
会
長
　
所
属
校
友
会
の
代
表
と
し

　
　
　
て
会
長
を
補
佐
す
る
。
第
8
条
に
規

　
　
　
定
す
る
会
議
の
議
を
得
て
代
位
順
位

　
　
　
を
決
議
し
、
会
長
事
故
あ
る
と
き
は
、

　
　
　
こ
れ
を
代
理
す
る
。

(

4)

　
監
事  

会
計
を
監
査
す
る
。
会
長
の

　
　
　
命
に
よ
り
会
務
の
運
営
に
つ
い
て
監

　
　
　
査
す
る
。

(

5)

　
顧
問
　
会
長
の
諮
問
に
応
じ
、
会
長

　
　
　
に
協
力
す
る
。

(

6)

　
相
談
役
　
重
要
事
項
に
つ
き
会
長
の

　
　
　
諮
問
に
応
ず
る
。

(

7)

　
事
務
局
　
会
長
の
命
に
よ
り
、
こ
の

　
　
　
会
の
財
産
を
管
理
し
、
会
計
事
務
と

　
　
　
庶
務
を
担
当
す
る
。

(

相
互
不
介
入
の
原
則
）

第
６
条
　
役
員
の
選
任
に
つ
い
て
は
前
項
に

　
　
　
　
掲
げ
る
と
お
り
会
長
、
副
会
長
、

　
　
　
　
監
事
は
そ
れ
ぞ
れ
の
校
友
会
に
て

　
　
　
　
選
任
さ
れ
た
役
員
が
就
く
た
め
、

　
　
　
　
各
校
友
会
の
役
員
人
事
の
決
定
権

　
　
　
　
は
各
校
友
会
に
あ
る
こ
と
を
認
識

　
　
　
　
し
、
如
何
な
る
事
由
が
あ
っ
て
も

　
　
　
　
各
校
友
会
の
役
員
選
考
を
尊
重
し
、

　
　
　
　
そ
の
人
事
及
び
組
織
運
営
に
介
入

　
　
　
　
し
な
い
も
の
と
す
る
。

(

役
員
の
任
期)

第
７
条
　
役
員
の
任
期
は
原
則
２
年
と
し
、

　
　
　
　
再
任
を
妨
げ
な
い
。
た
だ
し
、
各

　
　
　
　
校
友
会
の
人
事
に
よ
り
任
期
途
中

　
　
　
　
で
第
３
条
第
１
項
第
２
号
及
び
第

　
　
　
　
３
号
の
人
選
に
該
当
し
な
く
な
っ

　
　
　
　
た
場
合
は
、
残
任
期
終
了
ま
で
現

　
　
　
　
役
員
と
す
る
。

(

会
議)

第
８
条
　
こ
の
会
の
会
議
は
次
の
と
お
り
と

　
　
　
　
し
、
会
議
の
議
長
に
は
会
長
を
充

　
　
　
　
て
る
。
た
だ
し
、
議
事
の
表
決
は

　
　
　
　
出
席
者
の
過
半
数
を
も
っ
て
議
決

　
　
　
　
す
る
こ
と
と
し
、
可
否
同
数
の
場

　
　
　
　
合
は
議
長
が
決
す
る
も
の
と
す
る
。

(

1)

　
総
会
　
定
期
総
会
を
年
１
回
開
催
す

　
　
　
る
こ
と
と
し
、
定
期
総
会
の
構
成
員

　
　
　
は
第
３
条
第
２
号
及
び
第
３
号
に
掲

　
　
　
げ
る
役
員
と
す
る
。

(

2)

　
総
会
の
議
事
は
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
イ
．
役
員
の
選
出

　
ロ
．
決
算
及
び
予
算
の
承
認

　
ハ
．
会
則
の
改
廃
及
び
規
則
等
の
決
定
並

　
　
　
び
に
改
正

　
ニ
．
事
業
計
画
の
承
認

　
ホ
．
そ
の
他

２
　
臨
時
総
会
は
、
会
長
が
必
要
と
認
め
る

　
　
と
き
に
招
集
開
催
す
る
も
の
と
す
る
。

　
　
な
お
、
上
記
構
成
員
よ
り
臨
時
総
会
の

　
　
開
催
を
会
長
に
具
申
す
る
こ
と
が
で
き

　
　
る
。
会
長
は
開
催
の
具
申
が
あ
っ
た
場

　
　
合
は
、
構
成
員
の
意
見
を
聴
取
し
て
開

　
　
催
の
要
否
を
決
定
す
る
。

(

会
計)

第
９
条
　
こ
の
会
の
会
計
は
、
第
２
条
に
規

　
　
　
　
定
す
る
事
業
に
か
か
る
経
費
を
対

　
　
　
　
象
と
し
て
高
知
校
友
会
会
計
に
含

　
　
　
　
め
て
処
理
す
る
。
た
だ
し
、
高
知

　
　
　
　
校
友
会
は
予
算
及
び
決
算
に
お
い

　
　
　
　
て
事
業
費
用
及
び
充
当
財
源
を
明

　
　
　
　
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
こ
の
会
の
会
計
期
間
は
、
11
月
１
日
よ
り

　
　
翌
年
10
月
31
日
ま
で
の
１
年
間
と
す
る
。

３
　
各
校
友
会
へ
の
交
付
金
等
の
算
定
は
、

　
　
別
途
協
議
す
る
も
の
と
す
る
。

(

雑
則)

第
10
条
　
会
員
の
表
彰
・
慶
弔
に
関
す
る
事

　
　
　
　
項
、
ま
た
は
事
務
処
理
上
必
要
な

　
　
　
　
規
定
は
別
に
定
め
る
こ
と
が
で
き

　
　
　
　
る
。

２
　
各
校
友
会
の
規
則
に
類
す
る
も
の
は
、

　
　
各
校
友
会
に
於
い
て
適
宜
定
め
る
も
の

　
　
と
す
る
。

附
則(

令
和
６
年
12
月
７
日
会
則
第
１
号)

こ
の
会
則
は
、
総
会
の
決
議
の
あ
っ
た
日
か

ら
施
行
す
る
。

■
会
計
の
運
用
措
置

　
予
算
書
・
決
算
書
と
も
に
高
知
校
友
会
予

　
算
に
含
め
て
処
理
し
、
同
様
に
決
算
書
に

　
区
分
表
記
し
ま
す
。

高
知
商
業
高
等
学
校
校
友
会
会
則

役員の補選について

〇支出の部

科　　　目

科　　　目 本年度 前年度

本年度 前年度 比　較
内　　訳

校友会 高知分

内　　訳
校友会 高知分

比　較

説　　　明

１ 前期繰越金
２ 入会金
３ 寄付金
４ 受取利息
５ 雑収入
６ 名簿還元金

１ 会報印刷費
２ 総会費
３ 会議費
４ 旅費交通費
５ 普及活動費
６ 通信費
７ 消耗品費
８ 事務局費
９ 慶弔費
10 什器備品費
11 支払手数料
12 雑費
13 操出金
14 予備費

278,000
211,000
238,000
648,000
355,000
51,000
38,000

0
1,000
1,000
11,000

0
100,000
300,000
2,232,000
8,365,000
10,597,000

370,000
188,000
260,000
782,000
365,000
107,000
40,000
50,000
1,000
1,000
12,000
10,000
100,000
300,000
2,586,000
7,584,000
10,170,000

-92,000
23,000
-22,000
-134,000
-10,000
-56,000
-2,000
-50,000

0
0

-1,000
-10,000

0
0

-354,000
781,000
427,000

278,000
0

218,000
431,000
355,000
33,000
19,000

0
1,000
0

5,000
0

100,000
150,000
1,590,000
4,138,500
5,728,500

0
211,000
20,000
217,000

0
18,000
19,000

0
0

1,000
6,000
0
0

150,000
642,000
4,226,500
4,868,500

７年度会計繰越金
８年度入会金
総会実行委寄付金
普通・定期預金利子
名簿頒布・特会繰入
名簿還元金

会報第45号印刷費
ビデオ、実行委助成等
県内外総会参加費等
県内外総会参加旅費等
組織交付金、同窓会助成
電話、HP運営費等
事務消耗品等

慶弔費
備品購入費
振込手数料等

教育振興基金繰出金
予備費

8,351,625
1,400,000
655,000
375

190,000
0

10,597,000

8,224,741
1,400,000
500,000
259

45,000
0

10,170,000

126,884
0

155,000
116

145,000
0

427,000

4,138,454
1,400,000

0
46

190,000
0

5,728,500

4,213,171
0

655,000
329
0
0

4,868,500合　計

〇収入の部 （単位：円）

（単位：円）

支出合計
翌年度繰越金
合　計

説　　　　明

④ ８年度会計予算案

議案第３号

【特記事項】支出科目に不足が生じた場合、予備費補充又は科目間流用を可能とする。

〇補選職名：副会長

〇補選する者の氏名等：松田誠男（新制36回）

〇承認後の任期：令和８年総会まで



校 　 友 　 会 　 報 （ 6 ）令和７年12月１日 第　45　号校 　 友 　 会 　 報（ 7 ） 令和７年12月１日第　45　号

　
制
定
　
令
和
６
年
12
月
７
日
施
行

　
　
　
　
（
令
和
６
年
会
則
第
１
号)

　
　
　
　
　

(

名
称
及
び
組
織
並
び
に
目
的)

第
１
条
　
こ
の
会
は
、
高
知
商
業
高
等
学
校

　
　
　
　
校
友
会
と
称
す
る
。

２
　
こ
の
会
は
、
次
に
掲
げ
る
各
校
友
会
を

　
　
も
っ
て
組
織
し
、
各
校
友
会
間
の
連
携

　
　
と
円
滑
な
連
絡
調
整
に
よ
り
、
会
員
の

　
　
交
誼
の
場
を
確
保
・
拡
大
し
、
も
っ
て

　
　
母
校
の
興
隆
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的

　
　
と
す
る
。

(

1)

　
高
知
商
業
高
等
学
校
高
知
校
友
会
　

　
　
　(

以
下
「
高
知
校
友
会
」
と
い
う
。)

(

2)

　
高
知
商
業
高
等
学
校
関
東
校
友
会

　
　
　(

以
下
「
関
東
校
友
会
」
と
い
う
。)

(

3)

　
高
知
商
業
高
等
学
校
東
海
校
友
会

　
　
　(

以
下
「
東
海
校
友
会
」
と
い
う
。)

(

4)

　
高
知
商
業
高
等
学
校
関
西
校
友
会

　
　
　(

以
下
「
関
西
校
友
会
」
と
い
う
。)

(

事
業)

第
２
条
　
こ
の
会
の
目
的
達
成
の
た
め
、
会

　
　
　
　
議
を
開
き
、
会
報
並
び
に
名
簿
の

　
　
　
　
発
行
そ
の
他
の
事
業
を
行
う
。

(

役
員)

第
３
条
　
こ
の
会
に
次
の
役
員
を
置
く

(

1)

　
名
誉
会
長
　
１
名
　
現
職
校
長
に
委

　
　
　
嘱
す
る
。

(

2)

　
会
長
１
名  

会
長
は
、
高
知
校
友
会

　
　
　
会
長
に
委
嘱
す
る
。

(

3)

　
副
会
長
　
若
干
名
　
副
会
長
は
、
関

　
　
　
東
校
友
会
会
長
、
東
海
校
友
会
会
長
、

　
　
　
関
西
校
友
会
会
長
の
ほ
か
、
高
知
校

　
　
　
友
会
副
会
長
か
ら
若
干
名
が
就
任
す

　
　
　
る
。

(

4)

　
監
事
　
若
干
名  

高
知
校
友
会
監
事

　
　
　
に
委
嘱
す
る
。

(

5)

　
顧
問
　
会
長
退
任
者
の
う
ち
第
８
条

　
　
　
に
定
め
る
会
議
に
よ
る
議
を
得
て
会

　
　
　
長
が
委
嘱
す
る
。

(

6)

　
相
談
役
　
本
会
に
特
に
功
労
の
者
の

　
　
　
う
ち
第
８
条
に
定
め
る
会
議
に
よ
る

　
　
　
議
を
得
て
会
長
が
委
嘱
す
る
。

(

事
務
局)

第
４
条
　
こ
の
会
の
事
務
局
は
、
高
知
校
友

　
　
　
　
会
事
務
局
に
委
嘱
す
る
。
　
　
　

(

役
員
及
び
事
務
局
の
任
務)

第
５
条
　
役
員
及
び
事
務
局
員
の
任
務
は
次

　
　
　
　
の
と
お
り
と
す
る
。

(
1)
　
名
誉
会
長
　
会
長
の
諮
問
に
応
じ
会

　
　
　
長
に
協
力
す
る
と
と
も
に
、
母
校
と

　
　
　
の
意
見
等
の
調
整
を
図
る
。

(

2)

　
会
長  
こ
の
会
を
代
表
し
て
会
務
を

　
　
　
総
理
す
る
。

(

3)

　
副
会
長
　
所
属
校
友
会
の
代
表
と
し

　
　
　
て
会
長
を
補
佐
す
る
。
第
8
条
に
規

　
　
　
定
す
る
会
議
の
議
を
得
て
代
位
順
位

　
　
　
を
決
議
し
、
会
長
事
故
あ
る
と
き
は
、

　
　
　
こ
れ
を
代
理
す
る
。

(

4)

　
監
事  

会
計
を
監
査
す
る
。
会
長
の

　
　
　
命
に
よ
り
会
務
の
運
営
に
つ
い
て
監

　
　
　
査
す
る
。

(

5)

　
顧
問
　
会
長
の
諮
問
に
応
じ
、
会
長

　
　
　
に
協
力
す
る
。

(

6)

　
相
談
役
　
重
要
事
項
に
つ
き
会
長
の

　
　
　
諮
問
に
応
ず
る
。

(

7)

　
事
務
局
　
会
長
の
命
に
よ
り
、
こ
の

　
　
　
会
の
財
産
を
管
理
し
、
会
計
事
務
と

　
　
　
庶
務
を
担
当
す
る
。

(

相
互
不
介
入
の
原
則
）

第
６
条
　
役
員
の
選
任
に
つ
い
て
は
前
項
に

　
　
　
　
掲
げ
る
と
お
り
会
長
、
副
会
長
、

　
　
　
　
監
事
は
そ
れ
ぞ
れ
の
校
友
会
に
て

　
　
　
　
選
任
さ
れ
た
役
員
が
就
く
た
め
、

　
　
　
　
各
校
友
会
の
役
員
人
事
の
決
定
権

　
　
　
　
は
各
校
友
会
に
あ
る
こ
と
を
認
識

　
　
　
　
し
、
如
何
な
る
事
由
が
あ
っ
て
も

　
　
　
　
各
校
友
会
の
役
員
選
考
を
尊
重
し
、

　
　
　
　
そ
の
人
事
及
び
組
織
運
営
に
介
入

　
　
　
　
し
な
い
も
の
と
す
る
。

(

役
員
の
任
期)

第
７
条
　
役
員
の
任
期
は
原
則
２
年
と
し
、

　
　
　
　
再
任
を
妨
げ
な
い
。
た
だ
し
、
各

　
　
　
　
校
友
会
の
人
事
に
よ
り
任
期
途
中

　
　
　
　
で
第
３
条
第
１
項
第
２
号
及
び
第

　
　
　
　
３
号
の
人
選
に
該
当
し
な
く
な
っ

　
　
　
　
た
場
合
は
、
残
任
期
終
了
ま
で
現

　
　
　
　
役
員
と
す
る
。

(

会
議)

第
８
条
　
こ
の
会
の
会
議
は
次
の
と
お
り
と

　
　
　
　
し
、
会
議
の
議
長
に
は
会
長
を
充

　
　
　
　
て
る
。
た
だ
し
、
議
事
の
表
決
は

　
　
　
　
出
席
者
の
過
半
数
を
も
っ
て
議
決

　
　
　
　
す
る
こ
と
と
し
、
可
否
同
数
の
場

　
　
　
　
合
は
議
長
が
決
す
る
も
の
と
す
る
。

(

1)

　
総
会
　
定
期
総
会
を
年
１
回
開
催
す

　
　
　
る
こ
と
と
し
、
定
期
総
会
の
構
成
員

　
　
　
は
第
３
条
第
２
号
及
び
第
３
号
に
掲

　
　
　
げ
る
役
員
と
す
る
。

(
2)
　
総
会
の
議
事
は
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
イ
．
役
員
の
選
出

　
ロ
．
決
算
及
び
予
算
の
承
認

　
ハ
．
会
則
の
改
廃
及
び
規
則
等
の
決
定
並

　
　
　
び
に
改
正

　
ニ
．
事
業
計
画
の
承
認

　
ホ
．
そ
の
他

２
　
臨
時
総
会
は
、
会
長
が
必
要
と
認
め
る

　
　
と
き
に
招
集
開
催
す
る
も
の
と
す
る
。

　
　
な
お
、
上
記
構
成
員
よ
り
臨
時
総
会
の

　
　
開
催
を
会
長
に
具
申
す
る
こ
と
が
で
き

　
　
る
。
会
長
は
開
催
の
具
申
が
あ
っ
た
場

　
　
合
は
、
構
成
員
の
意
見
を
聴
取
し
て
開

　
　
催
の
要
否
を
決
定
す
る
。

(

会
計)

第
９
条
　
こ
の
会
の
会
計
は
、
第
２
条
に
規

　
　
　
　
定
す
る
事
業
に
か
か
る
経
費
を
対

　
　
　
　
象
と
し
て
高
知
校
友
会
会
計
に
含

　
　
　
　
め
て
処
理
す
る
。
た
だ
し
、
高
知

　
　
　
　
校
友
会
は
予
算
及
び
決
算
に
お
い

　
　
　
　
て
事
業
費
用
及
び
充
当
財
源
を
明

　
　
　
　
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
こ
の
会
の
会
計
期
間
は
、
11
月
１
日
よ
り

　
　
翌
年
10
月
31
日
ま
で
の
１
年
間
と
す
る
。

３
　
各
校
友
会
へ
の
交
付
金
等
の
算
定
は
、

　
　
別
途
協
議
す
る
も
の
と
す
る
。

(

雑
則)

第
10
条
　
会
員
の
表
彰
・
慶
弔
に
関
す
る
事

　
　
　
　
項
、
ま
た
は
事
務
処
理
上
必
要
な

　
　
　
　
規
定
は
別
に
定
め
る
こ
と
が
で
き

　
　
　
　
る
。

２
　
各
校
友
会
の
規
則
に
類
す
る
も
の
は
、

　
　
各
校
友
会
に
於
い
て
適
宜
定
め
る
も
の

　
　
と
す
る
。

附
則(

令
和
６
年
12
月
７
日
会
則
第
１
号)

こ
の
会
則
は
、
総
会
の
決
議
の
あ
っ
た
日
か

ら
施
行
す
る
。

■
会
計
の
運
用
措
置

　
予
算
書
・
決
算
書
と
も
に
高
知
校
友
会
予

　
算
に
含
め
て
処
理
し
、
同
様
に
決
算
書
に

　
区
分
表
記
し
ま
す
。

高
知
商
業
高
等
学
校
校
友
会
会
則

役員の補選について

〇支出の部

科　　　目

科　　　目 本年度 前年度

本年度 前年度 比　較
内　　訳

校友会 高知分

内　　訳
校友会 高知分

比　較

説　　　明

１ 前期繰越金
２ 入会金
３ 寄付金
４ 受取利息
５ 雑収入
６ 名簿還元金

１ 会報印刷費
２ 総会費
３ 会議費
４ 旅費交通費
５ 普及活動費
６ 通信費
７ 消耗品費
８ 事務局費
９ 慶弔費
10 什器備品費
11 支払手数料
12 雑費
13 操出金
14 予備費

278,000
211,000
238,000
648,000
355,000
51,000
38,000

0
1,000
1,000
11,000

0
100,000
300,000
2,232,000
8,365,000
10,597,000

370,000
188,000
260,000
782,000
365,000
107,000
40,000
50,000
1,000
1,000
12,000
10,000
100,000
300,000
2,586,000
7,584,000
10,170,000

-92,000
23,000
-22,000
-134,000
-10,000
-56,000
-2,000
-50,000

0
0

-1,000
-10,000

0
0

-354,000
781,000
427,000

278,000
0

218,000
431,000
355,000
33,000
19,000

0
1,000
0

5,000
0

100,000
150,000
1,590,000
4,138,500
5,728,500

0
211,000
20,000
217,000

0
18,000
19,000

0
0

1,000
6,000
0
0

150,000
642,000
4,226,500
4,868,500

７年度会計繰越金
８年度入会金
総会実行委寄付金
普通・定期預金利子
名簿頒布・特会繰入
名簿還元金

会報第45号印刷費
ビデオ、実行委助成等
県内外総会参加費等
県内外総会参加旅費等
組織交付金、同窓会助成
電話、HP運営費等
事務消耗品等

慶弔費
備品購入費
振込手数料等

教育振興基金繰出金
予備費

8,351,625
1,400,000
655,000
375

190,000
0

10,597,000

8,224,741
1,400,000
500,000
259

45,000
0

10,170,000

126,884
0

155,000
116

145,000
0

427,000

4,138,454
1,400,000

0
46

190,000
0

5,728,500

4,213,171
0

655,000
329
0
0

4,868,500合　計

〇収入の部 （単位：円）

（単位：円）

支出合計
翌年度繰越金
合　計

説　　　　明

④ ８年度会計予算案

議案第３号

【特記事項】支出科目に不足が生じた場合、予備費補充又は科目間流用を可能とする。

〇補選職名：副会長

〇補選する者の氏名等：松田誠男（新制36回）

〇承認後の任期：令和８年総会まで
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■
関
東
校
友
会

　
　
第
31
回
大
会
報
告

　
　
　
関
東
校
友
会
　
会
長
　
田
川
修
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
新
制
16
回
）

　
関
東
校
友
会
第
31
回
大
会
を
、
令
和
７

年
５
月
24
日
、
日
本
教
育
会
館
「
喜
山
ク

ラ
ブ
」
で
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
大
会
当

日
、
関
東
校
友
会
の
定
時
総
会
を
行
い
、
令

和
６
年
度
の
会
務
・
行
事
報
告
及
び
会
計

報
告
を
行
い
、
令
和
７
年
度
の
行
事
計
画

と
予
算
を
説
明
し
、
無
事
総
会
を
終
了
し

ま
し
た
。

　
総
会
終
了
後
、
懇
親
会
を
開
き
、
校
友

会
本
部
の
矢
野
顧
問
は
じ
め
久
家
高
知
県

東
京
事
務
所
副
所
長
、
田
村
関
東
高
知
県

人
会
相
談
役
等
の
来
賓
の
方
々
、
校
友
会

の
会
員
の
皆
様
に
出
席
頂
き
、
盛
大
に
開

催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
矢
野
校
友

会
顧
問
に
は
定
時
総
会
か
ら
ご
出
席
頂
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
懇
親
会
で
は
矢
野
顧
問
か
ら
今
年
の
Ｎ
Ｈ

Ｋ
の
朝
ド
ラ
「
あ
ん
ぱ
ん
」
に
関
す
る
話
題

を
ご
披
露
頂
き
、
朝
ド
ラ
を
見
る
の
が
よ
り

身
近
に
な
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
成
瀬
校
長
か
ら
は
ボ
イ
ス
レ
タ
ー
を
頂

き
、
母
校
の
一
年
間
の
文
化
活
動
や
運
動

部
の
活
躍
を
報
告
し
て
頂
き
ま
し
た
。
後

輩
の
益
々
の
ご
活
躍
に
嬉
し
そ
う
に
頷
い

て
い
る
会
員
の
様
子
に
、
母
校
へ
の
思
い

を
強
く
感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。
来
年
は
ビ

デ
オ
レ
タ
ー
を
活
用
し
、
よ
り
一
層
の
臨

場
感
を
味
わ
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
関
東
校
友
会
で
も
年
々
参
加
者
の
減
少

傾
向
が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、
今
年
は
懇

親
会
で
の
イ
ベ
ン
ト
を
控
え
め
に
し
、
参

加
者
の
交
流
を
中
心
に
進
め
た
こ
と
で
、

会
場
の
い
く
つ
も
の
テ
ー
ブ
ル
で
は
、
世

代
を
超
え
た
会
員
同
士
の
会
話
が
時
間
の

た
つ
の
を
忘
れ
て
続
い
て
い
ま
し
た
。

　
改
め
て
「
市
商
は
ひ
と
つ
」
の
も
と
、

こ
の
よ
う
に
思
い
出
話
し
や
母
校
の
将
来

へ
の
期
待
を
熱
く
語
ら
れ
る
場
所
を
作
っ

て
い
く
の
も
大
事
な
こ
と
だ
と
痛
感
し
ま

し
た
。

　
来
年
は
、
参
加
者
の
希
望
も
考
え
て
総

会
の
開
催
を
６
月
に
予
定
し
て
い
ま
す
。

友
人
や
知
人
の
輪
を
拡
げ
一
人
で
も
多
く

の
会
員
が
参
加
で
き
る
よ
う
な
校
友
会
に

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
母
校
の
発
展

と
校
友
会
が
益
々
栄
え
る
こ
と
を
祈
念
し

て
い
ま
す
。

■
東
海
校
友
会

　
　
第
36
回
東
海
校
友
会
総
会
報
告

　
　
東
海
校
友
会
　
会
長
　
園
　
正
路

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
新
制
27
回
）

　
第
36
回
東
海
校
友
会
総
会
並
び
に
懇
親

会
は
、
令
和
７
年
６
月
22
日
（
日
）
名
古

屋
市
の
「
ア
イ
リ
ス
愛
知
」
に
、
母
校
か

ら
掛
水
教
頭
先
生
、
校
友
会
本
部
よ
り
谷

脇
常
任
理
事
を
来
賓
に
迎
え
、
総
勢
19
名

に
て
開
催
し
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、
会
長
挨
拶
、
掛
水
教
頭
の

挨
拶
に
続
き
、
議
事
の
令
和
６
年
度
事
業

及
び
会
計
報
告
、
令
和
７
年
度
事
業
計
画

案
及
び
予
算
案
・
役
員
改
選
案
を
提
案
し
、

全
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
令
和
８
年
度
の

役
員
で
は
、
長
年
に
わ
た
り
東
海
校
友
会

の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
坂
本
道
美
さ
ん
（
新

制
９
回
）と
佐
竹
紀
男
さ
ん
（
新
11
回
）
に

は
相
談
役
と
し
て
、
そ
し
て
山
脇
望
さ
ん

（
新
50
回
・
野
球
部
O
B
）
に
幹
事
と
し

て
入
っ
て
頂
く
こ
と
に
な
り
ベ
テ
ラ
ン
、

若
手
を
交
え
総
勢
13
名
の
役
員
体
制
で
東

海
校
友
会
を
更
に
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
校
友
会
本
部
の
鶴
原
会
長
よ
り
祝

辞
を
頂
き
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　
懇
親
会
は
、
高
知
追
手
前
高
校
と
例
年

通
り
合
同
で
行
っ
て
お
り
今
回
で
12
回
目

と
な
り
ま
す
。掛
水
教
頭
、谷
脇
常
任
理
事

に
挨
拶
を
頂
き
記
念
撮
影
の
後
、
久
武
幹

事（
新
47
回
）を
中
心
に
校
歌
斉
唱
、
エ
ー

ル
を
行
い
、定
番
と
な
っ
た「
南
国
土
佐
を

後
に
し
て
」
を
参
加
者
全
員
が
手
を
つ
な

ぎ
、輪
を
作
っ
て
合
唱
し
ま
し
た
。ふ
る
さ

と
高
知
へ
、
そ
し
て
母
校
へ
の
想
い
は
し

っ
か
り
と
中
部
地
区
に
響
き
ま
し
た
。
二

次
会
で
は
岡
村
副
会
長（
新
44
回
）幹
事
の

も
と
、谷
脇
常
任
理
事
を
10
名
が
囲
み
、酒

と
お
喋
り
で
盛
り
上
り
来
年
の
再
会
を
誓
っ

て
散
会
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
今
回
よ
り
総
会
・
懇
親
会
を
欠

席
さ
れ
た
会
員
の
皆
様
に
、
次
回
の
参
加

に
繋
げ
て
い
く
た
め
総
会
・
懇
親
会
の
写

真
や
更
新
し
た
東
海
校
友
会
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
配
信
し
て
お
り
ま
す
。

　
最
後
に
高
知
商
業
校
友
会
の
ま
す
ま
す

の
ご
発
展
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

■
関
西
校
友
会

　
　
第
36
回
関
西
校
友
会
総
会
報
告

　
　
　
関
西
校
友
会
　
常
任
幹
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
林
　
信
一
郎

　
　
　
　
　
　
　
　 （
新
制
19
回
）

　
令
和
７
年
６
月
７
日
（
土
）
、
新
大
阪
ワ

シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル
プ
ラ
ザ
に
て
79
名
の
参

加
に
よ
り
「
第
36
回
関
西
校
友
会
総
会
」
を

開
催
し
ま
し
た
。
総
会
は
、
須
賀
会
長
か

ら
提
議
さ
れ
た
事
業
決
算
、
役
員
改
選
、

予
算
等
の
議
案
が
承
認
さ
れ
た
後
、
関
西

校
友
会
継
続
発
展
の
一
助
と
な
れ
ば
と
匿

名
希
望
の
会
員
か
ら
百
万
円
の
寄
付
金
を

頂
戴
し
た
こ
と
が
披
露
さ
れ
、
大
き
な
拍

手
が
沸
き
上
が
り
ま
し
た
。

　
来
賓
の
成
瀬
学
校
長
の
祝
辞
と
母
校
の

現
状
報
告
を
懐
か
し
く
拝
聴
後
、
懇
親
会

は
中
越
実
行
委
員
長
の
挨
拶
の
後
、
来
賓

の
辻
高
知
県
大
阪
事
務
所
所
長
の
挨
拶
で

は
、
関
西
万
博
の
大
屋
根
リ
ン
グ
に
使
用

し
て
い
る
木
材
の
40
％
が
高
知
県
産
材
で

あ
る
こ
と
、
ま
た
、
坂
本
高
知
新
聞
社
大

阪
支
社
長
の
挨
拶
で
は
、
朝
ド
ラ
（
あ
ん

ぱ
ん
）
の
、
や
な
せ
た
か
し
氏
夫
人
の
暢

（
の
ぶ
）
さ
ん
の
お
父
上
は
市
商
の
卒
業

生
で
、
神
戸
の
鈴
木
商
店
に
勤
務
し
て
い

た
と
話
さ
れ
「
た
ま
る
か
あ
」
の
反
響
で

す
。

　
野
村
四
国
銀
行
守
口
支
店
長
の
ご
発
声

で
乾
杯
に
始
ま
っ
た
懇
親
会
、
今
回
は
特

別
な
催
し
物
の
な
い
宴
席
で
し
た
が
、
ま

る
で
「
土
佐
の
お
き
ゃ
く
」
そ
の
ま
ま
で
、

古
田
氏
（
新
14
回
）
寄
贈
の
帯
田
校
舎
の

ラ
ベ
ル
が
貼
ら
れ
た
焼
酎
の
じ
ゃ
ん
け
ん

大
会
や
ら
賑
や
か
に
老
若
男
女
が
市
商
時

代
の
思
い
出
に
浸
っ
て
い
ま
し
た
。
大
谷

校
舎
世
代
の
30
歳
代
半
ば
の
最
若
手
数
名

が
「
お
手
伝
い
し
ま
す
！
」
と
声
を
挙
げ

て
く
れ
一
同
感
激
、
応
援
部
生
、
浜
田
氏

（
新
34
回
）
の
指
揮
の
下
、
新
15
回
生
９

名
が
舞
台
に
上
が
り
校
歌
・
応
援
歌
を
参

加
者
全
員
で
斉
唱
、
名
残
惜
し
い
中
、
石

道
副
会
長
が
閉
会
の
辞
を
述
べ
、
来
年
６

月
６
日
の
再
会
を
約
し
三
本
締
め
で
散
会

し
ま
し
た
。

■
高
知
校
友
会

　
　
会
務
報
告

高
知
校
友
会
事
務
局

①
創
立
１
２
６
周
年
記
念
高
知
校
友
会
定

　
時
総
会
　

〇
日
時
：
令
和
６
年
12
月
７
日（
土
）18
時

〇
場
所
：
高
知
市
「
三
翠
園
」

〇
来
賓
：
桑
名
高
知
市
長
、
永
野
高
知
市

　
　
　
　
教
育
長
、
久
保
高
知
市
教
委
指

　
　
　
　
導
主
事
、
栁
井
元
校
長
、
竹
村

　
　
　
　
前
校
長
、
前
田
前
副
校
長
、
公

　
　
　
　
文
元
教
諭
、
田
川
関
東
校
友
会

　
　
　
　
長
、
園
東
海
校
友
会
長
、
土
居

　
　
　
　
同
名
誉
会
長
、
須
賀
関
西
校
友

　
　
　
　
会
長
、
山
田
同
相
談
役

〇
参
加
：
約
２
４
０
名

〇
議
事
：
全
提
案
事
項
原
案
承
認

〇
懇
親
：
議
事
終
了
後
、
懇
親
会
開
催
済
み

②
第
一
回
合
同
理
事
会

〇
日
時
：
令
和
７
年
７
月
12
日（
土
）18
時

〇
場
所
：
母
校
大
会
議
室

〇
参
加
：
45
名（
校
長
・
副
校
長
を
含
む
。）

〇
議
事
：
総
会
若
年
層
参
加
拡
大
対
策
・

　
　
　
　
総
会
会
券
預
託

③
第
二
回
合
同
理
事
会

〇
日
時
：
令
和
７
年
11
月
８
日（
土
）18
時

〇
場
所
：
母
校
鵬
程
会
館
資
料
室

〇
参
加
：
37
名
（
校
長
を
含
む
。）

〇
議
事
：
総
会
提
出
議
案
審
議
、
会
券
精
算

④
役
員
会
（
所
用
回
数
開
催
済
み
）

⑤
そ
の
他
事
業（
新
校
友
会
事
業
に
含
む
。）

□
安
芸
支
部

　
　
　
　
　
　
　
副
会
長
　
坂
本
　
泰
資

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
新
制
37
回
）

　
安
芸
校
友
会（
支
部
）７
年
度
総
会
並
び
に

懇
親
会
は
、
８
月
23
日（
土
）午
後
６
時
か
ら

安
芸
市
の
料
亭
処「
百
人
一
首
」に
お
い
て
12

名
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
母
校
か
ら
掛
水
教
頭
、
高
知
校
友
会
か
ら

柳
村
副
会
長
、谷
脇
理
事
に
加
え
、江
渕
魚
梁

瀬
小
中
学
校
長（
新
制
38
回
）に
も
初
参
加
い

た
だ
き
ま
し
た
。高
松
事
務
局
長
の
司
会
で

始
ま
り
、
畠
中
純
水
支
部
長（
新
制
15
回
）の

挨
拶
。そ
し
て
、
掛
水
教
頭
か
ら
は「
高
知
商

業
高
等
学
校
ス
ク
ー
ル
ガ
イ
ド
」
を
活
用
し

た
総
合
・
社
会
・
情
報
・
ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
説
明
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

掛
水
教
頭
先
生
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
、
今

の
学
力
の
高
さ
に
圧
倒
さ
れ
、
私
の
学
生
時

代
を
思
い
出
し
反
省
し
た
と
こ
ろ
で
し
た
。

　
そ
ん
な
反
省
は
さ
て
お
き
、
懇
親
会
は
始

ま
り
ま
す
。一
口
飲
め
ば
去
年
と
一
緒
で
声

は
大
き
く
な
り
、
ビ
ー
ル
・
焼
酎
の
お
か
わ

り
連
呼
、す
か
さ
ず
日
本
酒
に
チ
ェ
ン
ジ
。そ

ん
な
中
、谷
脇
理
事
は
冷
静
で
あ
り
、ビ
ー
ル

一
筋
。新
制
15
回
の
同
級
生
で
あ
る
畠
中
会

長
と
藤
戸
博
孝
氏
が
日
本
酒
を
飲
ん
で
も

ビ
ー
ル
一
筋
。そ
ん
な
谷
脇
監
督
は
、生
ビ
ー

ル
を
何
杯
飲
ん
だ
の
か
、
お
年
を
考
え
る
と

元
気
で
す
。

　
私
は
安
芸
出
身
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
懇

親
会
に
な
る
と
出
身
な
ど
関
係
な
く
、
皆
さ

ん
で
盛
り
上
が
り
ま
す
。本
当
に
仲
の
良
い

安
芸
支
部
で
す
。

　
今
回
も
高
知
商
業
卒
業
生
で
良
か
っ
た
と

思
え
る
１
日
で
し
た
。段
取
り
を
し
て
い
た

だ
い
た
方
々
、ご
臨
席
を
い
た
だ
い
た
方
々
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
令
和
７
年
度
高
知
校
友
会
総
会
が

盛
大
に
行
わ
れ
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。

□
香
南
支
部

　
　
　
　
　
　
事
務
局
長
　
中
谷
　
誠
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
新
制
34
回
）

　
香
南
校
友
会（
支
部
）第
７
回
総
会
・
懇
親

会
は
、
令
和
７
年
５
月
31
日（
土
）午
後
６
時

か
ら
香
南
市
の
割
烹「
吉
野
」に
、
来
賓
と
し

て
高
知
校
友
会
よ
り
鶴
原
正
一
会
長
、
三
宮

徹
事
務
局
長
、
学
校
か
ら
成
瀬
孝
治
学
校
長

の
３
名
の
ご
臨
席
を
賜
り
総
勢
19
名
で
開
催

い
た
し
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、ま
ず
活
動
報
告
と
し
て
、昨
年

12
月
８
日（
日
）開
催
の「
赤
岡
冬
の
夏
祭
り
」

で
引
率
の
先
生
と
母
校
在
校
生
10
名
の
み
な

さ
ん
に
参
加
し
て
も
ら
っ
た
ラ
オ
ス
物
産
品

販
売
の
出
店
の
補
助
活
動
を
実
施
し
た
こ
と

を
報
告
し
、
順
次
上
程
し
た
議
事
を
報
告
・

承
認
頂
き
ま
し
た
。

　
来
賓
挨
拶
で
鶴
原
会
長
よ
り
新
体
制
の
校

友
会
の
報
告
を
頂
き
、
成
瀬
校
長
か
ら
は
母

校
の
近
況･

生
徒
の
活
動
等
を
お
聞
き
し
ま

し
た
。そ
の
後
、恒
例
の
集
合
写
真
撮
影
か
ら

懇
親
会
へ
。懇
親
会
は
三
宮
事
務
局
長
の
乾

杯
の
発
声
で
始
ま
り
、
酒
盛
り
は
大
盛
況
の

う
ち
に
時
間
が
過
ぎ
、
最
後
は
や
は
り
こ
の

人
、
鶴
原
会
長
の
素
晴
ら
し
い
エ
ー
ル
で
懇

親
会
を
締
め
て
頂
き
ま
し
た
。

　
毎
年
の
こ
と
で
す
が
、
時
間
を
忘
れ
て
同

窓
の
新
制
21
回
生
の
方
か
ら
54
回
生
が
入
り

混
じ
っ
て
杯
を
酌
み
交
わ
す
光
景
は
微
笑
ま

し
く
嬉
し
い
場
面
で
す
。個
人
的
で
す
が
市

商
に
入
学
・
学
び･

卒
業
し
て
、こ
の
年
齢
ま

で
校
友
会
に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
大
変
良

か
っ
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
香
南
支
部
と
し
て
、
各
支
部
で
も
懸
案
の

総
会
参
加
者
増
と
若
い
世
代
の
参
加
者
増
を

目
指
し
、
田
内
支
部
長
先
頭
に
役
員
全
員
で

頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

□
南
国
支
部

　
　
　
　
　
　
　
支
部
長
　
三
谷
　
昭
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
新
制
23
回
生
）

　
南
国
校
友
会（
支
部
）第
27
回
総
会
は
、
令

和
７
年
５
月
11
日（
日
）「
カ
フ
ェ
オ
ル
ソ
ン
」

に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。本
部
校
友
会

よ
り
鶴
原
正
一
会
長
、
柳
村
晃
司
副
会
長
並

び
に
学
校
か
ら
安
岡
孝
治
副
校
長
の
ご
臨
席

を
賜
り
ま
し
た
。

　
通
常
総
会
で
は
、
上
程
さ
れ
た
各
議
案
に

校
友
会
だ
よ
り

つ
い
て
、
す
べ
て
全
員
異
議
な
く
原
案
ど
お

り
承
認
さ
れ
、
滞
り
な
く
式
典
は
進
行
し
ま

し
た
。来
賓
祝
辞
で
は
、鶴
原
正
一
会
長
か
ら

校
友
会
の
活
動
に
つ
い
て
の
報
告
と
こ
れ
か

ら
の
校
友
会
の
あ
り
方
等
に
つ
い
て
ご
意
見

を
賜
り
、大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。安
岡
孝

治
副
校
長
か
ら
は
、
高
知
商
業
の
生
徒
の
活

動
や
学
校
の
近
況
報
告
を
伺
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
記
念
撮
影
を
行
い
懇
親
会
に
移

り
ま
し
た
。南
国
支
部
は
、高
齢
化
が
進
み
参

加
者
が
減
少
し
て
い
る
実
情
も
あ
り
、
今
後

の
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て
改
革
の
必
要
性
を

感
じ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
南
国
支
部
で
は
、
澤
本
吉
子
様（
新

制
８
回
）と
川
村
忠
義
様（
新
制
15
回
）の
お

二
人
の
理
事
が
教
育
文
化
功
労
の
南
国
市
民

賞
と
い
う
名
誉
あ
る
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。お
二
人
に
は
高
知
商
業
で
の
出
来
事
、思

い
出
、
社
会
に
出
て
か
ら
の
活
動
等
の
お
話

を
聞
か
せ
て
頂
き
ま
し
た
。参
加
者
は
そ
れ

ぞ
れ
の
活
動
に
感
心
し
、
同
じ
高
知
商
業
卒

業
生
と
し
て
誇
り
に
思
い
ま
し
た
。何
か
の

機
会
が
有
れ
ば
高
知
商
業
生
、
校
友
会
の
皆

様
に
聴
い
て
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
懇
親
会
で
は
賑
や
か
に
交
流
を
深
め
る

中
、
今
後
の
参
加
者
増
に
向
け
て
の
意
見
交

換
を
行
い
散
会
と
な
り
ま
し
た
。

□
嶺
北
支
部

　
　
　
　
　
　
事
務
局
長
　
和
田
　
誠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
新
制
45
回
）

　
嶺
北
支
部
で
は
、
毎
年
３
月
に
役
員
会
を

開
催
し
、本
年
度
総
会
の
議
案
等
を
検
討
し
、

６
月
に
定
期
総
会
を
開
催
す
る
の
が
通
例
で

す
。

　
そ
の
定
期
総
会
は
、
今
年
も
土
佐
町
田
井

の「
フ
ォ
ー
ラ
ム
末
広
」に
、
母
校
か
ら
安
岡

副
校
長
、
校
友
会
か
ら
三
宮
事
務
局
長
の
２

名
の
ご
臨
席
を
賜
り
開
催
の
運
び
と
な
り
ま

し
た
。総
会
議
事
で
は
提
案
事
項
を
す
べ
て

承
認
い
た
だ
き
、
引
き
続
い
て
は
楽
し
み
な

懇
親
会
で
す
。

　
会
場
で
は
、先
輩
・
後
輩
関
係
な
く
、終
始

笑
顔
で
酒
を
酌
み
交
わ
し
、
楽
し
い
時
間
を

過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。ま
た
、嶺
北
支

部
の
恒
例
で
あ
る
川
田
勝（
新
16
回
）先
輩
指

揮
の
校
歌
斉
唱
は
、
鵬
程
万
里
の
歌
声
は
嶺

北
地
域
の
隅
々
ま
で
こ
だ
ま
す
る
ほ
ど
。改

め
て
高
知
商
業
の
す
ば
ら
し
さ
を
実
感
し
ま

し
た
。

　
嶺
北
支
部
も
他
の
支
部
同
様
に
年
々
参
加

者
の
減
少
傾
向
が
続
い
て
お
り
、
役
員
会
で

も
参
加
者
を
増
や
す
方
策
を
検
討
し
て
い
ま

す
が
、難
し
い
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。役
員

会
で
は
、
毎
年
少
し
ず
つ
で
も
参
加
者
増
へ

の
努
力
を
重
ね
て
い
く
と
し
て
い
ま
す
。

　
終
わ
り
に
、
令
和
７
年
度
校
友
会
本
部
総

会
が
盛
大
に
行
わ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

□
越
知
支
部
　

　
　
　
　
　
　
事
務
局
長
　
外
山
　
由
香

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
新
制
29
回
生
）

　
本
年
度
の
越
知
校
友
会
総
会
は
８
月
９
日

（
土
）午
後
６
時
よ
り
、越
知
町
の
料
亭「
三
秀
」

に
於
い
て
21
名
の
参
加
に
よ
り
開
催
し
ま
し

た
。

　
来
賓
と
し
て
成
瀬
孝
治
校
長
先
生
、
鶴
原

正
一
校
友
会
会
長
の
ご
臨
席
を
賜
り
ま
し

た
。清
光
越
知
校
友
会
長
の
挨
拶
の
後
、成
瀬

校
長
先
生
か
ら
在
校
生
の
素
晴
ら
し
い
業
績

を
報
告
い
た
だ
き
、
一
同
た
だ
た
だ
「
お

お
っ
！
」も
し
く
は「
ほ
お
っ
〜
」と
し
か
声

が
上
が
ら
な
い
状
態
で
し
た
。

　
今
年
は
、
家
庭
の
事
情
で
子
供
連
れ
の
参

加
者
が
い
ま
し
た
が
、次
回
以
降
、ご
夫
婦
参

加
者
な
ど
が
あ
っ
て
も
い
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。そ
し
て
、新
た
に
校
友
会
参
加
者

を
増
や
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
し
た
。参
加

者
は
上
は
70
歳
台
か
ら
来
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
が
、若
い
方
は
35
歳
で
し
た
。も
う
少
し

参
加
年
齢
を
引
き
下
げ
て
よ
り
多
く
の
方
に

参
加
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
声
掛
け
頑
張
ろ

う
！
と
、皆
で
来
年
の
目
標
を
掲
げ
て
、今
年

の
総
会
も
終
了
の
時
間
と
な
り
、
来
年
の
再

会
を
楽
し
み
に
散
会
し
ま
し
た
。

□
中
土
佐
支
部

　
　
　
　
　
　
事
務
局
長
　
谷
脇
眞
由
美

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
新
制
38
回
）

　
令
和
７
年
９
月
６
日（
土
）、
昨
年
に
引
き

続
き
、
卒
業
生
O
G
で
も
あ
り
ま
す
ご
夫
婦

が
町
内
で
営
ん
で
ま
す「
お
も
や
」に
て
第
17

回
中
土
佐
校
友
会（
支
部
）総
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　
毎
回
た
く
さ
ん
の
卒
業
生
の
出
席
を
掲
げ

て
い
る
中
土
佐
支
部
、
今
年
も
昨
年
に
引
き

続
き
、
お
隣
の
四
万
十
町（
窪
川
支
部
）に
出

席
の
依
頼
を
し
ま
し
た
が
都
合
が
あ
わ
ず
、

元
巨
人
軍
の
投
手（
四
万
十
町
在
住
）髙
橋
善

正
さ
ん
に
も
お
声
掛
け
し
ま
し
た
が
、
こ
ち

ら
も
都
合
が
合
わ
ず
出
席
は
か
な
い
ま
せ
ん

で
し
た
。

　
が
、
今
年
春
に
卒
業
し
た
て
の
女
の
子
が

出
席
し
て
く
れ
ま
し
た
し
、
中
土
佐
町
に
お

嫁
に
き
て
20
数
年
、
初
め
て
参
加
し
て
く
れ

た
り
と
、
ま
た
新
し
い
顔
ぶ
れ
が
中
土
佐
支

部
に
加
わ
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
本
部
か
ら
も
谷
脇
常
任
理
事
と
三
宮
事
務

局
長
と
２
名
に
出
席
頂
き
ま
し
た
。校
友
会

長
鶴
原
氏
と
成
瀬
学
校
長
よ
り
は
祝
辞
を
頂

き
代
読
に
て
公
表
い
た
し
ま
し
た
。そ
の
中

で
、鶴
原
校
友
会
長
よ
り
の
祝
辞
の
中
で「
県

西
部
の
中
核
と
し
て
高
幡
東
部
の
地
に
校
是

『
報
本
反
始
』の
精
神
を
培
い
、校
歌『
鵬
程
万

里
』
を
地
域
の
隅
々
ま
で
届
け
て
こ
ら
れ
た

ご
当
地
中
土
佐
校
友
会
一
人
一
人
の
ご
尽
力

に
支
え
ら
れ
た
結
果
で
あ
ろ
う
と
、
県
西
部

か
ら
全
国
校
友
会
組
織
の
目
標
と
な
る
活
動

が･･･

」と
祝
辞
を
頂
き
過
分
な
お
言
葉
、
嬉

し
い
限
り
で
す
。こ
れ
か
ら
の
活
動
に
も
励

み
に
な
り
ま
す
。

　
昨
今
、
近
隣
の
市
町
村
は
活
動
休
止
が
多

く
少
子
化
の
ご
時
世
、中
土
佐
支
部
も･･･

と

少
し
弱
気
に
な
り
そ
う
で
す
が
、
喜
ば
し
い

話
も
あ
り
、
今
年
度
は
中
土
佐
町
も
近
年
に

な
い
人
数
の
中
学
生
が
高
知
商
業
を
受
験
す

る
と
き
い
て
お
り
ま
す
。我
々
も
老
い
て
は

ま
す
ま
す
壮
ん
な
る
べ
し
。

　
ま
た
来
年
の
再
会
を
楽
し
み
に
校
歌
、
応

援
歌
斉
唱
で
散
会
い
た
し
ま
し
た
。
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■
関
東
校
友
会

　
　
第
31
回
大
会
報
告

　
　
　
関
東
校
友
会
　
会
長
　
田
川
修
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
新
制
16
回
）

　
関
東
校
友
会
第
31
回
大
会
を
、
令
和
７

年
５
月
24
日
、
日
本
教
育
会
館
「
喜
山
ク

ラ
ブ
」
で
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
大
会
当

日
、
関
東
校
友
会
の
定
時
総
会
を
行
い
、
令

和
６
年
度
の
会
務
・
行
事
報
告
及
び
会
計

報
告
を
行
い
、
令
和
７
年
度
の
行
事
計
画

と
予
算
を
説
明
し
、
無
事
総
会
を
終
了
し

ま
し
た
。

　
総
会
終
了
後
、
懇
親
会
を
開
き
、
校
友

会
本
部
の
矢
野
顧
問
は
じ
め
久
家
高
知
県

東
京
事
務
所
副
所
長
、
田
村
関
東
高
知
県

人
会
相
談
役
等
の
来
賓
の
方
々
、
校
友
会

の
会
員
の
皆
様
に
出
席
頂
き
、
盛
大
に
開

催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
矢
野
校
友

会
顧
問
に
は
定
時
総
会
か
ら
ご
出
席
頂
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
懇
親
会
で
は
矢
野
顧
問
か
ら
今
年
の
Ｎ
Ｈ

Ｋ
の
朝
ド
ラ
「
あ
ん
ぱ
ん
」
に
関
す
る
話
題

を
ご
披
露
頂
き
、
朝
ド
ラ
を
見
る
の
が
よ
り

身
近
に
な
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
成
瀬
校
長
か
ら
は
ボ
イ
ス
レ
タ
ー
を
頂

き
、
母
校
の
一
年
間
の
文
化
活
動
や
運
動

部
の
活
躍
を
報
告
し
て
頂
き
ま
し
た
。
後

輩
の
益
々
の
ご
活
躍
に
嬉
し
そ
う
に
頷
い

て
い
る
会
員
の
様
子
に
、
母
校
へ
の
思
い

を
強
く
感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。
来
年
は
ビ

デ
オ
レ
タ
ー
を
活
用
し
、
よ
り
一
層
の
臨

場
感
を
味
わ
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
関
東
校
友
会
で
も
年
々
参
加
者
の
減
少

傾
向
が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、
今
年
は
懇

親
会
で
の
イ
ベ
ン
ト
を
控
え
め
に
し
、
参

加
者
の
交
流
を
中
心
に
進
め
た
こ
と
で
、

会
場
の
い
く
つ
も
の
テ
ー
ブ
ル
で
は
、
世

代
を
超
え
た
会
員
同
士
の
会
話
が
時
間
の

た
つ
の
を
忘
れ
て
続
い
て
い
ま
し
た
。

　
改
め
て
「
市
商
は
ひ
と
つ
」
の
も
と
、

こ
の
よ
う
に
思
い
出
話
し
や
母
校
の
将
来

へ
の
期
待
を
熱
く
語
ら
れ
る
場
所
を
作
っ

て
い
く
の
も
大
事
な
こ
と
だ
と
痛
感
し
ま

し
た
。

　
来
年
は
、
参
加
者
の
希
望
も
考
え
て
総

会
の
開
催
を
６
月
に
予
定
し
て
い
ま
す
。

友
人
や
知
人
の
輪
を
拡
げ
一
人
で
も
多
く

の
会
員
が
参
加
で
き
る
よ
う
な
校
友
会
に

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
母
校
の
発
展

と
校
友
会
が
益
々
栄
え
る
こ
と
を
祈
念
し

て
い
ま
す
。

■
東
海
校
友
会

　
　
第
36
回
東
海
校
友
会
総
会
報
告

　
　
東
海
校
友
会
　
会
長
　
園
　
正
路

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
新
制
27
回
）

　
第
36
回
東
海
校
友
会
総
会
並
び
に
懇
親

会
は
、
令
和
７
年
６
月
22
日
（
日
）
名
古

屋
市
の
「
ア
イ
リ
ス
愛
知
」
に
、
母
校
か

ら
掛
水
教
頭
先
生
、
校
友
会
本
部
よ
り
谷

脇
常
任
理
事
を
来
賓
に
迎
え
、
総
勢
19
名

に
て
開
催
し
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、
会
長
挨
拶
、
掛
水
教
頭
の

挨
拶
に
続
き
、
議
事
の
令
和
６
年
度
事
業

及
び
会
計
報
告
、
令
和
７
年
度
事
業
計
画

案
及
び
予
算
案
・
役
員
改
選
案
を
提
案
し
、

全
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
令
和
８
年
度
の

役
員
で
は
、
長
年
に
わ
た
り
東
海
校
友
会

の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
坂
本
道
美
さ
ん
（
新

制
９
回
）と
佐
竹
紀
男
さ
ん
（
新
11
回
）
に

は
相
談
役
と
し
て
、
そ
し
て
山
脇
望
さ
ん

（
新
50
回
・
野
球
部
O
B
）
に
幹
事
と
し

て
入
っ
て
頂
く
こ
と
に
な
り
ベ
テ
ラ
ン
、

若
手
を
交
え
総
勢
13
名
の
役
員
体
制
で
東

海
校
友
会
を
更
に
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
校
友
会
本
部
の
鶴
原
会
長
よ
り
祝

辞
を
頂
き
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　
懇
親
会
は
、
高
知
追
手
前
高
校
と
例
年

通
り
合
同
で
行
っ
て
お
り
今
回
で
12
回
目

と
な
り
ま
す
。掛
水
教
頭
、谷
脇
常
任
理
事

に
挨
拶
を
頂
き
記
念
撮
影
の
後
、
久
武
幹

事（
新
47
回
）を
中
心
に
校
歌
斉
唱
、
エ
ー

ル
を
行
い
、定
番
と
な
っ
た「
南
国
土
佐
を

後
に
し
て
」
を
参
加
者
全
員
が
手
を
つ
な

ぎ
、輪
を
作
っ
て
合
唱
し
ま
し
た
。ふ
る
さ

と
高
知
へ
、
そ
し
て
母
校
へ
の
想
い
は
し

っ
か
り
と
中
部
地
区
に
響
き
ま
し
た
。
二

次
会
で
は
岡
村
副
会
長（
新
44
回
）幹
事
の

も
と
、谷
脇
常
任
理
事
を
10
名
が
囲
み
、酒

と
お
喋
り
で
盛
り
上
り
来
年
の
再
会
を
誓
っ

て
散
会
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
今
回
よ
り
総
会
・
懇
親
会
を
欠

席
さ
れ
た
会
員
の
皆
様
に
、
次
回
の
参
加

に
繋
げ
て
い
く
た
め
総
会
・
懇
親
会
の
写

真
や
更
新
し
た
東
海
校
友
会
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
配
信
し
て
お
り
ま
す
。

　
最
後
に
高
知
商
業
校
友
会
の
ま
す
ま
す

の
ご
発
展
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

■
関
西
校
友
会

　
　
第
36
回
関
西
校
友
会
総
会
報
告

　
　
　
関
西
校
友
会
　
常
任
幹
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
林
　
信
一
郎

　
　
　
　
　
　
　
　 （
新
制
19
回
）

　
令
和
７
年
６
月
７
日
（
土
）
、
新
大
阪
ワ

シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル
プ
ラ
ザ
に
て
79
名
の
参

加
に
よ
り
「
第
36
回
関
西
校
友
会
総
会
」
を

開
催
し
ま
し
た
。
総
会
は
、
須
賀
会
長
か

ら
提
議
さ
れ
た
事
業
決
算
、
役
員
改
選
、

予
算
等
の
議
案
が
承
認
さ
れ
た
後
、
関
西

校
友
会
継
続
発
展
の
一
助
と
な
れ
ば
と
匿

名
希
望
の
会
員
か
ら
百
万
円
の
寄
付
金
を

頂
戴
し
た
こ
と
が
披
露
さ
れ
、
大
き
な
拍

手
が
沸
き
上
が
り
ま
し
た
。

　
来
賓
の
成
瀬
学
校
長
の
祝
辞
と
母
校
の

現
状
報
告
を
懐
か
し
く
拝
聴
後
、
懇
親
会

は
中
越
実
行
委
員
長
の
挨
拶
の
後
、
来
賓

の
辻
高
知
県
大
阪
事
務
所
所
長
の
挨
拶
で

は
、
関
西
万
博
の
大
屋
根
リ
ン
グ
に
使
用

し
て
い
る
木
材
の
40
％
が
高
知
県
産
材
で

あ
る
こ
と
、
ま
た
、
坂
本
高
知
新
聞
社
大

阪
支
社
長
の
挨
拶
で
は
、
朝
ド
ラ
（
あ
ん

ぱ
ん
）
の
、
や
な
せ
た
か
し
氏
夫
人
の
暢

（
の
ぶ
）
さ
ん
の
お
父
上
は
市
商
の
卒
業

生
で
、
神
戸
の
鈴
木
商
店
に
勤
務
し
て
い

た
と
話
さ
れ
「
た
ま
る
か
あ
」
の
反
響
で

す
。

　
野
村
四
国
銀
行
守
口
支
店
長
の
ご
発
声

で
乾
杯
に
始
ま
っ
た
懇
親
会
、
今
回
は
特

別
な
催
し
物
の
な
い
宴
席
で
し
た
が
、
ま

る
で
「
土
佐
の
お
き
ゃ
く
」
そ
の
ま
ま
で
、

古
田
氏
（
新
14
回
）
寄
贈
の
帯
田
校
舎
の

ラ
ベ
ル
が
貼
ら
れ
た
焼
酎
の
じ
ゃ
ん
け
ん

大
会
や
ら
賑
や
か
に
老
若
男
女
が
市
商
時

代
の
思
い
出
に
浸
っ
て
い
ま
し
た
。
大
谷

校
舎
世
代
の
30
歳
代
半
ば
の
最
若
手
数
名

が
「
お
手
伝
い
し
ま
す
！
」
と
声
を
挙
げ

て
く
れ
一
同
感
激
、
応
援
部
生
、
浜
田
氏

（
新
34
回
）
の
指
揮
の
下
、
新
15
回
生
９

名
が
舞
台
に
上
が
り
校
歌
・
応
援
歌
を
参

加
者
全
員
で
斉
唱
、
名
残
惜
し
い
中
、
石

道
副
会
長
が
閉
会
の
辞
を
述
べ
、
来
年
６

月
６
日
の
再
会
を
約
し
三
本
締
め
で
散
会

し
ま
し
た
。

■
高
知
校
友
会

　
　
会
務
報
告

高
知
校
友
会
事
務
局

①
創
立
１
２
６
周
年
記
念
高
知
校
友
会
定

　
時
総
会
　

〇
日
時
：
令
和
６
年
12
月
７
日（
土
）18
時

〇
場
所
：
高
知
市
「
三
翠
園
」

〇
来
賓
：
桑
名
高
知
市
長
、
永
野
高
知
市

　
　
　
　
教
育
長
、
久
保
高
知
市
教
委
指

　
　
　
　
導
主
事
、
栁
井
元
校
長
、
竹
村

　
　
　
　
前
校
長
、
前
田
前
副
校
長
、
公

　
　
　
　
文
元
教
諭
、
田
川
関
東
校
友
会

　
　
　
　
長
、
園
東
海
校
友
会
長
、
土
居

　
　
　
　
同
名
誉
会
長
、
須
賀
関
西
校
友

　
　
　
　
会
長
、
山
田
同
相
談
役

〇
参
加
：
約
２
４
０
名

〇
議
事
：
全
提
案
事
項
原
案
承
認

〇
懇
親
：
議
事
終
了
後
、
懇
親
会
開
催
済
み

②
第
一
回
合
同
理
事
会

〇
日
時
：
令
和
７
年
７
月
12
日（
土
）18
時

〇
場
所
：
母
校
大
会
議
室

〇
参
加
：
45
名（
校
長
・
副
校
長
を
含
む
。）

〇
議
事
：
総
会
若
年
層
参
加
拡
大
対
策
・

　
　
　
　
総
会
会
券
預
託

③
第
二
回
合
同
理
事
会

〇
日
時
：
令
和
７
年
11
月
８
日（
土
）18
時

〇
場
所
：
母
校
鵬
程
会
館
資
料
室

〇
参
加
：
37
名
（
校
長
を
含
む
。）

〇
議
事
：
総
会
提
出
議
案
審
議
、
会
券
精
算

④
役
員
会
（
所
用
回
数
開
催
済
み
）

⑤
そ
の
他
事
業（
新
校
友
会
事
業
に
含
む
。）

□
安
芸
支
部

　
　
　
　
　
　
　
副
会
長
　
坂
本
　
泰
資

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
新
制
37
回
）

　
安
芸
校
友
会（
支
部
）７
年
度
総
会
並
び
に

懇
親
会
は
、
８
月
23
日（
土
）午
後
６
時
か
ら

安
芸
市
の
料
亭
処「
百
人
一
首
」に
お
い
て
12

名
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
母
校
か
ら
掛
水
教
頭
、
高
知
校
友
会
か
ら

柳
村
副
会
長
、谷
脇
理
事
に
加
え
、江
渕
魚
梁

瀬
小
中
学
校
長（
新
制
38
回
）に
も
初
参
加
い

た
だ
き
ま
し
た
。高
松
事
務
局
長
の
司
会
で

始
ま
り
、
畠
中
純
水
支
部
長（
新
制
15
回
）の

挨
拶
。そ
し
て
、
掛
水
教
頭
か
ら
は「
高
知
商

業
高
等
学
校
ス
ク
ー
ル
ガ
イ
ド
」
を
活
用
し

た
総
合
・
社
会
・
情
報
・
ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
説
明
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

掛
水
教
頭
先
生
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
、
今

の
学
力
の
高
さ
に
圧
倒
さ
れ
、
私
の
学
生
時

代
を
思
い
出
し
反
省
し
た
と
こ
ろ
で
し
た
。

　
そ
ん
な
反
省
は
さ
て
お
き
、
懇
親
会
は
始

ま
り
ま
す
。一
口
飲
め
ば
去
年
と
一
緒
で
声

は
大
き
く
な
り
、
ビ
ー
ル
・
焼
酎
の
お
か
わ

り
連
呼
、す
か
さ
ず
日
本
酒
に
チ
ェ
ン
ジ
。そ

ん
な
中
、谷
脇
理
事
は
冷
静
で
あ
り
、ビ
ー
ル

一
筋
。新
制
15
回
の
同
級
生
で
あ
る
畠
中
会

長
と
藤
戸
博
孝
氏
が
日
本
酒
を
飲
ん
で
も

ビ
ー
ル
一
筋
。そ
ん
な
谷
脇
監
督
は
、生
ビ
ー

ル
を
何
杯
飲
ん
だ
の
か
、
お
年
を
考
え
る
と

元
気
で
す
。

　
私
は
安
芸
出
身
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
懇

親
会
に
な
る
と
出
身
な
ど
関
係
な
く
、
皆
さ

ん
で
盛
り
上
が
り
ま
す
。本
当
に
仲
の
良
い

安
芸
支
部
で
す
。

　
今
回
も
高
知
商
業
卒
業
生
で
良
か
っ
た
と

思
え
る
１
日
で
し
た
。段
取
り
を
し
て
い
た

だ
い
た
方
々
、ご
臨
席
を
い
た
だ
い
た
方
々
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
令
和
７
年
度
高
知
校
友
会
総
会
が

盛
大
に
行
わ
れ
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。

□
香
南
支
部

　
　
　
　
　
　
事
務
局
長
　
中
谷
　
誠
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
新
制
34
回
）

　
香
南
校
友
会（
支
部
）第
７
回
総
会
・
懇
親

会
は
、
令
和
７
年
５
月
31
日（
土
）午
後
６
時

か
ら
香
南
市
の
割
烹「
吉
野
」に
、
来
賓
と
し

て
高
知
校
友
会
よ
り
鶴
原
正
一
会
長
、
三
宮

徹
事
務
局
長
、
学
校
か
ら
成
瀬
孝
治
学
校
長

の
３
名
の
ご
臨
席
を
賜
り
総
勢
19
名
で
開
催

い
た
し
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、ま
ず
活
動
報
告
と
し
て
、昨
年

12
月
８
日（
日
）開
催
の「
赤
岡
冬
の
夏
祭
り
」

で
引
率
の
先
生
と
母
校
在
校
生
10
名
の
み
な

さ
ん
に
参
加
し
て
も
ら
っ
た
ラ
オ
ス
物
産
品

販
売
の
出
店
の
補
助
活
動
を
実
施
し
た
こ
と

を
報
告
し
、
順
次
上
程
し
た
議
事
を
報
告
・

承
認
頂
き
ま
し
た
。

　
来
賓
挨
拶
で
鶴
原
会
長
よ
り
新
体
制
の
校

友
会
の
報
告
を
頂
き
、
成
瀬
校
長
か
ら
は
母

校
の
近
況･

生
徒
の
活
動
等
を
お
聞
き
し
ま

し
た
。そ
の
後
、恒
例
の
集
合
写
真
撮
影
か
ら

懇
親
会
へ
。懇
親
会
は
三
宮
事
務
局
長
の
乾

杯
の
発
声
で
始
ま
り
、
酒
盛
り
は
大
盛
況
の

う
ち
に
時
間
が
過
ぎ
、
最
後
は
や
は
り
こ
の

人
、
鶴
原
会
長
の
素
晴
ら
し
い
エ
ー
ル
で
懇

親
会
を
締
め
て
頂
き
ま
し
た
。

　
毎
年
の
こ
と
で
す
が
、
時
間
を
忘
れ
て
同

窓
の
新
制
21
回
生
の
方
か
ら
54
回
生
が
入
り

混
じ
っ
て
杯
を
酌
み
交
わ
す
光
景
は
微
笑
ま

し
く
嬉
し
い
場
面
で
す
。個
人
的
で
す
が
市

商
に
入
学
・
学
び･

卒
業
し
て
、こ
の
年
齢
ま

で
校
友
会
に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
大
変
良

か
っ
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
香
南
支
部
と
し
て
、
各
支
部
で
も
懸
案
の

総
会
参
加
者
増
と
若
い
世
代
の
参
加
者
増
を

目
指
し
、
田
内
支
部
長
先
頭
に
役
員
全
員
で

頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

□
南
国
支
部

　
　
　
　
　
　
　
支
部
長
　
三
谷
　
昭
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
新
制
23
回
生
）

　
南
国
校
友
会（
支
部
）第
27
回
総
会
は
、
令

和
７
年
５
月
11
日（
日
）「
カ
フ
ェ
オ
ル
ソ
ン
」

に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。本
部
校
友
会

よ
り
鶴
原
正
一
会
長
、
柳
村
晃
司
副
会
長
並

び
に
学
校
か
ら
安
岡
孝
治
副
校
長
の
ご
臨
席

を
賜
り
ま
し
た
。

　
通
常
総
会
で
は
、
上
程
さ
れ
た
各
議
案
に

校
友
会
だ
よ
り

つ
い
て
、
す
べ
て
全
員
異
議
な
く
原
案
ど
お

り
承
認
さ
れ
、
滞
り
な
く
式
典
は
進
行
し
ま

し
た
。来
賓
祝
辞
で
は
、鶴
原
正
一
会
長
か
ら

校
友
会
の
活
動
に
つ
い
て
の
報
告
と
こ
れ
か

ら
の
校
友
会
の
あ
り
方
等
に
つ
い
て
ご
意
見

を
賜
り
、大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。安
岡
孝

治
副
校
長
か
ら
は
、
高
知
商
業
の
生
徒
の
活

動
や
学
校
の
近
況
報
告
を
伺
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
記
念
撮
影
を
行
い
懇
親
会
に
移

り
ま
し
た
。南
国
支
部
は
、高
齢
化
が
進
み
参

加
者
が
減
少
し
て
い
る
実
情
も
あ
り
、
今
後

の
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て
改
革
の
必
要
性
を

感
じ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
南
国
支
部
で
は
、
澤
本
吉
子
様（
新

制
８
回
）と
川
村
忠
義
様（
新
制
15
回
）の
お

二
人
の
理
事
が
教
育
文
化
功
労
の
南
国
市
民

賞
と
い
う
名
誉
あ
る
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。お
二
人
に
は
高
知
商
業
で
の
出
来
事
、思

い
出
、
社
会
に
出
て
か
ら
の
活
動
等
の
お
話

を
聞
か
せ
て
頂
き
ま
し
た
。参
加
者
は
そ
れ

ぞ
れ
の
活
動
に
感
心
し
、
同
じ
高
知
商
業
卒

業
生
と
し
て
誇
り
に
思
い
ま
し
た
。何
か
の

機
会
が
有
れ
ば
高
知
商
業
生
、
校
友
会
の
皆

様
に
聴
い
て
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
懇
親
会
で
は
賑
や
か
に
交
流
を
深
め
る

中
、
今
後
の
参
加
者
増
に
向
け
て
の
意
見
交

換
を
行
い
散
会
と
な
り
ま
し
た
。

□
嶺
北
支
部

　
　
　
　
　
　
事
務
局
長
　
和
田
　
誠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
新
制
45
回
）

　
嶺
北
支
部
で
は
、
毎
年
３
月
に
役
員
会
を

開
催
し
、本
年
度
総
会
の
議
案
等
を
検
討
し
、

６
月
に
定
期
総
会
を
開
催
す
る
の
が
通
例
で

す
。

　
そ
の
定
期
総
会
は
、
今
年
も
土
佐
町
田
井

の「
フ
ォ
ー
ラ
ム
末
広
」に
、
母
校
か
ら
安
岡

副
校
長
、
校
友
会
か
ら
三
宮
事
務
局
長
の
２

名
の
ご
臨
席
を
賜
り
開
催
の
運
び
と
な
り
ま

し
た
。総
会
議
事
で
は
提
案
事
項
を
す
べ
て

承
認
い
た
だ
き
、
引
き
続
い
て
は
楽
し
み
な

懇
親
会
で
す
。

　
会
場
で
は
、先
輩
・
後
輩
関
係
な
く
、終
始

笑
顔
で
酒
を
酌
み
交
わ
し
、
楽
し
い
時
間
を

過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。ま
た
、嶺
北
支

部
の
恒
例
で
あ
る
川
田
勝（
新
16
回
）先
輩
指

揮
の
校
歌
斉
唱
は
、
鵬
程
万
里
の
歌
声
は
嶺

北
地
域
の
隅
々
ま
で
こ
だ
ま
す
る
ほ
ど
。改

め
て
高
知
商
業
の
す
ば
ら
し
さ
を
実
感
し
ま

し
た
。

　
嶺
北
支
部
も
他
の
支
部
同
様
に
年
々
参
加

者
の
減
少
傾
向
が
続
い
て
お
り
、
役
員
会
で

も
参
加
者
を
増
や
す
方
策
を
検
討
し
て
い
ま

す
が
、難
し
い
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。役
員

会
で
は
、
毎
年
少
し
ず
つ
で
も
参
加
者
増
へ

の
努
力
を
重
ね
て
い
く
と
し
て
い
ま
す
。

　
終
わ
り
に
、
令
和
７
年
度
校
友
会
本
部
総

会
が
盛
大
に
行
わ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

□
越
知
支
部
　

　
　
　
　
　
　
事
務
局
長
　
外
山
　
由
香

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
新
制
29
回
生
）

　
本
年
度
の
越
知
校
友
会
総
会
は
８
月
９
日

（
土
）午
後
６
時
よ
り
、越
知
町
の
料
亭「
三
秀
」

に
於
い
て
21
名
の
参
加
に
よ
り
開
催
し
ま
し

た
。

　
来
賓
と
し
て
成
瀬
孝
治
校
長
先
生
、
鶴
原

正
一
校
友
会
会
長
の
ご
臨
席
を
賜
り
ま
し

た
。清
光
越
知
校
友
会
長
の
挨
拶
の
後
、成
瀬

校
長
先
生
か
ら
在
校
生
の
素
晴
ら
し
い
業
績

を
報
告
い
た
だ
き
、
一
同
た
だ
た
だ
「
お

お
っ
！
」も
し
く
は「
ほ
お
っ
〜
」と
し
か
声

が
上
が
ら
な
い
状
態
で
し
た
。

　
今
年
は
、
家
庭
の
事
情
で
子
供
連
れ
の
参

加
者
が
い
ま
し
た
が
、次
回
以
降
、ご
夫
婦
参

加
者
な
ど
が
あ
っ
て
も
い
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。そ
し
て
、新
た
に
校
友
会
参
加
者

を
増
や
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
し
た
。参
加

者
は
上
は
70
歳
台
か
ら
来
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
が
、若
い
方
は
35
歳
で
し
た
。も
う
少
し

参
加
年
齢
を
引
き
下
げ
て
よ
り
多
く
の
方
に

参
加
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
声
掛
け
頑
張
ろ

う
！
と
、皆
で
来
年
の
目
標
を
掲
げ
て
、今
年

の
総
会
も
終
了
の
時
間
と
な
り
、
来
年
の
再

会
を
楽
し
み
に
散
会
し
ま
し
た
。

□
中
土
佐
支
部

　
　
　
　
　
　
事
務
局
長
　
谷
脇
眞
由
美

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
新
制
38
回
）

　
令
和
７
年
９
月
６
日（
土
）、
昨
年
に
引
き

続
き
、
卒
業
生
O
G
で
も
あ
り
ま
す
ご
夫
婦

が
町
内
で
営
ん
で
ま
す「
お
も
や
」に
て
第
17

回
中
土
佐
校
友
会（
支
部
）総
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　
毎
回
た
く
さ
ん
の
卒
業
生
の
出
席
を
掲
げ

て
い
る
中
土
佐
支
部
、
今
年
も
昨
年
に
引
き

続
き
、
お
隣
の
四
万
十
町（
窪
川
支
部
）に
出

席
の
依
頼
を
し
ま
し
た
が
都
合
が
あ
わ
ず
、

元
巨
人
軍
の
投
手（
四
万
十
町
在
住
）髙
橋
善

正
さ
ん
に
も
お
声
掛
け
し
ま
し
た
が
、
こ
ち

ら
も
都
合
が
合
わ
ず
出
席
は
か
な
い
ま
せ
ん

で
し
た
。

　
が
、
今
年
春
に
卒
業
し
た
て
の
女
の
子
が

出
席
し
て
く
れ
ま
し
た
し
、
中
土
佐
町
に
お

嫁
に
き
て
20
数
年
、
初
め
て
参
加
し
て
く
れ

た
り
と
、
ま
た
新
し
い
顔
ぶ
れ
が
中
土
佐
支

部
に
加
わ
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
本
部
か
ら
も
谷
脇
常
任
理
事
と
三
宮
事
務

局
長
と
２
名
に
出
席
頂
き
ま
し
た
。校
友
会

長
鶴
原
氏
と
成
瀬
学
校
長
よ
り
は
祝
辞
を
頂

き
代
読
に
て
公
表
い
た
し
ま
し
た
。そ
の
中

で
、鶴
原
校
友
会
長
よ
り
の
祝
辞
の
中
で「
県

西
部
の
中
核
と
し
て
高
幡
東
部
の
地
に
校
是

『
報
本
反
始
』の
精
神
を
培
い
、校
歌『
鵬
程
万

里
』
を
地
域
の
隅
々
ま
で
届
け
て
こ
ら
れ
た

ご
当
地
中
土
佐
校
友
会
一
人
一
人
の
ご
尽
力

に
支
え
ら
れ
た
結
果
で
あ
ろ
う
と
、
県
西
部

か
ら
全
国
校
友
会
組
織
の
目
標
と
な
る
活
動

が･･･

」と
祝
辞
を
頂
き
過
分
な
お
言
葉
、
嬉

し
い
限
り
で
す
。こ
れ
か
ら
の
活
動
に
も
励

み
に
な
り
ま
す
。

　
昨
今
、
近
隣
の
市
町
村
は
活
動
休
止
が
多

く
少
子
化
の
ご
時
世
、中
土
佐
支
部
も･･･

と

少
し
弱
気
に
な
り
そ
う
で
す
が
、
喜
ば
し
い

話
も
あ
り
、
今
年
度
は
中
土
佐
町
も
近
年
に

な
い
人
数
の
中
学
生
が
高
知
商
業
を
受
験
す

る
と
き
い
て
お
り
ま
す
。我
々
も
老
い
て
は

ま
す
ま
す
壮
ん
な
る
べ
し
。

　
ま
た
来
年
の
再
会
を
楽
し
み
に
校
歌
、
応

援
歌
斉
唱
で
散
会
い
た
し
ま
し
た
。
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■
関
東
校
友
会

　
　
第
31
回
大
会
報
告

　
　
　
関
東
校
友
会
　
会
長
　
田
川
修
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
新
制
16
回
）

　
関
東
校
友
会
第
31
回
大
会
を
、
令
和
７

年
５
月
24
日
、
日
本
教
育
会
館
「
喜
山
ク

ラ
ブ
」
で
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
大
会
当

日
、
関
東
校
友
会
の
定
時
総
会
を
行
い
、
令

和
６
年
度
の
会
務
・
行
事
報
告
及
び
会
計

報
告
を
行
い
、
令
和
７
年
度
の
行
事
計
画

と
予
算
を
説
明
し
、
無
事
総
会
を
終
了
し

ま
し
た
。

　
総
会
終
了
後
、
懇
親
会
を
開
き
、
校
友

会
本
部
の
矢
野
顧
問
は
じ
め
久
家
高
知
県

東
京
事
務
所
副
所
長
、
田
村
関
東
高
知
県

人
会
相
談
役
等
の
来
賓
の
方
々
、
校
友
会

の
会
員
の
皆
様
に
出
席
頂
き
、
盛
大
に
開

催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
矢
野
校
友

会
顧
問
に
は
定
時
総
会
か
ら
ご
出
席
頂
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
懇
親
会
で
は
矢
野
顧
問
か
ら
今
年
の
Ｎ
Ｈ

Ｋ
の
朝
ド
ラ
「
あ
ん
ぱ
ん
」
に
関
す
る
話
題

を
ご
披
露
頂
き
、
朝
ド
ラ
を
見
る
の
が
よ
り

身
近
に
な
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
成
瀬
校
長
か
ら
は
ボ
イ
ス
レ
タ
ー
を
頂

き
、
母
校
の
一
年
間
の
文
化
活
動
や
運
動

部
の
活
躍
を
報
告
し
て
頂
き
ま
し
た
。
後

輩
の
益
々
の
ご
活
躍
に
嬉
し
そ
う
に
頷
い

て
い
る
会
員
の
様
子
に
、
母
校
へ
の
思
い

を
強
く
感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。
来
年
は
ビ

デ
オ
レ
タ
ー
を
活
用
し
、
よ
り
一
層
の
臨

場
感
を
味
わ
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
関
東
校
友
会
で
も
年
々
参
加
者
の
減
少

傾
向
が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、
今
年
は
懇

親
会
で
の
イ
ベ
ン
ト
を
控
え
め
に
し
、
参

加
者
の
交
流
を
中
心
に
進
め
た
こ
と
で
、

会
場
の
い
く
つ
も
の
テ
ー
ブ
ル
で
は
、
世

代
を
超
え
た
会
員
同
士
の
会
話
が
時
間
の

た
つ
の
を
忘
れ
て
続
い
て
い
ま
し
た
。

　
改
め
て
「
市
商
は
ひ
と
つ
」
の
も
と
、

こ
の
よ
う
に
思
い
出
話
し
や
母
校
の
将
来

へ
の
期
待
を
熱
く
語
ら
れ
る
場
所
を
作
っ

て
い
く
の
も
大
事
な
こ
と
だ
と
痛
感
し
ま

し
た
。

　
来
年
は
、
参
加
者
の
希
望
も
考
え
て
総

会
の
開
催
を
６
月
に
予
定
し
て
い
ま
す
。

友
人
や
知
人
の
輪
を
拡
げ
一
人
で
も
多
く

の
会
員
が
参
加
で
き
る
よ
う
な
校
友
会
に

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
母
校
の
発
展

と
校
友
会
が
益
々
栄
え
る
こ
と
を
祈
念
し

て
い
ま
す
。

■
東
海
校
友
会

　
　
第
36
回
東
海
校
友
会
総
会
報
告

　
　
東
海
校
友
会
　
会
長
　
園
　
正
路

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
新
制
27
回
）

　
第
36
回
東
海
校
友
会
総
会
並
び
に
懇
親

会
は
、
令
和
７
年
６
月
22
日
（
日
）
名
古

屋
市
の
「
ア
イ
リ
ス
愛
知
」
に
、
母
校
か

ら
掛
水
教
頭
先
生
、
校
友
会
本
部
よ
り
谷

脇
常
任
理
事
を
来
賓
に
迎
え
、
総
勢
19
名

に
て
開
催
し
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、
会
長
挨
拶
、
掛
水
教
頭
の

挨
拶
に
続
き
、
議
事
の
令
和
６
年
度
事
業

及
び
会
計
報
告
、
令
和
７
年
度
事
業
計
画

案
及
び
予
算
案
・
役
員
改
選
案
を
提
案
し
、

全
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
令
和
８
年
度
の

役
員
で
は
、
長
年
に
わ
た
り
東
海
校
友
会

の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
坂
本
道
美
さ
ん
（
新

制
９
回
）と
佐
竹
紀
男
さ
ん
（
新
11
回
）
に

は
相
談
役
と
し
て
、
そ
し
て
山
脇
望
さ
ん

（
新
50
回
・
野
球
部
O
B
）
に
幹
事
と
し

て
入
っ
て
頂
く
こ
と
に
な
り
ベ
テ
ラ
ン
、

若
手
を
交
え
総
勢
13
名
の
役
員
体
制
で
東

海
校
友
会
を
更
に
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
校
友
会
本
部
の
鶴
原
会
長
よ
り
祝

辞
を
頂
き
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　
懇
親
会
は
、
高
知
追
手
前
高
校
と
例
年

通
り
合
同
で
行
っ
て
お
り
今
回
で
12
回
目

と
な
り
ま
す
。掛
水
教
頭
、谷
脇
常
任
理
事

に
挨
拶
を
頂
き
記
念
撮
影
の
後
、
久
武
幹

事（
新
47
回
）を
中
心
に
校
歌
斉
唱
、
エ
ー

ル
を
行
い
、定
番
と
な
っ
た「
南
国
土
佐
を

後
に
し
て
」
を
参
加
者
全
員
が
手
を
つ
な

ぎ
、輪
を
作
っ
て
合
唱
し
ま
し
た
。ふ
る
さ

と
高
知
へ
、
そ
し
て
母
校
へ
の
想
い
は
し

っ
か
り
と
中
部
地
区
に
響
き
ま
し
た
。
二

次
会
で
は
岡
村
副
会
長（
新
44
回
）幹
事
の

も
と
、谷
脇
常
任
理
事
を
10
名
が
囲
み
、酒

と
お
喋
り
で
盛
り
上
り
来
年
の
再
会
を
誓
っ

て
散
会
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
今
回
よ
り
総
会
・
懇
親
会
を
欠

席
さ
れ
た
会
員
の
皆
様
に
、
次
回
の
参
加

に
繋
げ
て
い
く
た
め
総
会
・
懇
親
会
の
写

真
や
更
新
し
た
東
海
校
友
会
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
配
信
し
て
お
り
ま
す
。

　
最
後
に
高
知
商
業
校
友
会
の
ま
す
ま
す

の
ご
発
展
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

■
関
西
校
友
会

　
　
第
36
回
関
西
校
友
会
総
会
報
告

　
　
　
関
西
校
友
会
　
常
任
幹
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
林
　
信
一
郎

　
　
　
　
　
　
　
　 （
新
制
19
回
）

　
令
和
７
年
６
月
７
日
（
土
）
、
新
大
阪
ワ

シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル
プ
ラ
ザ
に
て
79
名
の
参

加
に
よ
り
「
第
36
回
関
西
校
友
会
総
会
」
を

開
催
し
ま
し
た
。
総
会
は
、
須
賀
会
長
か

ら
提
議
さ
れ
た
事
業
決
算
、
役
員
改
選
、

予
算
等
の
議
案
が
承
認
さ
れ
た
後
、
関
西

校
友
会
継
続
発
展
の
一
助
と
な
れ
ば
と
匿

名
希
望
の
会
員
か
ら
百
万
円
の
寄
付
金
を

頂
戴
し
た
こ
と
が
披
露
さ
れ
、
大
き
な
拍

手
が
沸
き
上
が
り
ま
し
た
。

　
来
賓
の
成
瀬
学
校
長
の
祝
辞
と
母
校
の

現
状
報
告
を
懐
か
し
く
拝
聴
後
、
懇
親
会

は
中
越
実
行
委
員
長
の
挨
拶
の
後
、
来
賓

の
辻
高
知
県
大
阪
事
務
所
所
長
の
挨
拶
で

は
、
関
西
万
博
の
大
屋
根
リ
ン
グ
に
使
用

し
て
い
る
木
材
の
40
％
が
高
知
県
産
材
で

あ
る
こ
と
、
ま
た
、
坂
本
高
知
新
聞
社
大

阪
支
社
長
の
挨
拶
で
は
、
朝
ド
ラ
（
あ
ん

ぱ
ん
）
の
、
や
な
せ
た
か
し
氏
夫
人
の
暢

（
の
ぶ
）
さ
ん
の
お
父
上
は
市
商
の
卒
業

生
で
、
神
戸
の
鈴
木
商
店
に
勤
務
し
て
い

た
と
話
さ
れ
「
た
ま
る
か
あ
」
の
反
響
で

す
。

　
野
村
四
国
銀
行
守
口
支
店
長
の
ご
発
声

で
乾
杯
に
始
ま
っ
た
懇
親
会
、
今
回
は
特

別
な
催
し
物
の
な
い
宴
席
で
し
た
が
、
ま

る
で
「
土
佐
の
お
き
ゃ
く
」
そ
の
ま
ま
で
、

古
田
氏
（
新
14
回
）
寄
贈
の
帯
田
校
舎
の

ラ
ベ
ル
が
貼
ら
れ
た
焼
酎
の
じ
ゃ
ん
け
ん

大
会
や
ら
賑
や
か
に
老
若
男
女
が
市
商
時

代
の
思
い
出
に
浸
っ
て
い
ま
し
た
。
大
谷

校
舎
世
代
の
30
歳
代
半
ば
の
最
若
手
数
名

が
「
お
手
伝
い
し
ま
す
！
」
と
声
を
挙
げ

て
く
れ
一
同
感
激
、
応
援
部
生
、
浜
田
氏

（
新
34
回
）
の
指
揮
の
下
、
新
15
回
生
９

名
が
舞
台
に
上
が
り
校
歌
・
応
援
歌
を
参

加
者
全
員
で
斉
唱
、
名
残
惜
し
い
中
、
石

道
副
会
長
が
閉
会
の
辞
を
述
べ
、
来
年
６

月
６
日
の
再
会
を
約
し
三
本
締
め
で
散
会

し
ま
し
た
。

■
高
知
校
友
会

　
　
会
務
報
告

高
知
校
友
会
事
務
局

①
創
立
１
２
６
周
年
記
念
高
知
校
友
会
定

　
時
総
会
　

〇
日
時
：
令
和
６
年
12
月
７
日（
土
）18
時

〇
場
所
：
高
知
市
「
三
翠
園
」

〇
来
賓
：
桑
名
高
知
市
長
、
永
野
高
知
市

　
　
　
　
教
育
長
、
久
保
高
知
市
教
委
指

　
　
　
　
導
主
事
、
栁
井
元
校
長
、
竹
村

　
　
　
　
前
校
長
、
前
田
前
副
校
長
、
公

　
　
　
　
文
元
教
諭
、
田
川
関
東
校
友
会

　
　
　
　
長
、
園
東
海
校
友
会
長
、
土
居

　
　
　
　
同
名
誉
会
長
、
須
賀
関
西
校
友

　
　
　
　
会
長
、
山
田
同
相
談
役

〇
参
加
：
約
２
４
０
名

〇
議
事
：
全
提
案
事
項
原
案
承
認

〇
懇
親
：
議
事
終
了
後
、
懇
親
会
開
催
済
み

②
第
一
回
合
同
理
事
会

〇
日
時
：
令
和
７
年
７
月
12
日（
土
）18
時

〇
場
所
：
母
校
大
会
議
室

〇
参
加
：
45
名（
校
長
・
副
校
長
を
含
む
。）

〇
議
事
：
総
会
若
年
層
参
加
拡
大
対
策
・

　
　
　
　
総
会
会
券
預
託

③
第
二
回
合
同
理
事
会

〇
日
時
：
令
和
７
年
11
月
８
日（
土
）18
時

〇
場
所
：
母
校
鵬
程
会
館
資
料
室

〇
参
加
：
37
名
（
校
長
を
含
む
。）

〇
議
事
：
総
会
提
出
議
案
審
議
、
会
券
精
算

④
役
員
会
（
所
用
回
数
開
催
済
み
）

⑤
そ
の
他
事
業（
新
校
友
会
事
業
に
含
む
。）

□
安
芸
支
部

　
　
　
　
　
　
　
副
会
長
　
坂
本
　
泰
資

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
新
制
37
回
）

　
安
芸
校
友
会（
支
部
）７
年
度
総
会
並
び
に

懇
親
会
は
、
８
月
23
日（
土
）午
後
６
時
か
ら

安
芸
市
の
料
亭
処「
百
人
一
首
」に
お
い
て
12

名
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
母
校
か
ら
掛
水
教
頭
、
高
知
校
友
会
か
ら

柳
村
副
会
長
、谷
脇
理
事
に
加
え
、江
渕
魚
梁

瀬
小
中
学
校
長（
新
制
38
回
）に
も
初
参
加
い

た
だ
き
ま
し
た
。高
松
事
務
局
長
の
司
会
で

始
ま
り
、
畠
中
純
水
支
部
長（
新
制
15
回
）の

挨
拶
。そ
し
て
、
掛
水
教
頭
か
ら
は「
高
知
商

業
高
等
学
校
ス
ク
ー
ル
ガ
イ
ド
」
を
活
用
し

た
総
合
・
社
会
・
情
報
・
ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
説
明
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

掛
水
教
頭
先
生
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
、
今

の
学
力
の
高
さ
に
圧
倒
さ
れ
、
私
の
学
生
時

代
を
思
い
出
し
反
省
し
た
と
こ
ろ
で
し
た
。

　
そ
ん
な
反
省
は
さ
て
お
き
、
懇
親
会
は
始

ま
り
ま
す
。一
口
飲
め
ば
去
年
と
一
緒
で
声

は
大
き
く
な
り
、
ビ
ー
ル
・
焼
酎
の
お
か
わ

り
連
呼
、す
か
さ
ず
日
本
酒
に
チ
ェ
ン
ジ
。そ

ん
な
中
、谷
脇
理
事
は
冷
静
で
あ
り
、ビ
ー
ル

一
筋
。新
制
15
回
の
同
級
生
で
あ
る
畠
中
会

長
と
藤
戸
博
孝
氏
が
日
本
酒
を
飲
ん
で
も

ビ
ー
ル
一
筋
。そ
ん
な
谷
脇
監
督
は
、生
ビ
ー

ル
を
何
杯
飲
ん
だ
の
か
、
お
年
を
考
え
る
と

元
気
で
す
。

　
私
は
安
芸
出
身
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
懇

親
会
に
な
る
と
出
身
な
ど
関
係
な
く
、
皆
さ

ん
で
盛
り
上
が
り
ま
す
。本
当
に
仲
の
良
い

安
芸
支
部
で
す
。

　
今
回
も
高
知
商
業
卒
業
生
で
良
か
っ
た
と

思
え
る
１
日
で
し
た
。段
取
り
を
し
て
い
た

だ
い
た
方
々
、ご
臨
席
を
い
た
だ
い
た
方
々
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
令
和
７
年
度
高
知
校
友
会
総
会
が

盛
大
に
行
わ
れ
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。

□
香
南
支
部

　
　
　
　
　
　
事
務
局
長
　
中
谷
　
誠
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
新
制
34
回
）

　
香
南
校
友
会（
支
部
）第
７
回
総
会
・
懇
親

会
は
、
令
和
７
年
５
月
31
日（
土
）午
後
６
時

か
ら
香
南
市
の
割
烹「
吉
野
」に
、
来
賓
と
し

て
高
知
校
友
会
よ
り
鶴
原
正
一
会
長
、
三
宮

徹
事
務
局
長
、
学
校
か
ら
成
瀬
孝
治
学
校
長

の
３
名
の
ご
臨
席
を
賜
り
総
勢
19
名
で
開
催

い
た
し
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、ま
ず
活
動
報
告
と
し
て
、昨
年

12
月
８
日（
日
）開
催
の「
赤
岡
冬
の
夏
祭
り
」

で
引
率
の
先
生
と
母
校
在
校
生
10
名
の
み
な

さ
ん
に
参
加
し
て
も
ら
っ
た
ラ
オ
ス
物
産
品

販
売
の
出
店
の
補
助
活
動
を
実
施
し
た
こ
と

を
報
告
し
、
順
次
上
程
し
た
議
事
を
報
告
・

承
認
頂
き
ま
し
た
。

　
来
賓
挨
拶
で
鶴
原
会
長
よ
り
新
体
制
の
校

友
会
の
報
告
を
頂
き
、
成
瀬
校
長
か
ら
は
母

校
の
近
況･

生
徒
の
活
動
等
を
お
聞
き
し
ま

し
た
。そ
の
後
、恒
例
の
集
合
写
真
撮
影
か
ら

懇
親
会
へ
。懇
親
会
は
三
宮
事
務
局
長
の
乾

杯
の
発
声
で
始
ま
り
、
酒
盛
り
は
大
盛
況
の

う
ち
に
時
間
が
過
ぎ
、
最
後
は
や
は
り
こ
の

人
、
鶴
原
会
長
の
素
晴
ら
し
い
エ
ー
ル
で
懇

親
会
を
締
め
て
頂
き
ま
し
た
。

　
毎
年
の
こ
と
で
す
が
、
時
間
を
忘
れ
て
同

窓
の
新
制
21
回
生
の
方
か
ら
54
回
生
が
入
り

混
じ
っ
て
杯
を
酌
み
交
わ
す
光
景
は
微
笑
ま

し
く
嬉
し
い
場
面
で
す
。個
人
的
で
す
が
市

商
に
入
学
・
学
び･

卒
業
し
て
、こ
の
年
齢
ま

で
校
友
会
に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
大
変
良

か
っ
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
香
南
支
部
と
し
て
、
各
支
部
で
も
懸
案
の

総
会
参
加
者
増
と
若
い
世
代
の
参
加
者
増
を

目
指
し
、
田
内
支
部
長
先
頭
に
役
員
全
員
で

頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

□
南
国
支
部

　
　
　
　
　
　
　
支
部
長
　
三
谷
　
昭
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
新
制
23
回
生
）

　
南
国
校
友
会（
支
部
）第
27
回
総
会
は
、
令

和
７
年
５
月
11
日（
日
）「
カ
フ
ェ
オ
ル
ソ
ン
」

に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。本
部
校
友
会

よ
り
鶴
原
正
一
会
長
、
柳
村
晃
司
副
会
長
並

び
に
学
校
か
ら
安
岡
孝
治
副
校
長
の
ご
臨
席

を
賜
り
ま
し
た
。

　
通
常
総
会
で
は
、
上
程
さ
れ
た
各
議
案
に

高
知
校
友
会
県
内
支
部
だ
よ
り

つ
い
て
、
す
べ
て
全
員
異
議
な
く
原
案
ど
お

り
承
認
さ
れ
、
滞
り
な
く
式
典
は
進
行
し
ま

し
た
。来
賓
祝
辞
で
は
、鶴
原
正
一
会
長
か
ら

校
友
会
の
活
動
に
つ
い
て
の
報
告
と
こ
れ
か

ら
の
校
友
会
の
あ
り
方
等
に
つ
い
て
ご
意
見

を
賜
り
、大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。安
岡
孝

治
副
校
長
か
ら
は
、
高
知
商
業
の
生
徒
の
活

動
や
学
校
の
近
況
報
告
を
伺
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
記
念
撮
影
を
行
い
懇
親
会
に
移

り
ま
し
た
。南
国
支
部
は
、高
齢
化
が
進
み
参

加
者
が
減
少
し
て
い
る
実
情
も
あ
り
、
今
後

の
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て
改
革
の
必
要
性
を

感
じ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
南
国
支
部
で
は
、
澤
本
吉
子
様（
新

制
８
回
）と
川
村
忠
義
様（
新
制
15
回
）の
お

二
人
の
理
事
が
教
育
文
化
功
労
の
南
国
市
民

賞
と
い
う
名
誉
あ
る
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。お
二
人
に
は
高
知
商
業
で
の
出
来
事
、思

い
出
、
社
会
に
出
て
か
ら
の
活
動
等
の
お
話

を
聞
か
せ
て
頂
き
ま
し
た
。参
加
者
は
そ
れ

ぞ
れ
の
活
動
に
感
心
し
、
同
じ
高
知
商
業
卒

業
生
と
し
て
誇
り
に
思
い
ま
し
た
。何
か
の

機
会
が
有
れ
ば
高
知
商
業
生
、
校
友
会
の
皆

様
に
聴
い
て
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
懇
親
会
で
は
賑
や
か
に
交
流
を
深
め
る

中
、
今
後
の
参
加
者
増
に
向
け
て
の
意
見
交

換
を
行
い
散
会
と
な
り
ま
し
た
。

□
嶺
北
支
部

　
　
　
　
　
　
事
務
局
長
　
和
田
　
誠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
新
制
45
回
）

　
嶺
北
支
部
で
は
、
毎
年
３
月
に
役
員
会
を

開
催
し
、本
年
度
総
会
の
議
案
等
を
検
討
し
、

６
月
に
定
期
総
会
を
開
催
す
る
の
が
通
例
で

す
。

　
そ
の
定
期
総
会
は
、
今
年
も
土
佐
町
田
井

の「
フ
ォ
ー
ラ
ム
末
広
」に
、
母
校
か
ら
安
岡

副
校
長
、
校
友
会
か
ら
三
宮
事
務
局
長
の
２

名
の
ご
臨
席
を
賜
り
開
催
の
運
び
と
な
り
ま

し
た
。総
会
議
事
で
は
提
案
事
項
を
す
べ
て

承
認
い
た
だ
き
、
引
き
続
い
て
は
楽
し
み
な

懇
親
会
で
す
。

　
会
場
で
は
、先
輩
・
後
輩
関
係
な
く
、終
始

笑
顔
で
酒
を
酌
み
交
わ
し
、
楽
し
い
時
間
を

過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。ま
た
、嶺
北
支

部
の
恒
例
で
あ
る
川
田
勝（
新
16
回
）先
輩
指

揮
の
校
歌
斉
唱
は
、
鵬
程
万
里
の
歌
声
は
嶺

北
地
域
の
隅
々
ま
で
こ
だ
ま
す
る
ほ
ど
。改

め
て
高
知
商
業
の
す
ば
ら
し
さ
を
実
感
し
ま

し
た
。

　
嶺
北
支
部
も
他
の
支
部
同
様
に
年
々
参
加

者
の
減
少
傾
向
が
続
い
て
お
り
、
役
員
会
で

も
参
加
者
を
増
や
す
方
策
を
検
討
し
て
い
ま

す
が
、難
し
い
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。役
員

会
で
は
、
毎
年
少
し
ず
つ
で
も
参
加
者
増
へ

の
努
力
を
重
ね
て
い
く
と
し
て
い
ま
す
。

　
終
わ
り
に
、
令
和
７
年
度
校
友
会
本
部
総

会
が
盛
大
に
行
わ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

□
越
知
支
部
　

　
　
　
　
　
　
事
務
局
長
　
外
山
　
由
香

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
新
制
29
回
生
）

　
本
年
度
の
越
知
校
友
会
総
会
は
８
月
９
日

（
土
）午
後
６
時
よ
り
、越
知
町
の
料
亭「
三
秀
」

に
於
い
て
21
名
の
参
加
に
よ
り
開
催
し
ま
し

た
。

　
来
賓
と
し
て
成
瀬
孝
治
校
長
先
生
、
鶴
原

正
一
校
友
会
会
長
の
ご
臨
席
を
賜
り
ま
し

た
。清
光
越
知
校
友
会
長
の
挨
拶
の
後
、成
瀬

校
長
先
生
か
ら
在
校
生
の
素
晴
ら
し
い
業
績

を
報
告
い
た
だ
き
、
一
同
た
だ
た
だ
「
お

お
っ
！
」も
し
く
は「
ほ
お
っ
〜
」と
し
か
声

が
上
が
ら
な
い
状
態
で
し
た
。

　
今
年
は
、
家
庭
の
事
情
で
子
供
連
れ
の
参

加
者
が
い
ま
し
た
が
、次
回
以
降
、ご
夫
婦
参

加
者
な
ど
が
あ
っ
て
も
い
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。そ
し
て
、新
た
に
校
友
会
参
加
者

を
増
や
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
し
た
。参
加

者
は
上
は
70
歳
台
か
ら
来
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
が
、若
い
方
は
35
歳
で
し
た
。も
う
少
し

参
加
年
齢
を
引
き
下
げ
て
よ
り
多
く
の
方
に

参
加
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
声
掛
け
頑
張
ろ

う
！
と
、皆
で
来
年
の
目
標
を
掲
げ
て
、今
年

の
総
会
も
終
了
の
時
間
と
な
り
、
来
年
の
再

会
を
楽
し
み
に
散
会
し
ま
し
た
。

□
中
土
佐
支
部

　
　
　
　
　
　
事
務
局
長
　
谷
脇
眞
由
美

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
新
制
38
回
）

　
令
和
７
年
９
月
６
日（
土
）、
昨
年
に
引
き

続
き
、
卒
業
生
O
G
で
も
あ
り
ま
す
ご
夫
婦

が
町
内
で
営
ん
で
ま
す「
お
も
や
」に
て
第
17

回
中
土
佐
校
友
会（
支
部
）総
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　
毎
回
た
く
さ
ん
の
卒
業
生
の
出
席
を
掲
げ

て
い
る
中
土
佐
支
部
、
今
年
も
昨
年
に
引
き

続
き
、
お
隣
の
四
万
十
町（
窪
川
支
部
）に
出

席
の
依
頼
を
し
ま
し
た
が
都
合
が
あ
わ
ず
、

元
巨
人
軍
の
投
手（
四
万
十
町
在
住
）髙
橋
善

正
さ
ん
に
も
お
声
掛
け
し
ま
し
た
が
、
こ
ち

ら
も
都
合
が
合
わ
ず
出
席
は
か
な
い
ま
せ
ん

で
し
た
。

　
が
、
今
年
春
に
卒
業
し
た
て
の
女
の
子
が

出
席
し
て
く
れ
ま
し
た
し
、
中
土
佐
町
に
お

嫁
に
き
て
20
数
年
、
初
め
て
参
加
し
て
く
れ

た
り
と
、
ま
た
新
し
い
顔
ぶ
れ
が
中
土
佐
支

部
に
加
わ
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
本
部
か
ら
も
谷
脇
常
任
理
事
と
三
宮
事
務

局
長
と
２
名
に
出
席
頂
き
ま
し
た
。校
友
会

長
鶴
原
氏
と
成
瀬
学
校
長
よ
り
は
祝
辞
を
頂

き
代
読
に
て
公
表
い
た
し
ま
し
た
。そ
の
中

で
、鶴
原
校
友
会
長
よ
り
の
祝
辞
の
中
で「
県

西
部
の
中
核
と
し
て
高
幡
東
部
の
地
に
校
是

『
報
本
反
始
』の
精
神
を
培
い
、校
歌『
鵬
程
万

里
』
を
地
域
の
隅
々
ま
で
届
け
て
こ
ら
れ
た

ご
当
地
中
土
佐
校
友
会
一
人
一
人
の
ご
尽
力

に
支
え
ら
れ
た
結
果
で
あ
ろ
う
と
、
県
西
部

か
ら
全
国
校
友
会
組
織
の
目
標
と
な
る
活
動

が･･･

」と
祝
辞
を
頂
き
過
分
な
お
言
葉
、
嬉

し
い
限
り
で
す
。こ
れ
か
ら
の
活
動
に
も
励

み
に
な
り
ま
す
。

　
昨
今
、
近
隣
の
市
町
村
は
活
動
休
止
が
多

く
少
子
化
の
ご
時
世
、中
土
佐
支
部
も･･･
と

少
し
弱
気
に
な
り
そ
う
で
す
が
、
喜
ば
し
い

話
も
あ
り
、
今
年
度
は
中
土
佐
町
も
近
年
に

な
い
人
数
の
中
学
生
が
高
知
商
業
を
受
験
す

る
と
き
い
て
お
り
ま
す
。我
々
も
老
い
て
は

ま
す
ま
す
壮
ん
な
る
べ
し
。

　
ま
た
来
年
の
再
会
を
楽
し
み
に
校
歌
、
応

援
歌
斉
唱
で
散
会
い
た
し
ま
し
た
。

澤本　吉子氏

川村　忠義氏
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■
関
東
校
友
会

　
　
第
31
回
大
会
報
告

　
　
　
関
東
校
友
会
　
会
長
　
田
川
修
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
新
制
16
回
）

　
関
東
校
友
会
第
31
回
大
会
を
、
令
和
７

年
５
月
24
日
、
日
本
教
育
会
館
「
喜
山
ク

ラ
ブ
」
で
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
大
会
当

日
、
関
東
校
友
会
の
定
時
総
会
を
行
い
、
令

和
６
年
度
の
会
務
・
行
事
報
告
及
び
会
計

報
告
を
行
い
、
令
和
７
年
度
の
行
事
計
画

と
予
算
を
説
明
し
、
無
事
総
会
を
終
了
し

ま
し
た
。

　
総
会
終
了
後
、
懇
親
会
を
開
き
、
校
友

会
本
部
の
矢
野
顧
問
は
じ
め
久
家
高
知
県

東
京
事
務
所
副
所
長
、
田
村
関
東
高
知
県

人
会
相
談
役
等
の
来
賓
の
方
々
、
校
友
会

の
会
員
の
皆
様
に
出
席
頂
き
、
盛
大
に
開

催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
矢
野
校
友

会
顧
問
に
は
定
時
総
会
か
ら
ご
出
席
頂
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
懇
親
会
で
は
矢
野
顧
問
か
ら
今
年
の
Ｎ
Ｈ

Ｋ
の
朝
ド
ラ
「
あ
ん
ぱ
ん
」
に
関
す
る
話
題

を
ご
披
露
頂
き
、
朝
ド
ラ
を
見
る
の
が
よ
り

身
近
に
な
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
成
瀬
校
長
か
ら
は
ボ
イ
ス
レ
タ
ー
を
頂

き
、
母
校
の
一
年
間
の
文
化
活
動
や
運
動

部
の
活
躍
を
報
告
し
て
頂
き
ま
し
た
。
後

輩
の
益
々
の
ご
活
躍
に
嬉
し
そ
う
に
頷
い

て
い
る
会
員
の
様
子
に
、
母
校
へ
の
思
い

を
強
く
感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。
来
年
は
ビ

デ
オ
レ
タ
ー
を
活
用
し
、
よ
り
一
層
の
臨

場
感
を
味
わ
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
関
東
校
友
会
で
も
年
々
参
加
者
の
減
少

傾
向
が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、
今
年
は
懇

親
会
で
の
イ
ベ
ン
ト
を
控
え
め
に
し
、
参

加
者
の
交
流
を
中
心
に
進
め
た
こ
と
で
、

会
場
の
い
く
つ
も
の
テ
ー
ブ
ル
で
は
、
世

代
を
超
え
た
会
員
同
士
の
会
話
が
時
間
の

た
つ
の
を
忘
れ
て
続
い
て
い
ま
し
た
。

　
改
め
て
「
市
商
は
ひ
と
つ
」
の
も
と
、

こ
の
よ
う
に
思
い
出
話
し
や
母
校
の
将
来

へ
の
期
待
を
熱
く
語
ら
れ
る
場
所
を
作
っ

て
い
く
の
も
大
事
な
こ
と
だ
と
痛
感
し
ま

し
た
。

　
来
年
は
、
参
加
者
の
希
望
も
考
え
て
総

会
の
開
催
を
６
月
に
予
定
し
て
い
ま
す
。

友
人
や
知
人
の
輪
を
拡
げ
一
人
で
も
多
く

の
会
員
が
参
加
で
き
る
よ
う
な
校
友
会
に

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
母
校
の
発
展

と
校
友
会
が
益
々
栄
え
る
こ
と
を
祈
念
し

て
い
ま
す
。

■
東
海
校
友
会

　
　
第
36
回
東
海
校
友
会
総
会
報
告

　
　
東
海
校
友
会
　
会
長
　
園
　
正
路

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
新
制
27
回
）

　
第
36
回
東
海
校
友
会
総
会
並
び
に
懇
親

会
は
、
令
和
７
年
６
月
22
日
（
日
）
名
古

屋
市
の
「
ア
イ
リ
ス
愛
知
」
に
、
母
校
か

ら
掛
水
教
頭
先
生
、
校
友
会
本
部
よ
り
谷

脇
常
任
理
事
を
来
賓
に
迎
え
、
総
勢
19
名

に
て
開
催
し
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、
会
長
挨
拶
、
掛
水
教
頭
の

挨
拶
に
続
き
、
議
事
の
令
和
６
年
度
事
業

及
び
会
計
報
告
、
令
和
７
年
度
事
業
計
画

案
及
び
予
算
案
・
役
員
改
選
案
を
提
案
し
、

全
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
令
和
８
年
度
の

役
員
で
は
、
長
年
に
わ
た
り
東
海
校
友
会

の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
坂
本
道
美
さ
ん
（
新

制
９
回
）と
佐
竹
紀
男
さ
ん
（
新
11
回
）
に

は
相
談
役
と
し
て
、
そ
し
て
山
脇
望
さ
ん

（
新
50
回
・
野
球
部
O
B
）
に
幹
事
と
し

て
入
っ
て
頂
く
こ
と
に
な
り
ベ
テ
ラ
ン
、

若
手
を
交
え
総
勢
13
名
の
役
員
体
制
で
東

海
校
友
会
を
更
に
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
校
友
会
本
部
の
鶴
原
会
長
よ
り
祝

辞
を
頂
き
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　
懇
親
会
は
、
高
知
追
手
前
高
校
と
例
年

通
り
合
同
で
行
っ
て
お
り
今
回
で
12
回
目

と
な
り
ま
す
。掛
水
教
頭
、谷
脇
常
任
理
事

に
挨
拶
を
頂
き
記
念
撮
影
の
後
、
久
武
幹

事（
新
47
回
）を
中
心
に
校
歌
斉
唱
、
エ
ー

ル
を
行
い
、定
番
と
な
っ
た「
南
国
土
佐
を

後
に
し
て
」
を
参
加
者
全
員
が
手
を
つ
な

ぎ
、輪
を
作
っ
て
合
唱
し
ま
し
た
。ふ
る
さ

と
高
知
へ
、
そ
し
て
母
校
へ
の
想
い
は
し

っ
か
り
と
中
部
地
区
に
響
き
ま
し
た
。
二

次
会
で
は
岡
村
副
会
長（
新
44
回
）幹
事
の

も
と
、谷
脇
常
任
理
事
を
10
名
が
囲
み
、酒

と
お
喋
り
で
盛
り
上
り
来
年
の
再
会
を
誓
っ

て
散
会
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
今
回
よ
り
総
会
・
懇
親
会
を
欠

席
さ
れ
た
会
員
の
皆
様
に
、
次
回
の
参
加

に
繋
げ
て
い
く
た
め
総
会
・
懇
親
会
の
写

真
や
更
新
し
た
東
海
校
友
会
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
配
信
し
て
お
り
ま
す
。

　
最
後
に
高
知
商
業
校
友
会
の
ま
す
ま
す

の
ご
発
展
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

■
関
西
校
友
会

　
　
第
36
回
関
西
校
友
会
総
会
報
告

　
　
　
関
西
校
友
会
　
常
任
幹
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
林
　
信
一
郎

　
　
　
　
　
　
　
　 （
新
制
19
回
）

　
令
和
７
年
６
月
７
日
（
土
）
、
新
大
阪
ワ

シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル
プ
ラ
ザ
に
て
79
名
の
参

加
に
よ
り
「
第
36
回
関
西
校
友
会
総
会
」
を

開
催
し
ま
し
た
。
総
会
は
、
須
賀
会
長
か

ら
提
議
さ
れ
た
事
業
決
算
、
役
員
改
選
、

予
算
等
の
議
案
が
承
認
さ
れ
た
後
、
関
西

校
友
会
継
続
発
展
の
一
助
と
な
れ
ば
と
匿

名
希
望
の
会
員
か
ら
百
万
円
の
寄
付
金
を

頂
戴
し
た
こ
と
が
披
露
さ
れ
、
大
き
な
拍

手
が
沸
き
上
が
り
ま
し
た
。

　
来
賓
の
成
瀬
学
校
長
の
祝
辞
と
母
校
の

現
状
報
告
を
懐
か
し
く
拝
聴
後
、
懇
親
会

は
中
越
実
行
委
員
長
の
挨
拶
の
後
、
来
賓

の
辻
高
知
県
大
阪
事
務
所
所
長
の
挨
拶
で

は
、
関
西
万
博
の
大
屋
根
リ
ン
グ
に
使
用

し
て
い
る
木
材
の
40
％
が
高
知
県
産
材
で

あ
る
こ
と
、
ま
た
、
坂
本
高
知
新
聞
社
大

阪
支
社
長
の
挨
拶
で
は
、
朝
ド
ラ
（
あ
ん

ぱ
ん
）
の
、
や
な
せ
た
か
し
氏
夫
人
の
暢

（
の
ぶ
）
さ
ん
の
お
父
上
は
市
商
の
卒
業

生
で
、
神
戸
の
鈴
木
商
店
に
勤
務
し
て
い

た
と
話
さ
れ
「
た
ま
る
か
あ
」
の
反
響
で

す
。

　
野
村
四
国
銀
行
守
口
支
店
長
の
ご
発
声

で
乾
杯
に
始
ま
っ
た
懇
親
会
、
今
回
は
特

別
な
催
し
物
の
な
い
宴
席
で
し
た
が
、
ま

る
で
「
土
佐
の
お
き
ゃ
く
」
そ
の
ま
ま
で
、

古
田
氏
（
新
14
回
）
寄
贈
の
帯
田
校
舎
の

ラ
ベ
ル
が
貼
ら
れ
た
焼
酎
の
じ
ゃ
ん
け
ん

大
会
や
ら
賑
や
か
に
老
若
男
女
が
市
商
時

代
の
思
い
出
に
浸
っ
て
い
ま
し
た
。
大
谷

校
舎
世
代
の
30
歳
代
半
ば
の
最
若
手
数
名

が
「
お
手
伝
い
し
ま
す
！
」
と
声
を
挙
げ

て
く
れ
一
同
感
激
、
応
援
部
生
、
浜
田
氏

（
新
34
回
）
の
指
揮
の
下
、
新
15
回
生
９

名
が
舞
台
に
上
が
り
校
歌
・
応
援
歌
を
参

加
者
全
員
で
斉
唱
、
名
残
惜
し
い
中
、
石

道
副
会
長
が
閉
会
の
辞
を
述
べ
、
来
年
６

月
６
日
の
再
会
を
約
し
三
本
締
め
で
散
会

し
ま
し
た
。

■
高
知
校
友
会

　
　
会
務
報
告

高
知
校
友
会
事
務
局

①
創
立
１
２
６
周
年
記
念
高
知
校
友
会
定

　
時
総
会
　

〇
日
時
：
令
和
６
年
12
月
７
日（
土
）18
時

〇
場
所
：
高
知
市
「
三
翠
園
」

〇
来
賓
：
桑
名
高
知
市
長
、
永
野
高
知
市

　
　
　
　
教
育
長
、
久
保
高
知
市
教
委
指

　
　
　
　
導
主
事
、
栁
井
元
校
長
、
竹
村

　
　
　
　
前
校
長
、
前
田
前
副
校
長
、
公

　
　
　
　
文
元
教
諭
、
田
川
関
東
校
友
会

　
　
　
　
長
、
園
東
海
校
友
会
長
、
土
居

　
　
　
　
同
名
誉
会
長
、
須
賀
関
西
校
友

　
　
　
　
会
長
、
山
田
同
相
談
役

〇
参
加
：
約
２
４
０
名

〇
議
事
：
全
提
案
事
項
原
案
承
認

〇
懇
親
：
議
事
終
了
後
、
懇
親
会
開
催
済
み

②
第
一
回
合
同
理
事
会

〇
日
時
：
令
和
７
年
７
月
12
日（
土
）18
時

〇
場
所
：
母
校
大
会
議
室

〇
参
加
：
45
名（
校
長
・
副
校
長
を
含
む
。）

〇
議
事
：
総
会
若
年
層
参
加
拡
大
対
策
・

　
　
　
　
総
会
会
券
預
託

③
第
二
回
合
同
理
事
会

〇
日
時
：
令
和
７
年
11
月
８
日（
土
）18
時

〇
場
所
：
母
校
鵬
程
会
館
資
料
室

〇
参
加
：
37
名
（
校
長
を
含
む
。）

〇
議
事
：
総
会
提
出
議
案
審
議
、
会
券
精
算

④
役
員
会
（
所
用
回
数
開
催
済
み
）

⑤
そ
の
他
事
業（
新
校
友
会
事
業
に
含
む
。）

□
安
芸
支
部

　
　
　
　
　
　
　
副
会
長
　
坂
本
　
泰
資

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
新
制
37
回
）

　
安
芸
校
友
会（
支
部
）７
年
度
総
会
並
び
に

懇
親
会
は
、
８
月
23
日（
土
）午
後
６
時
か
ら

安
芸
市
の
料
亭
処「
百
人
一
首
」に
お
い
て
12

名
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
母
校
か
ら
掛
水
教
頭
、
高
知
校
友
会
か
ら

柳
村
副
会
長
、谷
脇
理
事
に
加
え
、江
渕
魚
梁

瀬
小
中
学
校
長（
新
制
38
回
）に
も
初
参
加
い

た
だ
き
ま
し
た
。高
松
事
務
局
長
の
司
会
で

始
ま
り
、
畠
中
純
水
支
部
長（
新
制
15
回
）の

挨
拶
。そ
し
て
、
掛
水
教
頭
か
ら
は「
高
知
商

業
高
等
学
校
ス
ク
ー
ル
ガ
イ
ド
」
を
活
用
し

た
総
合
・
社
会
・
情
報
・
ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
説
明
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

掛
水
教
頭
先
生
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
、
今

の
学
力
の
高
さ
に
圧
倒
さ
れ
、
私
の
学
生
時

代
を
思
い
出
し
反
省
し
た
と
こ
ろ
で
し
た
。

　
そ
ん
な
反
省
は
さ
て
お
き
、
懇
親
会
は
始

ま
り
ま
す
。一
口
飲
め
ば
去
年
と
一
緒
で
声

は
大
き
く
な
り
、
ビ
ー
ル
・
焼
酎
の
お
か
わ

り
連
呼
、す
か
さ
ず
日
本
酒
に
チ
ェ
ン
ジ
。そ

ん
な
中
、谷
脇
理
事
は
冷
静
で
あ
り
、ビ
ー
ル

一
筋
。新
制
15
回
の
同
級
生
で
あ
る
畠
中
会

長
と
藤
戸
博
孝
氏
が
日
本
酒
を
飲
ん
で
も

ビ
ー
ル
一
筋
。そ
ん
な
谷
脇
監
督
は
、生
ビ
ー

ル
を
何
杯
飲
ん
だ
の
か
、
お
年
を
考
え
る
と

元
気
で
す
。

　
私
は
安
芸
出
身
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
懇

親
会
に
な
る
と
出
身
な
ど
関
係
な
く
、
皆
さ

ん
で
盛
り
上
が
り
ま
す
。本
当
に
仲
の
良
い

安
芸
支
部
で
す
。

　
今
回
も
高
知
商
業
卒
業
生
で
良
か
っ
た
と

思
え
る
１
日
で
し
た
。段
取
り
を
し
て
い
た

だ
い
た
方
々
、ご
臨
席
を
い
た
だ
い
た
方
々
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
令
和
７
年
度
高
知
校
友
会
総
会
が

盛
大
に
行
わ
れ
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。

□
香
南
支
部

　
　
　
　
　
　
事
務
局
長
　
中
谷
　
誠
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
新
制
34
回
）

　
香
南
校
友
会（
支
部
）第
７
回
総
会
・
懇
親

会
は
、
令
和
７
年
５
月
31
日（
土
）午
後
６
時

か
ら
香
南
市
の
割
烹「
吉
野
」に
、
来
賓
と
し

て
高
知
校
友
会
よ
り
鶴
原
正
一
会
長
、
三
宮

徹
事
務
局
長
、
学
校
か
ら
成
瀬
孝
治
学
校
長

の
３
名
の
ご
臨
席
を
賜
り
総
勢
19
名
で
開
催

い
た
し
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、ま
ず
活
動
報
告
と
し
て
、昨
年

12
月
８
日（
日
）開
催
の「
赤
岡
冬
の
夏
祭
り
」

で
引
率
の
先
生
と
母
校
在
校
生
10
名
の
み
な

さ
ん
に
参
加
し
て
も
ら
っ
た
ラ
オ
ス
物
産
品

販
売
の
出
店
の
補
助
活
動
を
実
施
し
た
こ
と

を
報
告
し
、
順
次
上
程
し
た
議
事
を
報
告
・

承
認
頂
き
ま
し
た
。

　
来
賓
挨
拶
で
鶴
原
会
長
よ
り
新
体
制
の
校

友
会
の
報
告
を
頂
き
、
成
瀬
校
長
か
ら
は
母

校
の
近
況･

生
徒
の
活
動
等
を
お
聞
き
し
ま

し
た
。そ
の
後
、恒
例
の
集
合
写
真
撮
影
か
ら

懇
親
会
へ
。懇
親
会
は
三
宮
事
務
局
長
の
乾

杯
の
発
声
で
始
ま
り
、
酒
盛
り
は
大
盛
況
の

う
ち
に
時
間
が
過
ぎ
、
最
後
は
や
は
り
こ
の

人
、
鶴
原
会
長
の
素
晴
ら
し
い
エ
ー
ル
で
懇

親
会
を
締
め
て
頂
き
ま
し
た
。

　
毎
年
の
こ
と
で
す
が
、
時
間
を
忘
れ
て
同

窓
の
新
制
21
回
生
の
方
か
ら
54
回
生
が
入
り

混
じ
っ
て
杯
を
酌
み
交
わ
す
光
景
は
微
笑
ま

し
く
嬉
し
い
場
面
で
す
。個
人
的
で
す
が
市

商
に
入
学
・
学
び･

卒
業
し
て
、こ
の
年
齢
ま

で
校
友
会
に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
大
変
良

か
っ
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
香
南
支
部
と
し
て
、
各
支
部
で
も
懸
案
の

総
会
参
加
者
増
と
若
い
世
代
の
参
加
者
増
を

目
指
し
、
田
内
支
部
長
先
頭
に
役
員
全
員
で

頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

□
南
国
支
部

　
　
　
　
　
　
　
支
部
長
　
三
谷
　
昭
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
新
制
23
回
生
）

　
南
国
校
友
会（
支
部
）第
27
回
総
会
は
、
令

和
７
年
５
月
11
日（
日
）「
カ
フ
ェ
オ
ル
ソ
ン
」

に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。本
部
校
友
会

よ
り
鶴
原
正
一
会
長
、
柳
村
晃
司
副
会
長
並

び
に
学
校
か
ら
安
岡
孝
治
副
校
長
の
ご
臨
席

を
賜
り
ま
し
た
。

　
通
常
総
会
で
は
、
上
程
さ
れ
た
各
議
案
に

高
知
校
友
会
県
内
支
部
だ
よ
り

つ
い
て
、
す
べ
て
全
員
異
議
な
く
原
案
ど
お

り
承
認
さ
れ
、
滞
り
な
く
式
典
は
進
行
し
ま

し
た
。来
賓
祝
辞
で
は
、鶴
原
正
一
会
長
か
ら

校
友
会
の
活
動
に
つ
い
て
の
報
告
と
こ
れ
か

ら
の
校
友
会
の
あ
り
方
等
に
つ
い
て
ご
意
見

を
賜
り
、大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。安
岡
孝

治
副
校
長
か
ら
は
、
高
知
商
業
の
生
徒
の
活

動
や
学
校
の
近
況
報
告
を
伺
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
記
念
撮
影
を
行
い
懇
親
会
に
移

り
ま
し
た
。南
国
支
部
は
、高
齢
化
が
進
み
参

加
者
が
減
少
し
て
い
る
実
情
も
あ
り
、
今
後

の
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て
改
革
の
必
要
性
を

感
じ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
南
国
支
部
で
は
、
澤
本
吉
子
様（
新

制
８
回
）と
川
村
忠
義
様（
新
制
15
回
）の
お

二
人
の
理
事
が
教
育
文
化
功
労
の
南
国
市
民

賞
と
い
う
名
誉
あ
る
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。お
二
人
に
は
高
知
商
業
で
の
出
来
事
、思

い
出
、
社
会
に
出
て
か
ら
の
活
動
等
の
お
話

を
聞
か
せ
て
頂
き
ま
し
た
。参
加
者
は
そ
れ

ぞ
れ
の
活
動
に
感
心
し
、
同
じ
高
知
商
業
卒

業
生
と
し
て
誇
り
に
思
い
ま
し
た
。何
か
の

機
会
が
有
れ
ば
高
知
商
業
生
、
校
友
会
の
皆

様
に
聴
い
て
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
懇
親
会
で
は
賑
や
か
に
交
流
を
深
め
る

中
、
今
後
の
参
加
者
増
に
向
け
て
の
意
見
交

換
を
行
い
散
会
と
な
り
ま
し
た
。

□
嶺
北
支
部

　
　
　
　
　
　
事
務
局
長
　
和
田
　
誠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
新
制
45
回
）

　
嶺
北
支
部
で
は
、
毎
年
３
月
に
役
員
会
を

開
催
し
、本
年
度
総
会
の
議
案
等
を
検
討
し
、

６
月
に
定
期
総
会
を
開
催
す
る
の
が
通
例
で

す
。

　
そ
の
定
期
総
会
は
、
今
年
も
土
佐
町
田
井

の「
フ
ォ
ー
ラ
ム
末
広
」に
、
母
校
か
ら
安
岡

副
校
長
、
校
友
会
か
ら
三
宮
事
務
局
長
の
２

名
の
ご
臨
席
を
賜
り
開
催
の
運
び
と
な
り
ま

し
た
。総
会
議
事
で
は
提
案
事
項
を
す
べ
て

承
認
い
た
だ
き
、
引
き
続
い
て
は
楽
し
み
な

懇
親
会
で
す
。

　
会
場
で
は
、先
輩
・
後
輩
関
係
な
く
、終
始

笑
顔
で
酒
を
酌
み
交
わ
し
、
楽
し
い
時
間
を

過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。ま
た
、嶺
北
支

部
の
恒
例
で
あ
る
川
田
勝（
新
16
回
）先
輩
指

揮
の
校
歌
斉
唱
は
、
鵬
程
万
里
の
歌
声
は
嶺

北
地
域
の
隅
々
ま
で
こ
だ
ま
す
る
ほ
ど
。改

め
て
高
知
商
業
の
す
ば
ら
し
さ
を
実
感
し
ま

し
た
。

　
嶺
北
支
部
も
他
の
支
部
同
様
に
年
々
参
加

者
の
減
少
傾
向
が
続
い
て
お
り
、
役
員
会
で

も
参
加
者
を
増
や
す
方
策
を
検
討
し
て
い
ま

す
が
、難
し
い
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。役
員

会
で
は
、
毎
年
少
し
ず
つ
で
も
参
加
者
増
へ

の
努
力
を
重
ね
て
い
く
と
し
て
い
ま
す
。

　
終
わ
り
に
、
令
和
７
年
度
校
友
会
本
部
総

会
が
盛
大
に
行
わ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

□
越
知
支
部
　

　
　
　
　
　
　
事
務
局
長
　
外
山
　
由
香

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
新
制
29
回
生
）

　
本
年
度
の
越
知
校
友
会
総
会
は
８
月
９
日

（
土
）午
後
６
時
よ
り
、越
知
町
の
料
亭「
三
秀
」

に
於
い
て
21
名
の
参
加
に
よ
り
開
催
し
ま
し

た
。

　
来
賓
と
し
て
成
瀬
孝
治
校
長
先
生
、
鶴
原

正
一
校
友
会
会
長
の
ご
臨
席
を
賜
り
ま
し

た
。清
光
越
知
校
友
会
長
の
挨
拶
の
後
、成
瀬

校
長
先
生
か
ら
在
校
生
の
素
晴
ら
し
い
業
績

を
報
告
い
た
だ
き
、
一
同
た
だ
た
だ
「
お

お
っ
！
」も
し
く
は「
ほ
お
っ
〜
」と
し
か
声

が
上
が
ら
な
い
状
態
で
し
た
。

　
今
年
は
、
家
庭
の
事
情
で
子
供
連
れ
の
参

加
者
が
い
ま
し
た
が
、次
回
以
降
、ご
夫
婦
参

加
者
な
ど
が
あ
っ
て
も
い
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。そ
し
て
、新
た
に
校
友
会
参
加
者

を
増
や
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
し
た
。参
加

者
は
上
は
70
歳
台
か
ら
来
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
が
、若
い
方
は
35
歳
で
し
た
。も
う
少
し

参
加
年
齢
を
引
き
下
げ
て
よ
り
多
く
の
方
に

参
加
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
声
掛
け
頑
張
ろ

う
！
と
、皆
で
来
年
の
目
標
を
掲
げ
て
、今
年

の
総
会
も
終
了
の
時
間
と
な
り
、
来
年
の
再

会
を
楽
し
み
に
散
会
し
ま
し
た
。

□
中
土
佐
支
部

　
　
　
　
　
　
事
務
局
長
　
谷
脇
眞
由
美

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
新
制
38
回
）

　
令
和
７
年
９
月
６
日（
土
）、
昨
年
に
引
き

続
き
、
卒
業
生
O
G
で
も
あ
り
ま
す
ご
夫
婦

が
町
内
で
営
ん
で
ま
す「
お
も
や
」に
て
第
17

回
中
土
佐
校
友
会（
支
部
）総
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　
毎
回
た
く
さ
ん
の
卒
業
生
の
出
席
を
掲
げ

て
い
る
中
土
佐
支
部
、
今
年
も
昨
年
に
引
き

続
き
、
お
隣
の
四
万
十
町（
窪
川
支
部
）に
出

席
の
依
頼
を
し
ま
し
た
が
都
合
が
あ
わ
ず
、

元
巨
人
軍
の
投
手（
四
万
十
町
在
住
）髙
橋
善

正
さ
ん
に
も
お
声
掛
け
し
ま
し
た
が
、
こ
ち

ら
も
都
合
が
合
わ
ず
出
席
は
か
な
い
ま
せ
ん

で
し
た
。

　
が
、
今
年
春
に
卒
業
し
た
て
の
女
の
子
が

出
席
し
て
く
れ
ま
し
た
し
、
中
土
佐
町
に
お

嫁
に
き
て
20
数
年
、
初
め
て
参
加
し
て
く
れ

た
り
と
、
ま
た
新
し
い
顔
ぶ
れ
が
中
土
佐
支

部
に
加
わ
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
本
部
か
ら
も
谷
脇
常
任
理
事
と
三
宮
事
務

局
長
と
２
名
に
出
席
頂
き
ま
し
た
。校
友
会

長
鶴
原
氏
と
成
瀬
学
校
長
よ
り
は
祝
辞
を
頂

き
代
読
に
て
公
表
い
た
し
ま
し
た
。そ
の
中

で
、鶴
原
校
友
会
長
よ
り
の
祝
辞
の
中
で「
県

西
部
の
中
核
と
し
て
高
幡
東
部
の
地
に
校
是

『
報
本
反
始
』の
精
神
を
培
い
、校
歌『
鵬
程
万

里
』
を
地
域
の
隅
々
ま
で
届
け
て
こ
ら
れ
た

ご
当
地
中
土
佐
校
友
会
一
人
一
人
の
ご
尽
力

に
支
え
ら
れ
た
結
果
で
あ
ろ
う
と
、
県
西
部

か
ら
全
国
校
友
会
組
織
の
目
標
と
な
る
活
動

が･･･

」と
祝
辞
を
頂
き
過
分
な
お
言
葉
、
嬉

し
い
限
り
で
す
。こ
れ
か
ら
の
活
動
に
も
励

み
に
な
り
ま
す
。

　
昨
今
、
近
隣
の
市
町
村
は
活
動
休
止
が
多

く
少
子
化
の
ご
時
世
、中
土
佐
支
部
も･･･

と

少
し
弱
気
に
な
り
そ
う
で
す
が
、
喜
ば
し
い

話
も
あ
り
、
今
年
度
は
中
土
佐
町
も
近
年
に

な
い
人
数
の
中
学
生
が
高
知
商
業
を
受
験
す

る
と
き
い
て
お
り
ま
す
。我
々
も
老
い
て
は

ま
す
ま
す
壮
ん
な
る
べ
し
。

　
ま
た
来
年
の
再
会
を
楽
し
み
に
校
歌
、
応

援
歌
斉
唱
で
散
会
い
た
し
ま
し
た
。

澤本　吉子氏

川村　忠義氏



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
松
田

　友
紀

　
今
年
度
の
人
事
異
動
に
よ
り
、

高
知
市
福
祉
事
務
所
第
二
福
祉

課
か
ら
本
校
の
事
務
職
員
と
し

て
異
動
し
て
ま
い
り
ま
し
た

松
田
友
紀
と
申
し
ま
す
。
教
育
委
員
会
に
は
約
10
年
前
に

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
に
在
籍
し
て
い
ま
し
た
が
、
教
育
現
場

は
初
め
て
の
勤
務
に
な
り
ま
す
。

　
着
任
し
て
半
年
が
経
ち
、
活
発
に
行
わ
れ
る
部
活
動
や

市
商
祭
等
を
目
の
当
た
り
に
し
、
学
校
全
体
が
活
気
に
あ

ふ
れ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
私
自
身
そ
の
中

で
勤
務
で
き
る
こ
と
を
大
変
う
れ
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
歴
史
あ
る
学
校
の
更
な
る
発
展
に
貢
献
で
き
る
よ
う
、

先
生
方
や
関
係
部
署
と
連
携
を
図
り
、
少
し
で
も
お
役
に

立
て
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
澳
本

　典
子

　
本
年
度
、
高
知
市
立
城
西
中

学
校
か
ら
赴
任
し
て
き
ま
し
た

養
護
教
諭
の
澳
本
典
子
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
は
主
に
県
内
の
中

学
校
に
勤
務
し
、
高
等
学
校
で
の
勤
務
は
講
師
の
頃
以
来

と
な
り
ま
す
。
久
し
ぶ
り
の
高
等
学
校
勤
務
に
期
待
と
不

安
を
抱
い
て
着
任
し
た
春
、
城
西
中
学
校
や
城
東
中
学
校

か
ら
送
り
出
し
た
卒
業
生
に
再
会
し
、
心
身
と
も
に
成
長

し
た
姿
に
、
胸
が
す
っ
と
軽
く
な
り
新
生
活
を
ス
タ
ー
ト

で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
先
日
、
多
く
の
中
学
生
が
夢
に
み

て
い
る
「
市
商
祭
」
を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

準
備
か
ら
開
催
ま
で
短
期
間
に
猛
ス
ピ
ー
ド
で
進
む
中
、

文
化
委
員
や
ハ
モ
フ
ェ
ス
リ
ー
ダ
ー
の
熱
意
、
色
団
・
先

輩
へ
の
思
い
な
ど
を
感
じ
ら
れ
、
生
き
生
き
と
し
た
生
徒

さ
ん
の
姿
も
「
市
商
祭
」
の
魅
力
の
一
つ
だ
と
実
感
し
ま

し
た
。
緊
張
と
不
安
の
高
校
受
検
を
乗
り
越
え
、
期
待
を

胸
に
高
知
商
業
高
等
学
校
へ
入
学
し
た
生
徒
さ
ん
が
、
心

身
と
も
に
健
康
で
有
意
義
な
高
校
生
活
を
送
れ
る
よ
う

に
、
そ
し
て
期
待
と
自
信
を
も
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の
進
路
へ

と
歩
み
出
せ
る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

校 　 友 　 会 　 報 （ 12 ）令和７年12月１日 第　45　号校 　 友 　 会 　 報（ 13 ） 令和７年12月１日第　45　号

【
運
動
部
】

●
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

　
高
知
県
高
等
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
冬
季
選
手
権
大
会
　
３
位

　
四
国
高
等
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
新
人
大
会
　
出
場

●
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

　
令
和
６
年
度
高
知
県
高
等
学
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
冬
季
大
会

　
兼
　
第
31
回
四
国
高
等
学
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
新
人
大
会
　
出
場

　
第
77
回
全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
高
等
学
校
選
手
権
大
会
　
出
場

●
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

　
県
高
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
冬
季
大
会
　
３
位

●
女
子
剣
道
部

　
県
冬
季
大
会
　
団
体
２
位

　
　
　
　
　
　
　
個
人
１
年
生
の
部
　
２
位
（
樫
原
）

　
　
　
　
　
　
　
個
人
２
年
生
の
部
　
３
位
（
門
田
・
高
橋
）

●
男
子
弓
道
部

　
令
和
６
年
度
弓
道
練
成
大
会
　
優
勝

　
第
２
回
西
日
本
高
等
学
校
弓
道
大
会
　
出
場

●
男
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

　
令
和
６
年
度
高
知
県
高
等
学
校
冬
季
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会

　
　
男
子
団
体
　
第
３
位

　
　
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
　
第
２
位
（
三
好
）

●
女
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

　
令
和
６
年
度
高
知
県
高
等
学
校
冬
季
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会

　
　
女
子
団
体
　
第
３
位

　
　
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
　
第
４
位
（
長
崎
）

●
女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

　
県
高
校
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
冬
季
大
会
　
第
３
位

　
全
国
選
抜
大
会
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
　
予
選
出
場

【
文
化
部
】

●
新
聞
部

　
令
和
６
年
度
高
知
県
高
等
学
校
新
聞
コ
ン
ク
ー
ル
学
校
新
聞
部
門
　
奨
励
賞

　●
ジ
ビ
エ
商
品
開
発
・
販
売
促
進
部

　
令
和
６
年
度
高
知
県
高
等
学
校
新
聞
コ
ン
ク
ー
ル
特
別
部
門
　
最
優
秀
賞

　
第
10
回
全
国
ユ
ー
ス
環
境
活
動
発
表
大
会
　
四
国
貢
献
活
動
賞

　
第
39
回
高
知
県
地
場
産
業
次
世
代
賞
（
５
年
連
続
）

●
珠
算
・
電
卓
部
　
　
　

　
高
知
県
珠
算
選
手
権
大
会
団
体
　
優
勝

●
生
徒
会
執
行
部

　
令
和
６
年
度
四
国
高
等
学
校
国
際
教
育
生
徒
研
究
発
表
大
会
　
最
優
秀
賞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
四
国
１
位
）

●
そ
の
他

　
第
36
回
読
書
感
想
画
コ
ン
ク
ー
ル
　
優
秀
　
３
年
（
吉
永
）

　
第
70
回
高
知
県
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
　
優
秀
　
２
年
　（
大
川
）

【
運
動
部
】

●
陸
上
部

　
男
子
４
×
1
0
0
ｍ
リ
レ
ー
　
５
位
（
河
野
・
畑
中
・
三
好
・
遠
近
・
濵
田
）

　
男
子
4
0
0
ｍ
ハ
ー
ド
ル
　
５
位
（
江
口
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
７
位
（
小
松
）

　
男
子
3
0
0
0
ｍ
障
害
　
５
位
（
小
石
）

　
男
子
三
段
跳
　
８
位
（
尾
﨑
）

　
女
子
2
0
0
ｍ
　
８
位
（
中
川
）

　
女
子
5
0
0
0
ｍ
競
歩
　
３
位
（
金
谷
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
７
位
（
柴
田
）

　
四
国
大
会
出
場

　
　
男
子
４
×
1
0
0
ｍ
リ
レ
ー

　
　
男
子
4
0
0
ｍ
ハ
ー
ド
ル
（
江
口
）

　
　
男
子
3
0
0
0
ｍ
障
害
　（
小
石
）

　
　
女
子
5
0
0
0
ｍ
競
歩
　
第
３
位
　（
金
谷
　
I
H
出
場
）　
　
　

●
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

　
２
回
戦
敗
退
（
VS
小
津 

69

-

71
）

●
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

　
第
3
位
（
四
国
大
会
出
場
）

●
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

　
ベ
ス
ト
８

●
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

　
優
勝
（
四
国
大
会
出
場
・
I
H
出
場
）

●
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

　
優
勝
（
四
国
大
会
出
場
・
I
H
出
場
）

●
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

　
ベ
ス
ト
８

●
男
子
剣
道
部

　
団
体
　
第
３
位
（
四
国
大
会
出
場
）

●
女
子
剣
道
部

　
団
体
　
準
優
勝
（
四
国
大
会
出
場
）

　
個
人
　
第
３
位
（
高
橋
　
四
国
大
会
出
場
）

　
　
　
　
ベ
ス
ト
８
（
伊
藝
　
四
国
大
会
出
場
）

●
男
子
弓
道
部

　
団
体
　
準
優
勝

　
四
国
大
会
　
優
勝
　
団
体
（
I
H
出
場
　
ベ
ス
ト
８
）

●
女
子
弓
道
部

　
団
体
　
優
勝

　
四
国
大
会
　
出
場
　
団
体
（
I
H
出
場
）

●
男
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

　
団
体
　
３
位
（
四
国
大
会
出
場
）

　
シ
ン
グ
ル
ス
　
３
位
（
三
好
　
四
国
大
会
出
場
）

　
ダ
ブ
ル
ス
　
ベ
ス
ト
８
　（
三
好
・
丸
山
）

●
女
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

　
団
体
　
３
位
（
四
国
大
会
出
場
）

　
ダ
ブ
ル
ス
　
３
位
（
大
川
・
長
崎
　
四
国
大
会
出
場
）

　
シ
ン
グ
ル
ス
　
ベ
ス
ト
８
（
長
崎
）

●
男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

　
団
体
１
回
戦
敗
退

　
個
人
３
ペ
ア
　
１
回
戦
敗
退

　
個
人
１
ペ
ア
　
２
回
戦
敗
退

●
女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

　
団
体
　
２
回
戦
敗
退

　
個
人
１
ペ
ア
　
１
回
戦
敗
退

　
個
人
１
ペ
ア
　
２
回
戦
敗
退

　
個
人
１
ペ
ア
　
ベ
ス
ト
16

●
女
子
サ
ッ
カ
ー
部

　
準
優
勝

●
野
球
部

　
D
ブ
ロ
ッ
ク
　
優
勝

●
水
泳
（
競
泳
）

　「
男
子
」

　
　
学
校
対
抗
　
総
合
第
２
位

　
　
1
0
0
ｍ
、
5
0
ｍ
自
由
形
　
優
勝
（
森
澤
）

　
　
2
0
0
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー
、
2
0
0
ｍ
背
泳
ぎ
　
優
勝
（
岩
瀬
）

　
　
2
0
0
ｍ
、
1
0
0
ｍ
平
泳
ぎ
　
優
勝
（
宗
石
）

　
　
2
0
0
ｍ
、
1
0
0
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ
　
第
２
位
（
宮
本
）

　
　
1
0
0
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ
　
優
勝
（
川
田
）

　
　
2
0
0
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ
　
第
３
位
（
川
田
）

　
　
4
0
0
ｍ
フ
リ
ー
リ
レ
ー
　
優
勝
（
岩
瀬
・
宗
石
・
川
田
・
森
澤
）

　
　
4
0
0
ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
　
優
勝
（
岩
瀬
・
宗
石
・
川
田
・
森
澤
）

　
　
8
0
0
ｍ
フ
リ
ー
メ
ド
レ
ー
　
優
勝
（
岩
瀬
・
森
澤
・
川
田
・
宮
本
）

　「
女
子
」

　
　
学
校
対
抗
　
総
合
優
勝
（
四
国
大
会
出
場
）

　
　
2
0
0
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー
、
2
0
0
ｍ
背
泳
ぎ
　
優
勝
（
西
之
内
）

　
　
1
0
0
ｍ
平
泳
ぎ
　
第
４
位
（
谷
）

　
　
50
ｍ
自
由
形
　
第
10
位
（
谷
）

　
　
2
0
0
ｍ
、
1
0
0
ｍ
自
由
形
　
優
勝
（
濵
渦
）

　
　
1
0
0
ｍ
自
由
形
、
50
ｍ
自
由
形
　
第
２
位
（
森
田
）

　
　
2
0
0
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ
　
優
勝
（
岡
﨑
）

　
　
1
0
0
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ
　
第
２
位
（
岡
﨑
）

　
　
4
0
0
ｍ
自
由
形
、
2
0
0
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ
　
第
３
位
（
吉
川
）

　
　
4
0
0
ｍ
フ
リ
ー
リ
レ
ー
　
優
勝
（
濵
田
・
西
之
内
・
吉
川
・
森
田
）

　
　
4
0
0
ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
　
優
勝
（
森
田
・
西
之
内
・
岡
﨑
・
濵
渦
）

　
　
8
0
0
ｍ
フ
リ
ー
リ
レ
ー
　
優
勝
（
森
田
・
西
之
内
・
岡
﨑
・
濵
渦
）

●
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

　
準
優
勝
（
岡
豊
・
須
崎
総
合
・
高
知
追
手
前
と
の
合
同
チ
ー
ム
）

　
四
国
大
会
出
場
　

【
文
化
部
（
全
国
大
会
出
場
）】

●
簿
記
部

　
第
41
回
全
国
高
等
学
校
簿
記
競
技
大
会
　

　
　
団
体
出
場
（
知
名
・
弘
田
・
長
谷
・
戸
田
）　
　

●
珠
算
・
電
卓
部

　
第
72
回
全
国
高
等
学
校
ビ
ジ
ネ
ス
計
算
競
技
大
会

　
　
珠
算
競
技
・
電
卓
競
技
　
団
体
出
場

　
　
　（
片
岡
・
丸
岡
・
髙
橋
・
山
下
・
片
岡
・
宮
地
・
合
田
・
乾
）

●
ワ
ー
プ
ロ
部

　
第
72
回
全
国
ワ
ー
プ
ロ
競
技
大
会
　
団
体
出
場

　
　（
岡
林
陽
向
・
岡
林
莉
乃
・
甲
藤
・
青
木
）

●
情
報
処
理
部

　
第
37
回
全
国
高
等
学
校
情
報
処
理
競
技
大
会
　
団
体
優
勝

　
　（
大
西
・
大
平
・
山
田
・
福
永
）

●
コ
ミ
ッ
ク
ア
ー
ト
部

　
第
34
回
全
国
高
等
学
校
漫
画
選
手
権
大
会
　
全
国
大
会
出
場

　
　（
片
岡
・
澤
田
・
荒
井
・
笹
内
・
住
岡
）

進
学（
251
名
）

【
国
公
立
大
学
】 （
54
名
）

＜

県
内
　
39
名＞

高
知
大
学（
13
）　
高
知
県
立
大
学（
10
）　
高
知

工
科
大
学（
16
）　

＜

県
外
　
15
名＞

静
岡
大
学（
１
）
名
古
屋
市
立
大
学（
１
）
兵
庫

県
立
大
学（
２
）
島
根
大
学（
１
）
島
根
県
立
大

学（
1
）
山
口
大
学（
2
）
下
関
市
立
大
学（
2
）

香
川
大
学（
2
）
大
分
大
学（
1
）
北
九
州
市
立

大
学（
1
）
名
桜
大
学（
1
）

【
私
立
大
学
】 （
140
名
）

＜

県
内
　
15
名＞

高
知
学
園
大
学（
3
）
高
知
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
専
門
職
大
学（
9
）
高
知
健
康
科
学
大
学（
３
）

＜

県
外
　
125
名＞

桜
美
林
大
学（
１
）
国
士
舘
大
学（
２
）
駒
澤
大

学（
３
）
専
修
大
学（
１
）
東
京
家
政
大
学（
１
）

東
京
経
済
大
学（
２
）
日
本
大
学（
１
）
武
蔵
野

大
学（
１
）
大
東
文
化
大
学（
１
）
国
際
武
道
大

学（
１
）
順
天
堂
大
学（
１
）
神
奈
川
大
学（
１
） 

日
本
体
育
大
学（
1
）
中
京
大
学（
１
）
皇
學
館

大
学（
１
）
京
都
外
国
語
大
学（
1
）
京
都
産
業

大
学（
18
）同
志
社
大
学（
１
）大
阪
大
谷
大
学（
１
）

大
阪
経
済
大
学（
９
）大
阪
経
済
法
科
大
学（
１
）

大
阪
国
際
大
学（
1
）
大
阪
産
業
大
学（
３
）
大

阪
商
業
大
学（
２
）
大
阪
電
気
通
信
大
学（
１
）

関
西
外
国
語
大
学（
２
）
関
西
福
祉
科
学
大
学

（
１
）
国
際
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
専
門
職
大
学（
１
）　

至
学
館
大
学（
1
）
羽
衣
国
際
大
学（
１
）
桃
山

学
院
大
学（
３
）
関
西
福
祉
大
学（
１
）
甲
南
大

学（
１
）
神
戸
学
院
大
学（
３
）
流
通
科
学
大
学

（
１
）
天
理
大
学（
２
）
岡
山
理
科
大
学（
１
）
吉

備
国
際
大
学（
１
）
く
ら
し
き
作
陽
大
学（
２
）

美
作
大
学（
５
）
広
島
経
済
大
学（
１
）
広
島
修

道
大
学（
２
）
福
山
平
成
大
学（
１
）
至
誠
館
大

学（
１
）
高
松
大
学（
１
）
四
国
大
学（
１
）
徳
島

文
理
大
学（
２
）
聖
カ
タ
リ
ア
大
学（
１
）
人
間

環
境
大
学（
１
）
松
山
東
雲
女
子
大
学（
１
）
松

山
大
学（
29
）
福
岡
大
学（
１
）

【
短
期
大
学
】（
17
名
）

＜

県
内
　
12
名＞

高
知
学
園
短
期
大
学（
12
）

＜

県
外
　
５
名＞

大
阪
芸
術
大
学
短
期
大
学
部（
１
）
関
西
外
国

語
大
学
短
期
大
学
部（
３
）
神
戸
教
育
短
期
大

学（
１
）

【
各
種
学
校
・
専
修
学
校
等
】（
40
名
）

＜

県
内
　
27
名＞

高
知
理
容
美
容
専
門
学
校（
３
）
高
知
公
務
員

学
院（
４
）
近
森
病
院
附
属
看
護
学
校（
６
）
土

佐
情
報
経
理
専
門
学
校（
４
）
龍
馬
情
報
ビ
ジ

ネ
ス
&
フ
ー
ド
専
門
学
校（
９
）
高
知
福
祉
専

門
学
校（
１
）

＜

県
外
　
13
名＞

資
生
堂
美
容
技
術
専
門
学
校
（
１
）
大
阪
E
C
O

動
物
海
洋
専
門
学
校
（
１
）
独
立
行
政
法
人
国
立

病
院
機
構
四
国
こ
ど
も
と
お
と
な
の
医
療
セ
ン

タ
ー
附
属
善
通
寺
看
護
学
校
（
１
）
大
阪
済
生

会
野
江
看
護
専
門
学
校
（
１
）
大
阪
ビ
ュ
ー

テ
ィ
ー
ア
ー
ト
専
門
学
校
（
４
）
専
門
学
校

E
S
P
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
大
阪
（
２
）

ル
・
ト
ー
ア
東
亜
美
容
専
門
学
校
（
１
）
専
門

学
校
徳
島
穴
吹
カ
レ
ッ
ジ
（
１
）
L
E
C
東
京

リ
ー
ガ
ル
マ
イ
ン
ド
（
１
）

就
職（
50
名
）

【
公
務
員
】（
24
名
）

＜

県
内
　
17
名＞

高
知
県
庁（
２
）
高
知
市
役
所（
３
）
室
戸
市
役

所（
１
）
い
の
町
役
場（
１
）
日
高
村
役
場（
１
）

佐
川
町
役
場（
１
）
本
山
町
役
場（
１
）
仁
淀
川

町
役
場（
１
）
高
知
県
警
察
本
部（
４
）
刑
務
官

（
１
）
魚
梁
瀬
小
中
学
校（
１
）

＜

県
外
　
７
名＞

国
土
交
通
省
　
四
国
地
方
整
備
局（
１
）
松
山

地
方
法
務
局（
１
）
航
空
自
衛
隊
　
一
般
曹
候

補
生（
１
）
警
視
庁（
２
）
京
都
府
警
察
本
部（
１
）

大
阪
府
警
察
本
部（
１
）

【
民
間
企
業
・
団
体
等
】（
26
名
）

＜

県
内 

23
名＞

株
式
会
社
高
知
銀
行（
５
）
日
本
郵
便
株
式
会

社
四
国
支
社（
２
）
高
知
ト
ヨ
タ
自
動
車
株
式

会
社（
２
）
ネ
ッ
ツ
ト
ヨ
タ
南
国
株
式
会
社（
２
）

四
国
労
働
金
庫（
１
）
ニ
ッ
ポ
ン
高
度
紙
工
業

株
式
会
社（
１
）
旭
食
品
株
式
会
社（
２
）
金
星

製
紙
株
式
会
社（
１
）
有
限
会
社
西
村
謄
写
堂

（
１
）
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
タ
イ
ヤ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社（
１
）
株
式
会
社
土
佐

御
苑（
１
）
H
M
I（
株
）
ザ
ク
ラ
ウ
ン
パ
レ
ス

新
阪
急
高
知（
２
）
ワ
ー
ル
ド
ビ
ジ
ネ
ス
シ
ス

コ
ム
株
式
会
社（
１
）
四
国
運
輸
株
式
会
社（
１
）

＜

県
外
　
３
名＞

ト
ヨ
タ
自
動
車
株
式
会
社（
１
）
一
般
社
団
法

人
日
田
市
医
師
会
立
日
田
検
診
セ
ン
タ
ー（
１
）

株
式
会
社
E
N
E
O
S
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア（
１
）

進
学（
29
名
）

【
大
学
】

　
合
格
発
表
が
11
月
１
日
以
降
と
な
っ
て
い
る

た
め
、
該
当
者
な
し
。

【
短
期
大
学
】

　
合
格
発
表
が
11
月
１
日
以
降
と
な
っ
て
い
る

た
め
、
該
当
者
な
し
。

【
各
種
学
校
・
専
修
学
校
等
】（
29
名
）

＜

県
内
　
18
名＞

高
知
理
容
美
容
専
門
学
校（
５
）
土
佐
情
報
経
理

専
門
学
校（
２
）
龍
馬
デ
ザ
イ
ン
・
ビ
ュ
ー
テ
ィ

専
門
学
校（
８
）
龍
馬
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
&
フ
ー
ド

専
門
学
校（
３
）

＜

県
外
　
11
名＞

東
京
医
療
秘
書
歯
科
衛
生
&
I
T
専
門
学
校

（
１
）
京
都
建
築
大
学
校（
１
）
大
阪
ア
ニ
メ
ー

シ
ョ
ン
カ
レ
ッ
ジ
専
門
学
校（
１
）ヴ
ェ
ル
ル
ー

ジ
ュ
美
容
専
門
学
校（
２
）
神
戸
総
合
医
療
専
門

学
校（
１
）穴
吹
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
カ
レ
ッ
ジ（
１
）

四
国
医
療
専
門
学
校（
１
）
独
立
行
政
法
人
国
立

病
院
機
構
四
国
こ
ど
も
と
お
と
な
の
医
療
セ
ン

タ
ー
附
属
善
通
寺
看
護
学
校（
２
）
広
島
リ
ゾ
ー

ト
&
ス
ポ
ー
ツ
専
門
学
校（
１
）

就
職（
13
名
）

【
民
間
企
業
・
団
体
等
】

＜

県
内 

11
名＞

高
知
銀
行（
２
）
四
電
工
　
高
知
支
店（
１
）
ネ
ッ

ツ
ト
ヨ
タ
高
知（
１
）
慶
尚（
１
）
四
国
旅
客
鉄

道（
１
）
岸
之
上
工
務
店（
１
）
芋
屋
金
次
郎（
１
）

小
谷
穀
粉（
１
）
日
鉄
鉱
業（
１
）
四
国
舞
台
テ

レ
ビ
照
明（
１
）

＜

県
外 

２
名＞

イ
オ
ン
リ
テ
ー
ル
西
日
本
カ
ン
パ
ニ
ー（
１
）

ア
イ
リ
ス
オ
ー
ヤ
マ
三
田
工
業（
１
）

部
活
動
成
績
・
表
彰
令
和
６
年
12
月
〜

高
知
商
業
高
等
学
校・令
和
７
年
度

３
年
生
合
格
状
況
（
令
和
７
年
10
月
27
日
現
在
）

高
知
商
業
高
等
学
校・令
和
６
年
度

３
年
生
合
格
状
況
＊
人
数
は
延
べ
人
数

着
任
の
ご
挨
拶

令
和
７
年
度
　
県
総
体
・
四
国
大
会
結
果
等



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
松
田

　友
紀

　
今
年
度
の
人
事
異
動
に
よ
り
、

高
知
市
福
祉
事
務
所
第
二
福
祉

課
か
ら
本
校
の
事
務
職
員
と
し

て
異
動
し
て
ま
い
り
ま
し
た

松
田
友
紀
と
申
し
ま
す
。
教
育
委
員
会
に
は
約
10
年
前
に

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
に
在
籍
し
て
い
ま
し
た
が
、
教
育
現
場

は
初
め
て
の
勤
務
に
な
り
ま
す
。

　
着
任
し
て
半
年
が
経
ち
、
活
発
に
行
わ
れ
る
部
活
動
や

市
商
祭
等
を
目
の
当
た
り
に
し
、
学
校
全
体
が
活
気
に
あ

ふ
れ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
私
自
身
そ
の
中

で
勤
務
で
き
る
こ
と
を
大
変
う
れ
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
歴
史
あ
る
学
校
の
更
な
る
発
展
に
貢
献
で
き
る
よ
う
、

先
生
方
や
関
係
部
署
と
連
携
を
図
り
、
少
し
で
も
お
役
に

立
て
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
澳
本

　典
子

　
本
年
度
、
高
知
市
立
城
西
中

学
校
か
ら
赴
任
し
て
き
ま
し
た

養
護
教
諭
の
澳
本
典
子
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
は
主
に
県
内
の
中

学
校
に
勤
務
し
、
高
等
学
校
で
の
勤
務
は
講
師
の
頃
以
来

と
な
り
ま
す
。
久
し
ぶ
り
の
高
等
学
校
勤
務
に
期
待
と
不

安
を
抱
い
て
着
任
し
た
春
、
城
西
中
学
校
や
城
東
中
学
校

か
ら
送
り
出
し
た
卒
業
生
に
再
会
し
、
心
身
と
も
に
成
長

し
た
姿
に
、
胸
が
す
っ
と
軽
く
な
り
新
生
活
を
ス
タ
ー
ト

で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
先
日
、
多
く
の
中
学
生
が
夢
に
み

て
い
る
「
市
商
祭
」
を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

準
備
か
ら
開
催
ま
で
短
期
間
に
猛
ス
ピ
ー
ド
で
進
む
中
、

文
化
委
員
や
ハ
モ
フ
ェ
ス
リ
ー
ダ
ー
の
熱
意
、
色
団
・
先

輩
へ
の
思
い
な
ど
を
感
じ
ら
れ
、
生
き
生
き
と
し
た
生
徒

さ
ん
の
姿
も
「
市
商
祭
」
の
魅
力
の
一
つ
だ
と
実
感
し
ま

し
た
。
緊
張
と
不
安
の
高
校
受
検
を
乗
り
越
え
、
期
待
を

胸
に
高
知
商
業
高
等
学
校
へ
入
学
し
た
生
徒
さ
ん
が
、
心

身
と
も
に
健
康
で
有
意
義
な
高
校
生
活
を
送
れ
る
よ
う

に
、
そ
し
て
期
待
と
自
信
を
も
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の
進
路
へ

と
歩
み
出
せ
る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

校 　 友 　 会 　 報 （ 12 ）令和７年12月１日 第　45　号校 　 友 　 会 　 報（ 13 ） 令和７年12月１日第　45　号

【
運
動
部
】

●
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

　
高
知
県
高
等
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
冬
季
選
手
権
大
会
　
３
位

　
四
国
高
等
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
新
人
大
会
　
出
場

●
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

　
令
和
６
年
度
高
知
県
高
等
学
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
冬
季
大
会

　
兼
　
第
31
回
四
国
高
等
学
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
新
人
大
会
　
出
場

　
第
77
回
全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
高
等
学
校
選
手
権
大
会
　
出
場

●
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

　
県
高
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
冬
季
大
会
　
３
位

●
女
子
剣
道
部

　
県
冬
季
大
会
　
団
体
２
位

　
　
　
　
　
　
　
個
人
１
年
生
の
部
　
２
位
（
樫
原
）

　
　
　
　
　
　
　
個
人
２
年
生
の
部
　
３
位
（
門
田
・
高
橋
）

●
男
子
弓
道
部

　
令
和
６
年
度
弓
道
練
成
大
会
　
優
勝

　
第
２
回
西
日
本
高
等
学
校
弓
道
大
会
　
出
場

●
男
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

　
令
和
６
年
度
高
知
県
高
等
学
校
冬
季
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会

　
　
男
子
団
体
　
第
３
位

　
　
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
　
第
２
位
（
三
好
）

●
女
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

　
令
和
６
年
度
高
知
県
高
等
学
校
冬
季
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会

　
　
女
子
団
体
　
第
３
位

　
　
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
　
第
４
位
（
長
崎
）

●
女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

　
県
高
校
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
冬
季
大
会
　
第
３
位

　
全
国
選
抜
大
会
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
　
予
選
出
場

【
文
化
部
】

●
新
聞
部

　
令
和
６
年
度
高
知
県
高
等
学
校
新
聞
コ
ン
ク
ー
ル
学
校
新
聞
部
門
　
奨
励
賞

　●
ジ
ビ
エ
商
品
開
発
・
販
売
促
進
部

　
令
和
６
年
度
高
知
県
高
等
学
校
新
聞
コ
ン
ク
ー
ル
特
別
部
門
　
最
優
秀
賞

　
第
10
回
全
国
ユ
ー
ス
環
境
活
動
発
表
大
会
　
四
国
貢
献
活
動
賞

　
第
39
回
高
知
県
地
場
産
業
次
世
代
賞
（
５
年
連
続
）

●
珠
算
・
電
卓
部
　
　
　

　
高
知
県
珠
算
選
手
権
大
会
団
体
　
優
勝

●
生
徒
会
執
行
部

　
令
和
６
年
度
四
国
高
等
学
校
国
際
教
育
生
徒
研
究
発
表
大
会
　
最
優
秀
賞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
四
国
１
位
）

●
そ
の
他

　
第
36
回
読
書
感
想
画
コ
ン
ク
ー
ル
　
優
秀
　
３
年
（
吉
永
）

　
第
70
回
高
知
県
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
　
優
秀
　
２
年
　（
大
川
）

【
運
動
部
】

●
陸
上
部

　
男
子
４
×
1
0
0
ｍ
リ
レ
ー
　
５
位
（
河
野
・
畑
中
・
三
好
・
遠
近
・
濵
田
）

　
男
子
4
0
0
ｍ
ハ
ー
ド
ル
　
５
位
（
江
口
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
７
位
（
小
松
）

　
男
子
3
0
0
0
ｍ
障
害
　
５
位
（
小
石
）

　
男
子
三
段
跳
　
８
位
（
尾
﨑
）

　
女
子
2
0
0
ｍ
　
８
位
（
中
川
）

　
女
子
5
0
0
0
ｍ
競
歩
　
３
位
（
金
谷
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
７
位
（
柴
田
）

　
四
国
大
会
出
場

　
　
男
子
４
×
1
0
0
ｍ
リ
レ
ー

　
　
男
子
4
0
0
ｍ
ハ
ー
ド
ル
（
江
口
）

　
　
男
子
3
0
0
0
ｍ
障
害
　（
小
石
）

　
　
女
子
5
0
0
0
ｍ
競
歩
　
第
３
位
　（
金
谷
　
I
H
出
場
）　
　
　

●
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

　
２
回
戦
敗
退
（
VS
小
津 

69

-

71
）

●
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

　
第
3
位
（
四
国
大
会
出
場
）

●
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

　
ベ
ス
ト
８

●
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

　
優
勝
（
四
国
大
会
出
場
・
I
H
出
場
）

●
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

　
優
勝
（
四
国
大
会
出
場
・
I
H
出
場
）

●
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

　
ベ
ス
ト
８

●
男
子
剣
道
部

　
団
体
　
第
３
位
（
四
国
大
会
出
場
）

●
女
子
剣
道
部

　
団
体
　
準
優
勝
（
四
国
大
会
出
場
）

　
個
人
　
第
３
位
（
高
橋
　
四
国
大
会
出
場
）

　
　
　
　
ベ
ス
ト
８
（
伊
藝
　
四
国
大
会
出
場
）

●
男
子
弓
道
部

　
団
体
　
準
優
勝

　
四
国
大
会
　
優
勝
　
団
体
（
I
H
出
場
　
ベ
ス
ト
８
）

●
女
子
弓
道
部

　
団
体
　
優
勝

　
四
国
大
会
　
出
場
　
団
体
（
I
H
出
場
）

●
男
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

　
団
体
　
３
位
（
四
国
大
会
出
場
）

　
シ
ン
グ
ル
ス
　
３
位
（
三
好
　
四
国
大
会
出
場
）

　
ダ
ブ
ル
ス
　
ベ
ス
ト
８
　（
三
好
・
丸
山
）

●
女
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

　
団
体
　
３
位
（
四
国
大
会
出
場
）

　
ダ
ブ
ル
ス
　
３
位
（
大
川
・
長
崎
　
四
国
大
会
出
場
）

　
シ
ン
グ
ル
ス
　
ベ
ス
ト
８
（
長
崎
）

●
男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

　
団
体
１
回
戦
敗
退

　
個
人
３
ペ
ア
　
１
回
戦
敗
退

　
個
人
１
ペ
ア
　
２
回
戦
敗
退

●
女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

　
団
体
　
２
回
戦
敗
退

　
個
人
１
ペ
ア
　
１
回
戦
敗
退

　
個
人
１
ペ
ア
　
２
回
戦
敗
退

　
個
人
１
ペ
ア
　
ベ
ス
ト
16

●
女
子
サ
ッ
カ
ー
部

　
準
優
勝

●
野
球
部

　
D
ブ
ロ
ッ
ク
　
優
勝

●
水
泳
（
競
泳
）

　「
男
子
」

　
　
学
校
対
抗
　
総
合
第
２
位

　
　
1
0
0
ｍ
、
5
0
ｍ
自
由
形
　
優
勝
（
森
澤
）

　
　
2
0
0
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー
、
2
0
0
ｍ
背
泳
ぎ
　
優
勝
（
岩
瀬
）

　
　
2
0
0
ｍ
、
1
0
0
ｍ
平
泳
ぎ
　
優
勝
（
宗
石
）

　
　
2
0
0
ｍ
、
1
0
0
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ
　
第
２
位
（
宮
本
）

　
　
1
0
0
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ
　
優
勝
（
川
田
）

　
　
2
0
0
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ
　
第
３
位
（
川
田
）

　
　
4
0
0
ｍ
フ
リ
ー
リ
レ
ー
　
優
勝
（
岩
瀬
・
宗
石
・
川
田
・
森
澤
）

　
　
4
0
0
ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
　
優
勝
（
岩
瀬
・
宗
石
・
川
田
・
森
澤
）

　
　
8
0
0
ｍ
フ
リ
ー
メ
ド
レ
ー
　
優
勝
（
岩
瀬
・
森
澤
・
川
田
・
宮
本
）

　「
女
子
」

　
　
学
校
対
抗
　
総
合
優
勝
（
四
国
大
会
出
場
）

　
　
2
0
0
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー
、
2
0
0
ｍ
背
泳
ぎ
　
優
勝
（
西
之
内
）

　
　
1
0
0
ｍ
平
泳
ぎ
　
第
４
位
（
谷
）

　
　
50
ｍ
自
由
形
　
第
10
位
（
谷
）

　
　
2
0
0
ｍ
、
1
0
0
ｍ
自
由
形
　
優
勝
（
濵
渦
）

　
　
1
0
0
ｍ
自
由
形
、
50
ｍ
自
由
形
　
第
２
位
（
森
田
）

　
　
2
0
0
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ
　
優
勝
（
岡
﨑
）

　
　
1
0
0
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ
　
第
２
位
（
岡
﨑
）

　
　
4
0
0
ｍ
自
由
形
、
2
0
0
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ
　
第
３
位
（
吉
川
）

　
　
4
0
0
ｍ
フ
リ
ー
リ
レ
ー
　
優
勝
（
濵
田
・
西
之
内
・
吉
川
・
森
田
）

　
　
4
0
0
ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
　
優
勝
（
森
田
・
西
之
内
・
岡
﨑
・
濵
渦
）

　
　
8
0
0
ｍ
フ
リ
ー
リ
レ
ー
　
優
勝
（
森
田
・
西
之
内
・
岡
﨑
・
濵
渦
）

●
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

　
準
優
勝
（
岡
豊
・
須
崎
総
合
・
高
知
追
手
前
と
の
合
同
チ
ー
ム
）

　
四
国
大
会
出
場
　

【
文
化
部
（
全
国
大
会
出
場
）】

●
簿
記
部

　
第
41
回
全
国
高
等
学
校
簿
記
競
技
大
会
　

　
　
団
体
出
場
（
知
名
・
弘
田
・
長
谷
・
戸
田
）　
　

●
珠
算
・
電
卓
部

　
第
72
回
全
国
高
等
学
校
ビ
ジ
ネ
ス
計
算
競
技
大
会

　
　
珠
算
競
技
・
電
卓
競
技
　
団
体
出
場

　
　
　（
片
岡
・
丸
岡
・
髙
橋
・
山
下
・
片
岡
・
宮
地
・
合
田
・
乾
）

●
ワ
ー
プ
ロ
部

　
第
72
回
全
国
ワ
ー
プ
ロ
競
技
大
会
　
団
体
出
場

　
　（
岡
林
陽
向
・
岡
林
莉
乃
・
甲
藤
・
青
木
）

●
情
報
処
理
部

　
第
37
回
全
国
高
等
学
校
情
報
処
理
競
技
大
会
　
団
体
優
勝

　
　（
大
西
・
大
平
・
山
田
・
福
永
）

●
コ
ミ
ッ
ク
ア
ー
ト
部

　
第
34
回
全
国
高
等
学
校
漫
画
選
手
権
大
会
　
全
国
大
会
出
場

　
　（
片
岡
・
澤
田
・
荒
井
・
笹
内
・
住
岡
）

進
学（
251
名
）

【
国
公
立
大
学
】 （
54
名
）

＜

県
内
　
39
名＞

高
知
大
学（
13
）　
高
知
県
立
大
学（
10
）　
高
知

工
科
大
学（
16
）　

＜

県
外
　
15
名＞

静
岡
大
学（
１
）
名
古
屋
市
立
大
学（
１
）
兵
庫

県
立
大
学（
２
）
島
根
大
学（
１
）
島
根
県
立
大

学（
1
）
山
口
大
学（
2
）
下
関
市
立
大
学（
2
）

香
川
大
学（
2
）
大
分
大
学（
1
）
北
九
州
市
立

大
学（
1
）
名
桜
大
学（
1
）

【
私
立
大
学
】 （
140
名
）

＜

県
内
　
15
名＞

高
知
学
園
大
学（
3
）
高
知
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
専
門
職
大
学（
9
）
高
知
健
康
科
学
大
学（
３
）

＜

県
外
　
125
名＞

桜
美
林
大
学（
１
）
国
士
舘
大
学（
２
）
駒
澤
大

学（
３
）
専
修
大
学（
１
）
東
京
家
政
大
学（
１
）

東
京
経
済
大
学（
２
）
日
本
大
学（
１
）
武
蔵
野

大
学（
１
）
大
東
文
化
大
学（
１
）
国
際
武
道
大

学（
１
）
順
天
堂
大
学（
１
）
神
奈
川
大
学（
１
） 

日
本
体
育
大
学（
1
）
中
京
大
学（
１
）
皇
學
館

大
学（
１
）
京
都
外
国
語
大
学（
1
）
京
都
産
業

大
学（
18
）同
志
社
大
学（
１
）大
阪
大
谷
大
学（
１
）

大
阪
経
済
大
学（
９
）大
阪
経
済
法
科
大
学（
１
）

大
阪
国
際
大
学（
1
）
大
阪
産
業
大
学（
３
）
大

阪
商
業
大
学（
２
）
大
阪
電
気
通
信
大
学（
１
）

関
西
外
国
語
大
学（
２
）
関
西
福
祉
科
学
大
学

（
１
）
国
際
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
専
門
職
大
学（
１
）　

至
学
館
大
学（
1
）
羽
衣
国
際
大
学（
１
）
桃
山

学
院
大
学（
３
）
関
西
福
祉
大
学（
１
）
甲
南
大

学（
１
）
神
戸
学
院
大
学（
３
）
流
通
科
学
大
学

（
１
）
天
理
大
学（
２
）
岡
山
理
科
大
学（
１
）
吉

備
国
際
大
学（
１
）
く
ら
し
き
作
陽
大
学（
２
）

美
作
大
学（
５
）
広
島
経
済
大
学（
１
）
広
島
修

道
大
学（
２
）
福
山
平
成
大
学（
１
）
至
誠
館
大

学（
１
）
高
松
大
学（
１
）
四
国
大
学（
１
）
徳
島

文
理
大
学（
２
）
聖
カ
タ
リ
ア
大
学（
１
）
人
間

環
境
大
学（
１
）
松
山
東
雲
女
子
大
学（
１
）
松

山
大
学（
29
）
福
岡
大
学（
１
）

【
短
期
大
学
】（
17
名
）

＜

県
内
　
12
名＞

高
知
学
園
短
期
大
学（
12
）

＜

県
外
　
５
名＞

大
阪
芸
術
大
学
短
期
大
学
部（
１
）
関
西
外
国

語
大
学
短
期
大
学
部（
３
）
神
戸
教
育
短
期
大

学（
１
）

【
各
種
学
校
・
専
修
学
校
等
】（
40
名
）

＜

県
内
　
27
名＞

高
知
理
容
美
容
専
門
学
校（
３
）
高
知
公
務
員

学
院（
４
）
近
森
病
院
附
属
看
護
学
校（
６
）
土

佐
情
報
経
理
専
門
学
校（
４
）
龍
馬
情
報
ビ
ジ

ネ
ス
&
フ
ー
ド
専
門
学
校（
９
）
高
知
福
祉
専

門
学
校（
１
）

＜

県
外
　
13
名＞

資
生
堂
美
容
技
術
専
門
学
校
（
１
）
大
阪
E
C
O

動
物
海
洋
専
門
学
校
（
１
）
独
立
行
政
法
人
国
立

病
院
機
構
四
国
こ
ど
も
と
お
と
な
の
医
療
セ
ン

タ
ー
附
属
善
通
寺
看
護
学
校
（
１
）
大
阪
済
生

会
野
江
看
護
専
門
学
校
（
１
）
大
阪
ビ
ュ
ー

テ
ィ
ー
ア
ー
ト
専
門
学
校
（
４
）
専
門
学
校

E
S
P
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
大
阪
（
２
）

ル
・
ト
ー
ア
東
亜
美
容
専
門
学
校
（
１
）
専
門

学
校
徳
島
穴
吹
カ
レ
ッ
ジ
（
１
）
L
E
C
東
京

リ
ー
ガ
ル
マ
イ
ン
ド
（
１
）

就
職（
50
名
）

【
公
務
員
】（
24
名
）

＜

県
内
　
17
名＞

高
知
県
庁（
２
）
高
知
市
役
所（
３
）
室
戸
市
役

所（
１
）
い
の
町
役
場（
１
）
日
高
村
役
場（
１
）

佐
川
町
役
場（
１
）
本
山
町
役
場（
１
）
仁
淀
川

町
役
場（
１
）
高
知
県
警
察
本
部（
４
）
刑
務
官

（
１
）
魚
梁
瀬
小
中
学
校（
１
）

＜

県
外
　
７
名＞

国
土
交
通
省
　
四
国
地
方
整
備
局（
１
）
松
山

地
方
法
務
局（
１
）
航
空
自
衛
隊
　
一
般
曹
候

補
生（
１
）
警
視
庁（
２
）
京
都
府
警
察
本
部（
１
）

大
阪
府
警
察
本
部（
１
）

【
民
間
企
業
・
団
体
等
】（
26
名
）

＜

県
内 

23
名＞

株
式
会
社
高
知
銀
行（
５
）
日
本
郵
便
株
式
会

社
四
国
支
社（
２
）
高
知
ト
ヨ
タ
自
動
車
株
式

会
社（
２
）
ネ
ッ
ツ
ト
ヨ
タ
南
国
株
式
会
社（
２
）

四
国
労
働
金
庫（
１
）
ニ
ッ
ポ
ン
高
度
紙
工
業

株
式
会
社（
１
）
旭
食
品
株
式
会
社（
２
）
金
星

製
紙
株
式
会
社（
１
）
有
限
会
社
西
村
謄
写
堂

（
１
）
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
タ
イ
ヤ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社（
１
）
株
式
会
社
土
佐

御
苑（
１
）
H
M
I（
株
）
ザ
ク
ラ
ウ
ン
パ
レ
ス

新
阪
急
高
知（
２
）
ワ
ー
ル
ド
ビ
ジ
ネ
ス
シ
ス

コ
ム
株
式
会
社（
１
）
四
国
運
輸
株
式
会
社（
１
）

＜

県
外
　
３
名＞

ト
ヨ
タ
自
動
車
株
式
会
社（
１
）
一
般
社
団
法

人
日
田
市
医
師
会
立
日
田
検
診
セ
ン
タ
ー（
１
）

株
式
会
社
E
N
E
O
S
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア（
１
）

進
学（
29
名
）

【
大
学
】

　
合
格
発
表
が
11
月
１
日
以
降
と
な
っ
て
い
る

た
め
、
該
当
者
な
し
。

【
短
期
大
学
】

　
合
格
発
表
が
11
月
１
日
以
降
と
な
っ
て
い
る

た
め
、
該
当
者
な
し
。

【
各
種
学
校
・
専
修
学
校
等
】（
29
名
）

＜

県
内
　
18
名＞

高
知
理
容
美
容
専
門
学
校（
５
）
土
佐
情
報
経
理

専
門
学
校（
２
）
龍
馬
デ
ザ
イ
ン
・
ビ
ュ
ー
テ
ィ

専
門
学
校（
８
）
龍
馬
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
&
フ
ー
ド

専
門
学
校（
３
）

＜

県
外
　
11
名＞

東
京
医
療
秘
書
歯
科
衛
生
&
I
T
専
門
学
校

（
１
）
京
都
建
築
大
学
校（
１
）
大
阪
ア
ニ
メ
ー

シ
ョ
ン
カ
レ
ッ
ジ
専
門
学
校（
１
）ヴ
ェ
ル
ル
ー

ジ
ュ
美
容
専
門
学
校（
２
）
神
戸
総
合
医
療
専
門

学
校（
１
）穴
吹
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
カ
レ
ッ
ジ（
１
）

四
国
医
療
専
門
学
校（
１
）
独
立
行
政
法
人
国
立

病
院
機
構
四
国
こ
ど
も
と
お
と
な
の
医
療
セ
ン

タ
ー
附
属
善
通
寺
看
護
学
校（
２
）
広
島
リ
ゾ
ー

ト
&
ス
ポ
ー
ツ
専
門
学
校（
１
）

就
職（
13
名
）

【
民
間
企
業
・
団
体
等
】

＜

県
内 

11
名＞

高
知
銀
行（
２
）
四
電
工
　
高
知
支
店（
１
）
ネ
ッ

ツ
ト
ヨ
タ
高
知（
１
）
慶
尚（
１
）
四
国
旅
客
鉄

道（
１
）
岸
之
上
工
務
店（
１
）
芋
屋
金
次
郎（
１
）

小
谷
穀
粉（
１
）
日
鉄
鉱
業（
１
）
四
国
舞
台
テ

レ
ビ
照
明（
１
）

＜

県
外 

２
名＞

イ
オ
ン
リ
テ
ー
ル
西
日
本
カ
ン
パ
ニ
ー（
１
）

ア
イ
リ
ス
オ
ー
ヤ
マ
三
田
工
業（
１
）

部
活
動
成
績
・
表
彰
令
和
６
年
12
月
〜

高
知
商
業
高
等
学
校・令
和
７
年
度

３
年
生
合
格
状
況
（
令
和
７
年
10
月
27
日
現
在
）

高
知
商
業
高
等
学
校・令
和
６
年
度

３
年
生
合
格
状
況
＊
人
数
は
延
べ
人
数

着
任
の
ご
挨
拶

令
和
７
年
度
　
県
総
体
・
四
国
大
会
結
果
等
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令和７年12月１日現在高知商業高等学校高知校友会役員名簿
● 

着
任
教
職
員 

●

● 

転
出
教
職
員 

●

村

　岡

　愛

　紀

　さ
ん

上

　田

　修

　身

　先
生

教
諭
・
保
健
体
育

伊
與
木

　美

　智

　先
生

養
護
教
諭

な
し

島

　田

　紫
峰
子

　先
生

教
諭
・
英
語

吉

　川

　典

　孝

　先
生

教
諭
・
国
語

岡

　﨑

　暢

　子

　先
生

会
計
年
度
任
用
職
員
・
書
道

岸

　田

　彬

　杏

　先
生

会
計
年
度
任
用
職
員
・
保
健
体
育

澳

　本

　典

　子

　先
生

城
西
中
学
校
か
ら

松

　田

　友

　紀

　さ
ん

第
二
福
祉
課
か
ら

● 

昇

　
　
　任 

●

市
街
地
整
備
課
へ

藤

　原

　
　
　滉

　さ
ん

愛
宕
中
学
校
へ

● 

退
職
教
職
員 

●

役 名 氏 名卒回 役 名 氏 名卒回 役 名 氏 名卒回 役 名 氏 名卒回 役 名 氏 名卒回
相 談 役
〃
〃

会 長
副 会 長
〃
〃
〃
〃
〃
〃

監 事
〃

常任理事
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

大谷　文夫
西村　安久
矢野　平八
鶴原　正一
武田　秀義
田内　修二
森　　正隆
松田　誠男
柳村　晃司
竹内　理恵
西尾　典晃
小原　弘和
濱本健太朗
北村　　聖
横田　隆雄
町田　学彦
東篠　雅夫
小谷　晴彦
吉岡　　昴
澤本　吉子
山中　忠夫
刈谷　厚雄
長崎　宏明
宇賀　裕二
氏原　信幸
松岡　紀雄
横山　輝幸
中越　　弘
福原　俊夫
今西　圀雄
本山　秀一
山崎　　喬
楠瀬須美江
谷脇　一夫
村上　哲士
山田　泰章
長瀬　幸子
宮川　嘉紹
清藤　智彦
吉岡　　徹
清水　雅明
山崎　由紀
石川　孝美
野瀬　義久
山本　　保
徳広　幸雄
西村由喜子
久武　佳代
稲村　　正
岩佐　一生
片岡　　賢
森下　方彦
尾木　博章
濱口　　実
小松真佐子
竹田　年博
濱田　良彦
今村　初見
大塚　　生
大野ひとみ
安永　康守
小松　良充
岡本　　淳

門脇　史誠
入山宗之亮
矢野　寿子
畑中　隆久
正木　　陽
川﨑　寛子
森田　洋生
山本　邦彦
横山　誠雄
中谷　誠一
南 　 効
森木夫志生
門田　信善
吉川彰二郎
高橋　美和
西村　仁志
本山　幸一
川崎　　仁
下元　浩靖
西村　健司
原田　裕次
野町　一典
和田　和恵
近藤　健一
酒井　一俊
杉本　美穂
市山　浩史
石川　美佳
堅田　佳嗣
徳久　徳夫
浜川　　瀞
森沢　亮敏
今井　建夫
井上　興文
国澤喜久子
戸田　佳樹
中城　　巖
吉井　　淳
東條　彰男
友永　　宏
森下　千代
隅田　雅彦
濱田　和子
市川　幸道
小路　興亜
中屋　啓輔
新谷　孝雄
森岡佳壽子
山崎　禎子
天野　守章
山本　壱平
坂本　　泉
小松　卓夫
樋口悠紀夫
坂本　眞人
高橋　果子
田中　千金
坂本　征子
水野　良一
池田　宏治
浜川　正弘
竹嶋　浩一
西本　直司

町田　早子
水元　龍雄
村田　　仁
千谷　賢二
横山　正典
森田　淳一
斉藤美代子
武田　瑞代
岡村　邦男
東崎　幸男
山本　英雄
池上　昭夫
大倉　基宏
小野　博之
上山　晴子
都築　真弓
西村とし子
佐竹　　節
関 　 優
徳弘山之蒸
中尾幸二郎
成田　龍水
濱田　記美
百田　俊夫
金岡　真理
鈴木　憲二
篠 　 泰 弘
宮地　隆志
上村　理恵
加藤　隆二
広末　容久
弘田　宏則
山中　　伯
中山　隆之
中山　裕司
橋本　　哲
坂野　　充
廣末　忠彦
池田　再平
中山　泰雄
濱口　千代
田所　照泰
浅田慎一郎
岡林　美保
外山　由香
門那　初美
市原　和則
植田　映子
西本由喜子
岡林　　昭
栗山　りか
岡　　博之
鷲見　奈美
泥川　正美
浜田　和也
松本　俊一
宮地　純代
山﨑　　均
岡林　雄二
谷岡　淳子
森田　　朗
森沢　晶子
青木　大輔

安芸　昌男
石原　文子
伊野　益世
井上　廣美
岩田　香美
片岡　孝男
竹村　　晃
谷口　幸代
永井紀代美
中山　一寛
森本　　忍
山下　　英
石黒　裕行
曽我　弘明
谷脇　信世
濱田　　宏
山崎　和子
井上　亜野
西岡　功亮
大﨑　美幸
曽我　哲治
竹内　美和
野村　佳代
横田　清香
片山　美穂
亀谷　直樹
三好　智三
松本　政志
山本　浩司
小川　恭正
徳弘　大悟
西山　剛弘
森　　和重
下浦　真美
松村　浩明
中川　祥司
山本　崇仁
田中　舞子
市川　　将
松岡　志野
北村　多江
山崎　直也
野村　和恵
浜田　真也
岡本　雅美
川野　麻美
樽見　精二
浜本　　剛
望岡　裕美
安岡　裕史
門明　　毅
狩野　美希
恒石　勇太
中屋　倫乃
斉藤　早苗
笹岡　　真
黒川　秋子
坪内　勇人
近澤　　想
高橋明日香
三宮　瑞希
藤田　拓也
坂本　賀菜

藤原　弓子
高橋信太郎
藤野　朋子
植野穂菜美
高橋　章智
林　　滉成
根木　萌子
武藤　　愛
山陸　　聖
永吉　　聖
和田　綾花
青木　祐人
片岡　弥生
小谷内優弥
武政　亮汰
谷　　智矢
山脇　優夏
竹内　夏輝
松藤江巳吏
笹岡　英珠
山本　楓佳
伊藤　鈴士
田村　彩帆
明神　広樹
米子　和佳
田中　千絵
田村　　凛
川田　莉子
森島　照瑛
尾立　紗羅
西本　怜生
漁士　実莉
岡村　謙信
野田　歩実
中川　陽登
伊能あおい

産田　　弘
柳井　正持
横川　勇夫
杉本　政文
下坂　速人
岡﨑　伸二
竹村　　晃
貞廣　　晃
佐竹　正敏
岡林　正男
宮川　幸久
古谷　昇生
中山　誠一
尾崎　笙二
藤岡　和廣
澤村　政明
成岡　昌俊
近澤　信子
横山　正意
竹内　京一
内川　由加
三宮　　徹
堀見　映美
大井　怜雄
片山　杏美

常任理事
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

理　　事
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

理 事
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

理 事
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

理 事
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

顧 問
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

事 務 局
事務局（学校）
〃
〃

新７
新10
新16
新30
新28
新29
新29
新36
新40
新47
新48
新38
新51
旧47
旧48･新１
新４
新５
新６
新６
新８
新８
新９
新９
新10
新11
新11
新12
新13
新13
新14
新14
新14
新15
新15
新16
新16
新17
新17
新18
新18
新19
新19
新20
新20
新20
新21
新21
新21
新22
新22
新23
新23
新24
新24
新25
新25
新26
新26
新27
新27
新28
新28
新29

新29
新30
新30
新31
新31
新32
新32
新33
新33
新34
新34
新35
新36
新37
新38
新39
新40
新41
新41
新42
新42
新43
新43
新44
新45
新45
新46
新47
新47
新２
新３
新４
新５
新５
新５
新５
新６
新７
新８
新８
新８
新９
新９
新10
新10
新10
新11
新11
新11
新11
新12
新12
新12
新13
新14
新14
新14
新15
新15
新16
新16
新17
新17

新17
新17
新17
新18
新18
新18
新18
新18
新19
新19
新20
新21
新21
新21
新21
新21
新21
新22
新22
新22
新22
新22
新22
新22
新23
新23
新23
新23
新24
新24
新24
新24
新24
新25
新25
新25
新26
新26
新27
新27
新27
新28
新29
新29
新29
新29
新30
新30
新30
新31
新31
新32
新32
新32
新32
新32
新32
新32
新33
新33
新33
新33
新34

新34
新34
新34
新34
新34
新34
新34
新34
新34
新34
新34
新34
新35
新35
新36
新37
新37
新39
新39
新40
新40
新40
新40
新40
新41
新41
新41
新42
新42
新43
新43
新43
新43
新44
新44
新45
新45
新46
新47
新48
新49
新49
新50
新50
新51
新51
新51
新51
新51
新52
新53
新53
新54
新54
新55
新55
新56
新56
新57
新57
新58
新58
新59

新59
新60
新60
新61
新61
新62
新62
新63
新63
新64
新64
新65
新65
新66
新66
新67
新67
新68
新68
新69
新69
新70
新70
新71
新71
新72
新72
新73
新73
新74
新75
新75
新76
新76
新77
新77

新16

新21
新55
新57
新69

　この度、「レバノン杉」がとりもつ縁で、名門「高知市立高知商業高等学校」を2025年12月1日に訪問させて
いただく栄を賜り感謝しています。私達、「砧公園レバノン杉プロジェクトチーム」は、昨年12月17日に、日本
とレバノンの「国交開始70周年」を記念して、東京都世田谷区の「砧緑地公園」に、「レバノン共和国」から
寄贈いただいた「レバノン杉苗（２本）」を植樹させていただきました。それに至る３年間の様々な経緯は長
くなるので省略させていただきます。
　一方、その過程で、「高知商業高校」にも「レバノン杉」が存在していることを知り、このプロジェクトの
推進に多大なご支援をいただいたレバノン共和国の「ニーダル・ヤヒヤ駐日大使」へ「感謝状」をお届けした
際にそのことをご報告し、同校の校歌には、フェニキア（レバノン）を讃える一節、
Towering trees, touching the upper regions,

People cut them from woods in Lebanon mountains,

People built boats, and headed out to the Mediterranean,

We follow the steps, those of the Phoenician

があることもご紹介したら、大使も大変感動されたことを申し添えます。
　ところで、私は、若い頃、仕事の関係で「レバノン」を何度も訪れた
ことがあり、さらに、古代「フェニキア」の歴史に惹かれて、「ポエニ
戦争」で「古代ローマ」と戦った勇将「ハンニバル将軍」で有名な、
地中海の彼方のフェニキアの植民地「カルタゴ」の故地（現・チュニジア）
まで訪ねたこともあります。
　一方、長年（84歳になるまで）、坂本竜馬や、牧野富太郎に憧れながら、
「高知県」は未だ訪れたことがない日本で「唯一の地」だったので、この度、
「高知」を巡る機会に恵まれた「レバノン杉」が繋いでくれた「不思議
なご縁」に感謝しています。

2025年11月10日
「砧公園レバノン杉プロジェクト」　プロジェクトマネージャー　森　祥二郎

　東京都世田谷の「砧公園」に母校校歌「レバノン山の森に伐り･･･」の「レバノン杉」と「銘板」が付された不思議な大木が
あったが、「レバノン共和国・日本大使館」の経済担当官により「ヒマラヤ杉」と判定された後、同国の好意により寄贈された
「レバノン杉の苗木（２本）」が、昨年12月に「砧公園レバノン杉プロジェクトチーム」のご尽力により植樹された情報をいただき、
校友会ホームページに掲載しました。この度、森代表から母校並びに校友会あての親書をいただきましたのでご紹介します。

「レバノン杉がとりもつ縁」
「鵬程万里果てもなき　太平洋の岸の辺に・・・」

レバノン国大使との感謝状授与
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大谷　文夫
西村　安久
矢野　平八
鶴原　正一
武田　秀義
田内　修二
森　　正隆
松田　誠男
柳村　晃司
竹内　理恵
西尾　典晃
小原　弘和
濱本健太朗
北村　　聖
横田　隆雄
町田　学彦
東篠　雅夫
小谷　晴彦
吉岡　　昴
澤本　吉子
山中　忠夫
刈谷　厚雄
長崎　宏明
宇賀　裕二
氏原　信幸
松岡　紀雄
横山　輝幸
中越　　弘
福原　俊夫
今西　圀雄
本山　秀一
山崎　　喬
楠瀬須美江
谷脇　一夫
村上　哲士
山田　泰章
長瀬　幸子
宮川　嘉紹
清藤　智彦
吉岡　　徹
清水　雅明
山崎　由紀
石川　孝美
野瀬　義久
山本　　保
徳広　幸雄
西村由喜子
久武　佳代
稲村　　正
岩佐　一生
片岡　　賢
森下　方彦
尾木　博章
濱口　　実
小松真佐子
竹田　年博
濱田　良彦
今村　初見
大塚　　生
大野ひとみ
安永　康守
小松　良充
岡本　　淳

門脇　史誠
入山宗之亮
矢野　寿子
畑中　隆久
正木　　陽
川﨑　寛子
森田　洋生
山本　邦彦
横山　誠雄
中谷　誠一
南 　 効
森木夫志生
門田　信善
吉川彰二郎
高橋　美和
西村　仁志
本山　幸一
川崎　　仁
下元　浩靖
西村　健司
原田　裕次
野町　一典
和田　和恵
近藤　健一
酒井　一俊
杉本　美穂
市山　浩史
石川　美佳
堅田　佳嗣
徳久　徳夫
浜川　　瀞
森沢　亮敏
今井　建夫
井上　興文
国澤喜久子
戸田　佳樹
中城　　巖
吉井　　淳
東條　彰男
友永　　宏
森下　千代
隅田　雅彦
濱田　和子
市川　幸道
小路　興亜
中屋　啓輔
新谷　孝雄
森岡佳壽子
山崎　禎子
天野　守章
山本　壱平
坂本　　泉
小松　卓夫
樋口悠紀夫
坂本　眞人
高橋　果子
田中　千金
坂本　征子
水野　良一
池田　宏治
浜川　正弘
竹嶋　浩一
西本　直司

町田　早子
水元　龍雄
村田　　仁
千谷　賢二
横山　正典
森田　淳一
斉藤美代子
武田　瑞代
岡村　邦男
東崎　幸男
山本　英雄
池上　昭夫
大倉　基宏
小野　博之
上山　晴子
都築　真弓
西村とし子
佐竹　　節
関 　 優
徳弘山之蒸
中尾幸二郎
成田　龍水
濱田　記美
百田　俊夫
金岡　真理
鈴木　憲二
篠 　 泰 弘
宮地　隆志
上村　理恵
加藤　隆二
広末　容久
弘田　宏則
山中　　伯
中山　隆之
中山　裕司
橋本　　哲
坂野　　充
廣末　忠彦
池田　再平
中山　泰雄
濱口　千代
田所　照泰
浅田慎一郎
岡林　美保
外山　由香
門那　初美
市原　和則
植田　映子
西本由喜子
岡林　　昭
栗山　りか
岡　　博之
鷲見　奈美
泥川　正美
浜田　和也
松本　俊一
宮地　純代
山﨑　　均
岡林　雄二
谷岡　淳子
森田　　朗
森沢　晶子
青木　大輔

安芸　昌男
石原　文子
伊野　益世
井上　廣美
岩田　香美
片岡　孝男
竹村　　晃
谷口　幸代
永井紀代美
中山　一寛
森本　　忍
山下　　英
石黒　裕行
曽我　弘明
谷脇　信世
濱田　　宏
山崎　和子
井上　亜野
西岡　功亮
大﨑　美幸
曽我　哲治
竹内　美和
野村　佳代
横田　清香
片山　美穂
亀谷　直樹
三好　智三
松本　政志
山本　浩司
小川　恭正
徳弘　大悟
西山　剛弘
森　　和重
下浦　真美
松村　浩明
中川　祥司
山本　崇仁
田中　舞子
市川　　将
松岡　志野
北村　多江
山崎　直也
野村　和恵
浜田　真也
岡本　雅美
川野　麻美
樽見　精二
浜本　　剛
望岡　裕美
安岡　裕史
門明　　毅
狩野　美希
恒石　勇太
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笹岡　　真
黒川　秋子
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近澤　　想
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三宮　瑞希
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坂本　賀菜
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高橋信太郎
藤野　朋子
植野穂菜美
高橋　章智
林　　滉成
根木　萌子
武藤　　愛
山陸　　聖
永吉　　聖
和田　綾花
青木　祐人
片岡　弥生
小谷内優弥
武政　亮汰
谷　　智矢
山脇　優夏
竹内　夏輝
松藤江巳吏
笹岡　英珠
山本　楓佳
伊藤　鈴士
田村　彩帆
明神　広樹
米子　和佳
田中　千絵
田村　　凛
川田　莉子
森島　照瑛
尾立　紗羅
西本　怜生
漁士　実莉
岡村　謙信
野田　歩実
中川　陽登
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柳井　正持
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杉本　政文
下坂　速人
岡﨑　伸二
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佐竹　正敏
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古谷　昇生
中山　誠一
尾崎　笙二
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澤村　政明
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近澤　信子
横山　正意
竹内　京一
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堀見　映美
大井　怜雄
片山　杏美
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　この度、「レバノン杉」がとりもつ縁で、名門「高知市立高知商業高等学校」を2025年12月1日に訪問させて
いただく栄を賜り感謝しています。私達、「砧公園レバノン杉プロジェクトチーム」は、昨年12月17日に、日本
とレバノンの「国交開始70周年」を記念して、東京都世田谷区の「砧緑地公園」に、「レバノン共和国」から
寄贈いただいた「レバノン杉苗（２本）」を植樹させていただきました。それに至る３年間の様々な経緯は長
くなるので省略させていただきます。
　一方、その過程で、「高知商業高校」にも「レバノン杉」が存在していることを知り、このプロジェクトの
推進に多大なご支援をいただいたレバノン共和国の「ニーダル・ヤヒヤ駐日大使」へ「感謝状」をお届けした
際にそのことをご報告し、同校の校歌には、フェニキア（レバノン）を讃える一節、
Towering trees, touching the upper regions,

People cut them from woods in Lebanon mountains,

People built boats, and headed out to the Mediterranean,

We follow the steps, those of the Phoenician

があることもご紹介したら、大使も大変感動されたことを申し添えます。
　ところで、私は、若い頃、仕事の関係で「レバノン」を何度も訪れた
ことがあり、さらに、古代「フェニキア」の歴史に惹かれて、「ポエニ
戦争」で「古代ローマ」と戦った勇将「ハンニバル将軍」で有名な、
地中海の彼方のフェニキアの植民地「カルタゴ」の故地（現・チュニジア）
まで訪ねたこともあります。
　一方、長年（84歳になるまで）、坂本竜馬や、牧野富太郎に憧れながら、
「高知県」は未だ訪れたことがない日本で「唯一の地」だったので、この度、
「高知」を巡る機会に恵まれた「レバノン杉」が繋いでくれた「不思議
なご縁」に感謝しています。

2025年11月10日
「砧公園レバノン杉プロジェクト」　プロジェクトマネージャー　森　祥二郎

　東京都世田谷の「砧公園」に母校校歌「レバノン山の森に伐り･･･」の「レバノン杉」と「銘板」が付された不思議な大木が
あったが、「レバノン共和国・日本大使館」の経済担当官により「ヒマラヤ杉」と判定された後、同国の好意により寄贈された
「レバノン杉の苗木（２本）」が、昨年12月に「砧公園レバノン杉プロジェクトチーム」のご尽力により植樹された情報をいただき、
校友会ホームページに掲載しました。この度、森代表から母校並びに校友会あての親書をいただきましたのでご紹介します。

「レバノン杉がとりもつ縁」
「鵬程万里果てもなき　太平洋の岸の辺に・・・」

レバノン国大使との感謝状授与
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新16
－－
新30
新16
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氏　名
矢 野　平 八

成 瀬　孝 治

鶴 原　正 一

田 川　修 二

園　　正 路

須 賀　　徹

田 内　修 二

森　　正 隆

柳 村　晃 司

濱本  健太朗

高知校友会　顧問
高知商業高等学校　校長
高知校友会　会長
関東校友会　会長
東海校友会　会長
関西校友会　会長
高知校友会　副会長（香南支部長）
高知校友会　副会長
高知校友会　副会長
高知校友会　監事

□高知商業高等学校校友会
　〒780ｰ0947　高知市大谷６ 高知商業高等学校内　☎088-844-1675
　公式メールアドレス：info＠hoteibanri.com
　ホームページURL：https://hoteibanri.com/

所属・所属先の職名 事務局の表示

高知商業高等学校校友会構成組織・高知校友会県内支部名簿 令和７年11月１日現在

役　名
顧　　　問
会　　　長
副　会　長
〃
〃

幹　　　事
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

顧      　問
支　部　長
副 支 部 長
事 務 局 長
事   務   局
〃

顧      　問
〃
〃

支   部   長
副 支 部 長
〃

監      　事
〃

理      　事
〃
〃
〃
〃

事 務 局 長

支   部   長
副 支 部 長
〃

理      　事
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

監      　事
〃

事 務 局 長

支   部   長
副 支 部 長
〃

幹      　事
〃
〃

監      　事
〃

会      　計
事 務 局 長

支   部   長
副 支 部 長
〃
〃

理      　事
〃
〃
〃
〃
〃

会　　　計
監 　     事
〃

事　務　局
顧      　問
〃

顧      　問
会　      長
副   会   長
〃

理      　事
〃
〃
〃
〃

監　      事
事   務   局
会    　  計

支   部   長

卒 回
新14
新16
新25
新26
新31
新 7
新11
新12
新12
新13
新13
新14
新14
新15

新11
新15
新37
新18
新15
新25

新 3
新10
新29
新29
新43
新46
新29
新29
新21
新28
新45
新52
新54
新34

新23
新31
新43
新10
新14
新23
新24
新25
新26
新34
新35
新43
新15
新15
新26

新38
新26
新42
新34
新45
新67
新16
新32
新45
新45

新38
新33
新33
新40
新23
新24
新34
新44
新51
新58
新37
新24
新41
新29
新13
新22

氏　名
長 崎   武 彦
田 川   修 二
安 岡   直 記
花 井   保 代
相 馬   美 和
岡 村   好 剛
高 橋   希 穂
三 谷    　豊
川 村   和 正
柿 本   　 潔
中 山   忠 司
小林  喜久枝
岩 﨑   健 二
岩 﨑   能 忠

橋 本  邦 夫
畠 中  純 水
坂 本  泰 資
高 松      悟
曽 我  敦 子
亀 井  司 郎

森 田  訓 行
竹 村  暢 文
門 脇  史 誠
田 内  修 二
山 本　　隆
濱 口  涼 子
中 村  元 俊
中 山  幸 美
西村 とし子
伊 藤  慎 世
片 岡  直 美
横 矢  真 幸
常 石  勇 太
中 谷  誠 一

三 谷  昭 夫
山 本  康 博
森 国  雅 人
竹 崎      謙
石 川  洋 子
村 上  義 幸
尾 木  博 章
田 所  園 子
坂 野      充
中ノ内 済子
和 田  卓 也
橋 田  昌 弘
竹 村  龍 男
川 村  忠 義
坂 野      充

池 添      篤
中 野  孝 司
上 村  千 恵
和 田  京 子
和 田  郷 子
近 藤  宏 紀
川 田      勝
近 江      定
杉 本  理 奈
和 田      誠

清 光      仁
吉 村  康 司
中 内  利 幸
西 村  幸 一
岡田 利恵子
横 畠  香 恵
中 嶋  晶 久
箭 野  正 樹
小 田  敏 弘
中 村  由 有
森 田  昭 仁
山 中  弘 孝
大 原  範 朗
外 山  由 香
加 納  稔 久
岡 本  友 子

新18
新45
新32
新49
新45
新56
新61
新68
新69
新29
新38
新57

新28

池      一 彦
山 下  純 司
岡 村  宣 昭
竹 本      聡
谷 脇  誠 治
中 野  智 基
柴 田      廉
崎 山  史 哉
中 嶋  拓 海
松 下  裕 之
谷脇 真弓美
結 城  知 里

武 田  秀 義

役　名
幹　　　事
〃
〃
〃
〃
〃

会 計 監 事
幹　　　事
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

卒 回
新15
新17
新17
新18
新18
新19
新20
新22
新23
新26
新29
新33
新46
新61
新65

氏　名
武 石   　寧
野 村  憲 一
島 内  正 彦
加田 多佳子
高 木  博 子
田 島  正 道
埇 田  利 英
宮 崎  秀 人
廣 瀬  長 生
寺 村   　巧
藤 山  美 生
小笠原 利江
樋口 あゆみ
藤 崎  翔 多
中 原  彩 絵

役　名
名 誉 会 長
会      　長
副   会   長
〃

顧      　問
会 計 監 事
幹      　事
〃
〃
〃

支　部　長

卒 回
新14
新27
新24
新44
新16
新18
新27
新25
新45
新47

新42

氏　名
土 居  武 志
園 　  正 路
小宅 真由美
岡 村   　遵
改 田  英 彦
後 藤  淑 江
東 住  孝 子
岡 林  秀 樹
浦 田  治 久
久 武  弘 和

大 崎  宏 明

活動停止中につき非掲載

活動停止中につき非掲載

役　名
顧　　　問
相　談　役
会　　   長
副　会　長
副　会　長
兼 幹 事 長
常 任 幹 事
〃
〃
〃
〃
〃
〃

監　　　事

卒 回
新 7
新13
新14
新17

新25

新15
新19
新22
新34
新34
新50
新53
新25

氏　名
岸 本  忠 士
山 田  賢 司
須 賀      徹
石 道  宏 規

中 越  政 人

郷 本  博 愛
岡林 信一郎
石 本  澄 雄
小 嶋  弘 彦
浜 田  喜 啓
藤 川  順 一
藤 本      祐
中 木  美 香

■関東校友会

■高知校友会安芸支部

■高知校友会香南支部

■高知校友会南国支部

■高知校友会嶺北支部

■高知校友会須崎支部 ■高知校友会佐川支部

■高知校友会山田支部

■高知校友会窪川支部

■高知校友会越知支部 ■高知校友会中土佐支部

■東海校友会 ■関西校友会

校 　 友 　 会 　 報 （ 16 ）令和７年12月１日 第　45　号

〇令和７年もあっという間に過ぎようとしています。この間、県内外校友会組織で
は活動参加者の増加対策に全力を注いでいました。その成果の一端として、お世話
いただく各組織役員に若年層の方が多くみられます。これからの若い力に期してい
きたいと希望しています。
〇校歌の一節にある「レバノン山の森に伐り･･･」のレバノンスギ２本がレバノン日
本大使館のご配慮を受け、都内の「砧公園」に植樹され１年を経過します。同国の
国旗にある大木への成長していく日々、その間、日本・世界はどのように変わって
いくのでしょうか。

■編集後記


